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はじめにはじめにはじめにはじめに    

Oracle Real-Time Decisions（Oracle RTD）は、適応型のエンタープライズ・ソフトウェア・ソリューシ

ョンの開発を可能にします。こうした適応型のソリューションは、ビジネス・プロセス・トラン

ザクションが実行されるにつれて継続的に自己学習し、ルールと予測モデルに従って、各トラン

ザクションをリアルタイムに最適化します。 

このドキュメントについてこのドキュメントについてこのドキュメントについてこのドキュメントについて    

このドキュメントには、Oracle RTDのインストールと管理に関する情報が記載されています。この

ドキュメントでは、Oracle RTD のインストールおよび構成方法、セキュリティ目的での認証の設定

方法、および Oracle RTD MBeansの管理方法について説明します。  

対象読対象読対象読対象読者者者者    

このドキュメントは、Oracle RTDの管理者を対象としています。Oracle RTDの管理者には、エンター

プライズレベルのアプリケーションのインストールおよび管理方法に関する実際的な運用知識と、

JMXコンソールの使用方法に関する知識が必要です。  

このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成    

このドキュメントの内容は次のとおりです。 

第第第第1章「章「章「章「インストール前の準備インストール前の準備インストール前の準備インストール前の準備」」」」では、インストール前に実行が必要なタスクについて説明してい

ます。 

第第第第2章「章「章「章「Real-Time Decision Server のインストールのインストールのインストールのインストール」」」」では、Real-Time Decision Server および Oracle RTD
クライアントのファイルをインストールする手順と、Oracle RTD Databaseを作成および初期化する

手順について説明しています。 

第第第第3章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の OC4J の構成の構成の構成の構成」」」」では、Oracle Containers for J2EE（OC4J）に Oracle 
RTDをインストールする方法について説明しています。 

第第第第4章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の WebSphere の構成の構成の構成の構成」」」」では、WebSphereに Oracle RTDをインスト

ールする方法について説明しています。 

第第第第5章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の WebLogic の構成の構成の構成の構成」」」」では、WebLogicに Oracle RTD をインストー

ルする方法について説明しています。 

第第第第6章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions の認証の構成の認証の構成の認証の構成の認証の構成」」」」では、サポートされている認証方法の設定につい

て説明しています。 

第第第第7章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成」」」」では、JDBCデータソースを設定す

る方法について説明しています。 

第第第第8章「章「章「章「追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動」」」」では、Oracle RTDクライアントおよびサー

バーに対するその他の構成要件について説明しています。 

第第第第9章「章「章「章「Oracle Real-Time Decisions の本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイ」」」」では、本番環境にデプロイするシナリ

オについて説明しています。 
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第第第第10章「章「章「章「JMX を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Real-Time Decisions の管理の管理の管理の管理」」」」では、Oracle RTDの管理に使用する JMX 
MBeansについて説明しています。 

表記規則表記規則表記規則表記規則 
規則規則規則規則 説明説明説明説明 

固定幅 

フォント 
ソース・コードおよびプログラム出力を示します。 

太字太字太字太字    ラベル、タブ、メニューなどのユーザー・インタフェースを示します。  

イタリック ユーザー固有の値を示します。 

‘引用符’ ユーザーによる入力が必要な箇所を示します。  

 

タスクの実行に役立つ追加情報を示します。 

 

その項目に関する追加情報を示します。  

 

データの損失またはエラーが生じる可能性のあるアクションを示します。  

パス名に関する注意パス名に関する注意パス名に関する注意パス名に関する注意    

このドキュメントでは、複数のプラットフォームで実行可能な手順には、パス名にスラッシュ（/）
が使用されています。UNIXシステムでパスを入力する場合は、指定されているとおりに入力でき

ます。Windowsシステムでパスを入力する場合は、スラッシュ（/）を円記号（\）に変更する必要

があります。 

このドキュメントでは、Windowsオペレーティング・システム固有の手順または例には、パス名に

円記号（\）が使用されています。 
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1 インストール前の準備インストール前の準備インストール前の準備インストール前の準備    

Oracle RTDは Windowsと UNIX両方のプラットフォームでサポートされ、Oracle Containers for J2EE
（OC4J）、BEA WebLogic、IBM WebSphereの各アプリケーション・サーバーで実行されます。サポ

ートされるプラットフォームの詳細は、『System Requirements and Supported Platforms for Oracle 
Real-Time Decisions』を参照してください。  

注意注意注意注意: Oracle RTDのインストール先として OC4Jを計画する場合は、スタンドアロン・バージョンの

OC4Jと Oracle Application Server に同梱されたバージョンの OC4Jのどちらでも可能です。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 1.1 Oracle Real-Time Decisions のインストールについて 

� 1.2 データベース・サーバーのインストール 

� 1.3 Java Development Kit（JDK）のインストール 

� 1.4 アプリケーション・サーバーのインストール 

� 1.5 インストール前のその他のタスク 

 

1.1 Oracle Real-Time Decisions のインストールについてのインストールについてのインストールについてのインストールについて 
Oracle RTDは、リアルタイムの意思決定エンジン・ソフトウェア・プラットフォームであり、次の

コンポーネントで構成されています。 

� Real-Time Decision Server 

� Decision Studio 

� Decision Center 

� Load Generator 

� Administration（JMX） 

Real-Time Decision Server は、Windowsと UNIXどちらのプラットフォームにもインストールできます。

Decision Studioと Load Generatorはクライアント・コンポーネントで、Windowsでのみ実行できます。 

Real-Time Decision Server では、Decision Studioに作成されるインライン・サービス用のオブジェクト

とメタデータを格納するために、Oracle RTD Databaseという専用のデータベースが必要です。  

Oracle RTDをインストールするには、次のタスクを実行する必要があります。 

1 データベース・サーバー、Java Development Kitおよびアプリケーション・サー

バーをインストールします。 

2 Real-Time Decision Server および Oracle RTDクライアントのファイルをインス

トールして、データベースを作成および初期化します。 
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3 Oracle RTD Databaseのデータソースを構成します。  

4 アプリケーション・サーバーの管理コンソールなどのツールを使用して、

Real-Time Decision Server をデプロイおよび構成します。 

5 認証設定を構成します。 

6 エンタープライズ・データソースへのアクセスを設定します。 

 

1.2 データベース・サーバーのインストールデータベース・サーバーのインストールデータベース・サーバーのインストールデータベース・サーバーのインストール  
Oracle RTD Databaseとして使用するデータベース・サーバーをインストールします。このデータベー

スは、Oracle Database、Microsoft SQL Server、IBM DB2のいずれかであることが必要です。データベー

スのインストールの詳細は、各データベースのドキュメントを参照してください。サポートされ

るデータベースのバージョンの詳細は、『System Requirements and Supported Platforms for Oracle Real-Time 
Decisions』を参照してください。 

次の点に注意してください。 

� SQL Server を使用する場合は、データベース・サーバーをデフォルト（無名）のインスタンス

としてインストールする必要があります。 

� Oracle Databaseを使用する場合は、user_lock パッケージをインストールする必要があります。

オプションの Oracleパッケージのインストールの詳細は、Oracle Databaseのドキュメントを参

照してください。 

� データベース・サーバーは、Oracle RTDをインストールする予定のコンピュータまたは別のコ

ンピュータにインストールできます。 

 

1.3 Java Development Kit（（（（JDK）のインストール）のインストール）のインストール）のインストール 
一部の構成では、Oracle RTDのインストールに進む前に、Java Development Kit（JDK）をダウンロー

ドしてインストールする必要があります。この後の各項で、JDKのインストールの必要性の有無

およびインストールが必要な JDKバージョンについて、構成別にその詳細を説明します。 

JDKのインストールが完了したら、JAVA_HOMEというシステム環境変数を作成し、JDKのインス

トール場所のフルパス名に値を設定します。 

1.3.1 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール 

Windows のスタンドアロン OC4Jに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、Oracle RTD
をインストールする前に、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールする必要があります。 

Solaris または Linux のスタンドアロン OC4J に Real-Time Decision Server をインストールする場合は、

Oracle RTDをインストールする前に、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールする必要があ

ります。その後で、Oracle RTD クライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolな
ど）をインストールする Windowsコンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストール

します。 
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HP-UX のスタンドアロン OC4Jに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、Oracle RTD を

インストールする前に、HP-UX JDK 5.0.05をインストールする必要があります。その後で、Oracle RTD
クライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストールする Windows
コンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールします。 

AIX ベースのシステムベースのシステムベースのシステムベースのシステムのスタンドアロン OC4Jに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、

Oracle RTDをインストールする前に、IBM Java 5 SR2 をインストールする必要があります。その後で、

Oracle RTDクライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストール

する Windowsコンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールします。 

1.3.2 Oracle Application Server へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール 

Windows の Oracle Application Server に同梱されたバージョンの OC4Jに Real-Time Decision Server をイン

ストールする場合は、JDKを個別にダウンロードする必要はありません。Oracle Application Server に
は、専用の JDKが同梱されています。ただし、JAVA_HOMEシステム環境変数を設定し、Oracle 
Application Server が使用する JDKのインストール場所のフルパス名に値を設定する必要がありま

す。 

Solaris、Linux、HP-UX または AIX ベースのシステムベースのシステムベースのシステムベースのシステムの Oracle Application Server に同梱されたバージョ

ンの OC4Jに Real-Time Decision Serverをインストールする場合は、JDKを個別にダウンロードする必

要はありません。Oracle Application Server には、専用の JDKが同梱されています。ただし、Oracle RTD
クライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストールする Windows
コンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールする必要があります。 

1.3.3 WebSphere へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール 

Windowsの WebSphereに Real-Time Decision Serverをインストールする場合は、JDKを個別にダウンロ

ードする必要はありません。WebSphereには、専用の JDKが同梱されています。ただし、JAVA_HOME
システム環境変数を設定し、WebSphereが使用する JDKのインストール場所のフルパス名に値を設

定する必要があります。 

UNIX（Solaris、Linux、HP-UXまたは AIXベースのシステム）の WebSphereに Real-Time Decision Server
をインストールする場合は、JDK を個別にダウンロードする必要はありません。WebSphere には、

専用の JDKが同梱されています。ただし、Oracle RTDクライアント・ツール（Decision Studio、Load 
Generator、SDDBToolなど）をインストールする Windowsコンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8
以降をインストールする必要があります。 

注意注意注意注意: Linux以外の WebSphereにインストールする場合は、WebSphere Fix Pack 3をインストールして、

WebSphere に同梱された JDK を更新する必要があります。詳細は、第1.4.2項を参照してください。 

1.3.4 WebLogic へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール 

Windows の WebLogicに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、JDKを個別にダウンロ

ードする必要はありません。WebLogicには、専用の JDKが同梱されています。ただし、JAVA_HOME
システム環境変数を設定し、WebLogicが使用する JDKのインストール場所のフルパス名に値を設定

する必要があります。 
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Solarisまたは Linuxの WebLogicに Real-Time Decision Serverをインストールする場合は、JDKを個別に

ダウンロードする必要はありません。WebLogicには、専用の JDKが同梱されています。ただし、

Oracle RTDクライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストール

するWindowsコンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールする必要があります。 

HP-UX の WebLogicに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、Oracle RTDをインストール

する前に、HP-UX JDK 5.0.05をインストールする必要があります。その後で、Oracle RTDクライアン

ト・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストールする Windowsコンピュー

タに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールします。  

AIX ベースのシステムベースのシステムベースのシステムベースのシステムの WebLogicに Real-Time Decision Server をインストールする場合は、Oracle RTD
をインストールする前に、IBM Java 5 SR2 をインストールする必要があります。その後で、Oracle RTD
クライアント・ツール（Decision Studio、Load Generator、SDDBToolなど）をインストールする Windows
コンピュータに、Sun JDKバージョン 1.5.0.8以降をインストールします。  

注意注意注意注意: UNIXシステムに WebLogicをインストールする場合

は、次に示すように、PATHオペレーティング・システム環境変数

の先頭に、 適切な JDKの binディレクトリを追加する必要があり

ます。 

PATH=JAVA_HOME/bin:$PATH 
export PATH 

 

1.4 アプリケーション・サーバーのインストールアプリケーション・サーバーのインストールアプリケーション・サーバーのインストールアプリケーション・サーバーのインストール 
Real-Time Decision Server は、OC4J（Oracle Application Server のコンポーネント）、WebSphere、WebLogic
の各アプリケーション・サーバーで実行されます。サポートされるアプリケーション・サーバー

のバージョンの詳細は、『System Requirements and Supported Platforms for Oracle Real-Time Decisions』を

参照してください。 

1.4.1 Oracle RTD 用の用の用の用の OC4J のインストールのインストールのインストールのインストール 

スタンドアロン・バージョンの OC4Jと Oracle Application Server に同梱されたバージョンの OC4Jの
どちらでもインストールできます。スタンドアロン・バージョンの OC4Jには、インストーラの付

属しない小さなパッケージに、シングル・サーバーが用意されています。Oracle Application Server
に同梱されたバージョンの OC4Jでは、フルスイートなインストーラが付属し、J2EEクラスタリン

グがサポートされます。 

1.4.1.1 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4 のインストールのインストールのインストールのインストール 

1 Real-Time Decision Server を実行するコンピュータに、スタンドアロン OC4Jをイ

ンストールします。スタンドアロン OC4Jのインストールの詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE構成および管理ガイド』を参照してください。  
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注意注意注意注意: このドキュメントでは、スタンドアロン OC4Jインスタンスのインストール先

ディレクトリを OC4J_HOME と記述しています。たとえば、スタンドアロン OC4Jファ

イルを C:¥Program Files に解凍した場合、OC4J_HOMEは C:¥Program 
Files¥OC4Jになります。 

2 ファイル OC4J_HOME¥bin¥oc4j.cmd（UNIXの場合は OC4J_HOME/bin/ 
oc4j）のバックアップ・コピーを作成します。 

3 OC4J_HOME¥bin¥oc4j.cmd（UNIXの場合は OC4J_HOME/bin/oc4j）を開い

て編集します。ファイルの先頭に、次の行を追加します。 

set ORACLE_HOME=your_OC4J_HOME 

次に例を示します。 

set ORACLE_HOME=C:¥OracleBI¥OC4J 

保存してファイルを閉じます。 

4 oc4jスクリプトを使用して OC4Jを起動します。これを行うには、コマンド・

プロンプトを開き、OC4J_HOME¥bin（UNIXの場合は OC4J_HOME/bin）に移

動して oc4j -startと入力します。 

5 要求されたら、新しいパスワードを入力および確認します。このパスワード

は、OC4Jインスタンスの管理アカウントである oc4jadminアカウントのパ

スワードとなります。このパスワード入力が必要なのは OC4Jの初回起動時の

みで、以降の OC4J起動時には入力は不要です。 

6 oc4jスクリプトを使用して OC4Jを停止します。これを行うには、コマンド・

プロンプトを開き、OC4J_HOME¥bin（UNIXの場合は OC4J_HOME/bin）に移

動して次のコマンドを発行します。OC4Jが使用する ORMIポート（デフォルト

では 23791）と、oc4jadmin アカウントのパスワードを入力する必要があり

ます。 

oc4j -shutdown -port oc4jOrmiPort -password oc4jadmin_password 

次に例を示します。 

oc4j -shutdown -port 23791 -password mypwd 

1.4.1.2 Oracle Application Server のインストールのインストールのインストールのインストール 

Real-Time Decision Serverを実行するコンピュータに、Oracle Application Serverをインストールします。

Oracle Application Server のインストールの詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガ

イドを参照してください。 

注意注意注意注意: このドキュメントでは、Oracle Application Server のインストール先ディレクトリを

ORACLE_AS_HOMEと記述しています。たとえば、Oracle Application ServerをC:¥Oracleにインスト

ールした場合、ORACLE_AS_HOMEは C:¥Oracle¥10.1.3.1¥OracleAS_1 のようになります。 
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1.4.2 Oracle RTD 用の用の用の用の WebSphere のインストールのインストールのインストールのインストール 

1  Real-Time Decision Server を実行するコンピュータに、WebSphereをインストー

ルします。WebSphereのインストールの詳細は、WebSphereのドキュメントを

参照してください。インストール時には、ローカル・コンピュータに管理ユー

ザーとしてログインする必要があります。 

注意注意注意注意: このドキュメントでは、WebSphereのインストール先ディレクトリを

WEBSPHERE_HOMEと記述しています。たとえば、Windowsでは、デフォルトの

WEBSPHERE_HOMEは C:¥Program Files¥IBM¥WebSphereです。 

2 WebSphereのインストールを V6.1.0 Fix Pack 3 に更新します。必要な更新ファイ

ルは、http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?rs=180&uid=swg24013830 でダウン

ロードできます。  

Linux以外のすべてのプラットフォームでは、AppServer と Java SDK 両方のコンポーネ

ントに対する更新をインストールする必要があります。Linux プラットフォームでは、

AppServer コンポーネントに対する更新のみをインストールし、Java SDK に対する更

新はインストールしないでください。Linuxに Java SDK の更新をインストールした場

合、WebSphereサーバーが起動しないことがあります。 

1.4.3 Oracle RTD 用の用の用の用の WebLogic のインストールのインストールのインストールのインストール 

1 UNIXに WebLogicをインストールする場合は、PATHオペレーティング・システ

ム変数の先頭に、適切な JDKの JAVA_HOME/binディレクトリを追加する必要

があります。WebLogicに対する JDKの要件の詳細は、第1.3.4項「WebLogicへの

インストール」を参照してください。 

2  Real-Time Decision Server を実行するコンピュータに、WebLogicをインストール

します。WebLogicのインストールの詳細は、WebLogic のドキュメントを参照し

てください。 

注意注意注意注意: このドキュメントでは、WebLogicのインストール先ディレクトリを BEA_HOME
と記述しています。たとえば、WebLogicを C:¥にインストールした場合、BEA_HOME
は C:¥beaのようになります。 

3 WebLogicを Windowsにインストールした場合は、Oracle RTD用に使用する

WebLogicドメインを設定するときに、Configuration Wizardの「Configure Server Start 
Mode and JDK」画面で「Sun SDK」を選択する必要があります。「JRockit SDK」
は選択しないでください。 

WebLogicドメインの作成の詳細は、WebLogicのドキュメントを参照してください。

WebLogicに対する JDKの要件の詳細は、第1.3.4項「WebLogicへのインストール」を参

照してください。 

4 既存の WebLogicドメインを Oracle RTD用に使用する場合、それが不適切な JDK
をポイントしているときは、正しい JDKが使用されるように WebLogicの構成

を変更する必要があります。 
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1.5 インストール前のその他のタスクインストール前のその他のタスクインストール前のその他のタスクインストール前のその他のタスク 
Oracle RTDのインストールを開始する前に、開いているアプリケーションをすべて終了する必要が

あります。特に、Oracle RTDのデフォルトのポートであるポート 8080を使用するアプリケーショ

ンとプロセスは、すべて停止してください。  

また、Google Desktopなど、リアルタイムに索引付けを行うソフトウェアが実行されている場合は、

Oracle RTDのインストールを開始する前にすべて停止してください。Real-Time Decision Server を実行

中のコンピュータでリアルタイムの索引付けソフトウェアが実行されていると、Oracle RTDのパ

フォーマンスが低下する可能性があります。 
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2 Real-Time Decision Server のインストールのインストールのインストールのインストール  
Real-Time Decision Server は、インストールしたアプリケーション・サーバーが常駐するコンピュー

タにインストールする必要があります。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 2.1 Oracle Real-Time Decisions のファイルのインストール 

� 2.2 Oracle RTD Databaseの作成と初期化 

� 2.3 CrossSellサンプル・データの移入（オプション） 

� 2.4 Oracle Real-Time Decisions での SSLの使用 

 

2.1 Oracle Real-Time Decisions のファイルのインストールのファイルのインストールのファイルのインストールのファイルのインストール 
Real-Time Decision Server は、Windowsと UNIXのどちらでも実行できます。Decision Studio、Load 
Generator、SDDBToolなど、Oracle RTDクライアント・ツールは、Windowsでのみ実行できます。 

2.1.1 単一の単一の単一の単一の Windows コンピュータへのコンピュータへのコンピュータへのコンピュータへの Oracle RTD のインストールのインストールのインストールのインストール 

単一の Windowsコンピュータに Oracle RTDのコンポーネントをすべてインストールするには、次の

手順を実行します。 

1 Oracle RTDのファイルをインストールするディレクトリに、適切な Oracle RTD
アーカイブ・ファイルを解凍します。使用しているオペレーティング・シス

テムとアプリケーション・サーバー・タイプに対応したアーカイブ・ファイ

ルを、間違いなく選択してください。  

Oracle RTDのインストール DVDでは、Oracle RTDアーカイブ・ファイルには、オペレー

ティング・システム・プラットフォームとアプリケーション・サーバー・タイプに応

じて、異なった名前が付いています。たとえば、Windowsの WebLogic用の Oracle RTD
アーカイブ・ファイルの名前は rtd_2.2_WL_win.zip です。 

ファイルを展開すると、OracleBI¥RTD というディレクトリが作成され、Oracle RTD
のファイルがすべてそこに格納されます。このディレクトリが RTD_HOME になります。 

2 WebLogicを使用している場合、Oracle RTDアプリケーションの.earファイル

は、先に展開しておかないと、WebLogicアプリケーション・サーバーにデプ

ロイできません。これを行うには、次の手順を実行します。 

a. RTD_HOME¥packageに移動して、RTD.earファイルの内容の格納に使用

するディレクトリを expandedという名前で作成します。 

b. WinZipを使用して、RTD_HOME¥package¥expandedディレクトリに

RTD_HOME¥package¥RTD.earファイルを展開します。 
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2.1.2 UNIX へのへのへのへの Real-Time Decision Server のインストールのインストールのインストールのインストール 

Real-Time Decision Server を UNIXコンピュータにインストールし、Oracle RTDのコンポーネントを

Windowsコンピュータにインストールするには、次の手順を実行します。 

1 UNIXに Real-Time Decision Server をインストールするには、cpioを使用して、

Real-Time Decision Server のファイルをインストールする UNIXコンピュータの

ディレクトリに、適切なアーカイブ・ファイルを展開します。使用しているオ

ペレーティング・システムとアプリケーション・サーバー・タイプに対応し

たアーカイブ・ファイルを、間違いなく選択してください。 

Oracle RTDのインストール DVDでは、Oracle RTDアーカイブ・ファイルには、オペレー

ティング・システム・プラットフォームとアプリケーション・サーバー・タイプに応

じて、異なった名前が付いています。たとえば、UNIXの WebSphere用の Oracle RTDアー

カイブ・ファイルの名前は rtd_2.2_WAS_unix.cpio です。 

ファイルを展開すると、OracleBI/RTD というディレクトリが作成され、Real-Time 
Decision Server のファイルがすべてそこに格納されます。このディレクトリが、UNIXコ

ンピュータの RTD_HOMEになります。 

2 WebLogicを使用している場合、Oracle RTDアプリケーションの.earファイル

は、先に展開しておかないと、WebLogicアプリケーション・サーバーにデプロ

イできません。これを行うには，次の手順を実行します。 

a. RTD_HOME/packageに移動して、RTD.earファイルの内容の格納に使用

するディレクトリを expandedという名前で作成します。 

b. jarユーティリティを使用して、RTD_HOME/package/expandedディ

レクトリに RTD_HOME/package/RTD.ear ファイルを展開します。 

3 WindowsにOracle RTDクライアント・ツールをインストールするには、Oracle RTD
クライアント・ツールをインストールするディレクトリに、適切な Oracle RTD
アーカイブ・ファイルを解凍します。使用しているオペレーティング・シス

テムとアプリケーション・サーバー・タイプに対応したアーカイブ・ファイ

ルを、間違いなく選択してください。 

Oracle RTDのインストール DVDでは、Oracle RTDアーカイブ・ファイルには、オペレー

ティング・システム・プラットフォームとアプリケーション・サーバー・タイプに応

じて、異なった名前が付いています。たとえば、Windowsの OC4J（および Oracle Application 
Server）用の Oracle RTDアーカイブ・ファイルの名前は RTD_win_oc4j_2.2.zip で

す。 

ファイルを展開すると、OracleBI¥RTD というディレクトリが作成され、Oracle RTD
のファイルがすべてそこに格納されます。このディレクトリが、Windowsコンピュー

タの RTD_HOMEになります。 

2.1.3 Oracle RTD のランタイム環境についてのランタイム環境についてのランタイム環境についてのランタイム環境について 

このドキュメントでは、RTD_HOMEは、Oracle RTDのファイルがインストールされたディレクトリ

を表します。ディレクトリ構造は Oracle RTDのファイルの展開時に作成されるため、このパスの

最後の部分は必ず OracleBI/RTDになります。たとえば、Windowsの C:¥に RTDファイルを展開

した場合、RTD_HOMEは C:¥OracleBI¥RTD になります。 
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Oracle RTDのログの表示など、Oracle RTD の一部の管理タスクでは、RTD_RUNTIME_HOMEの場所の

指定が必要になります。RTD_RUNTIME_HOMEの場所は、使用するアプリケーション・サーバーに

よって異なります。 

� スタンドアロン OC4Jを使用する場合、RTD_RUNTIME_HOMEは OC4J_HOME/j2ee/home/ 
applications/OracleRTD です。 

� Oracle Application Server を使用する場合、RTD_RUNTIME_HOMEは ORACLE_AS_HOME/j2ee/ 
oc4j_instance/applications/OracleRTD です。 

注意注意注意注意: oc4j_instanceという値は、Oracle RTDがデプロイされている特定の OC4Jインスタン

スを表します。たとえば、Oracle RTDがデフォルトの OC4Jインスタンスにデプロイされてい

る場合、このパスは ORACLE_AS_HOME/j2ee/home/config/default-web-site.xml にな

ります。 

� WebSphereを使用する場合、RTD_RUNTIME_HOMEは WEBSPHERE_HOME/AppServer/ 
profiles/profile_name/installedApps/cell_name/OracleRTD.earです。 

� WebLogicを使用する場合、RTD_RUNTIME_HOMEは RTD.earファイルの内容を格納するディレ

クトリです。たとえば、WebLogicを使用していて RTD_HOME が C:¥OracleBI¥RTDの場合、

RTD_RUNTIME_HOMEは C:¥OracleBI¥RTD¥package¥expanded です。  

 

2.2 Oracle RTD Database の作成と初期化の作成と初期化の作成と初期化の作成と初期化 
Oracle RTDのファイルのインストールが完了したら、Oracle RTD Databaseを作成および初期化する

必要があります。  

Oracle RTDには、管理ユーザーとランタイム・ユーザーという 2種類のデータベース・ユーザーが

必要です。管理ユーザーは、テーブルおよびストアド・プロシージャを作成できる必要があり、

Oracle RTDの初回構成時にデータベースを初期化するときにのみ使用されます。Oracle RTDの実行

時に管理ユーザーが使用されることはありません。データベースのランタイム・ユーザーは、実

行時に Oracle RTDによって、データベースの情報へのアクセスに使用されます。 

この後の各項では、データベースの作成についてデータベース・タイプ別に説明し、さらに Oracle 
RTD Databaseの初期化について説明します。 

2.2.1 データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成: Microsoft SQL Server 

SQL Server のインストール後に、SQL Server Enterprise Manager を使用して、新しいデータベースを作

成します。 

Oracle RTD Databaseとして SQL Server を使用するには、管理ユーザーとランタイム・ユーザーとい

う 2種類のデータベース・ユーザーを、このデータベースに割り当てる必要があります。管理ユー

ザーには、サーバー・ロールの System Administratorが必要です。ランタイム・ユーザーに

は、データベース・ロールの db_ddladmin、db_readerおよび db_writerが必要です。デー

タベースの作成およびユーザーの割当ての詳細は、Microsoft SQL Server のドキュメントを参照して

ください。  
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SDDBToolの実行を計画しているコンピュータには、SQL Server Client Toolsをインストールする必要

があります。SDDBToolの詳細は、第2.2.4項を参照してください。 

2.2.2 データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成: Oracle Database  

Oracle RTD Databaseとして Oracle Databaseを使用するには、ネット・サービス名と、有効なユーザー

名およびパスワードを指定する必要があります。ネット・サービスの設定方法の詳細は、Oracle 
Databaseのドキュメントを参照してください。 

Oracle Databaseの場合は、管理ユーザーとランタイム・ユーザーを同じユーザーにする必要があり

ます。このユーザーには、データベース・ロールの Connectおよび Resource が必要です。

Resource ロールは、データベースの初期化後に取り消すことができます。Resource ロールを

取り消す場合は、ランタイム・ユーザー用の表領域の割当て制限を、データベースのポリシーに

応じて適切なレベルに設定するか unlimited に設定します。 

SDDBToolの実行を計画しているコンピュータには、Oracle Administrator Clientをインストールする必

要があります。SDDBToolの詳細は、第2.2.4項を参照してください。 

2.2.3 データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成: IBM DB2 

DB2 Server のインストール後に、DB2 Control Center を使用して、新しいデータベースを作成します。

このデータベースのコード・セットは、UTF-8に設定する必要があります。 

Oracle RTD Databaseとして DB2を使用するには、管理ユーザーとランタイム・ユーザーという 2種
類のデータベース・ユーザーを指定する必要があります。管理ユーザーには、作成したデータベー

スに対する Database Administrator 権限が必要です。ランタイム・ユーザーには、Connect 
to database 権限が必要です。 

データベースおよびユーザーの作成の詳細は、DB2のドキュメントを参照してください。  

SDDBToolの実行を計画しているコンピュータには、DB2 Administrative Clientをインストールする必要

があります。SDDBToolの詳細は、次の項を参照してください。 

2.2.4 SDDBTool によるによるによるによる Oracle RTD Database の初期化の初期化の初期化の初期化 

Oracle RTD Windowsクライアントのアプリケーション SDDBToolを使用して、Oracle RTD Databaseを初

期化します。SDDBToolを使用してデータベースを初期化する前に、Real-Time Decision Server が実行

中でないことを確認してください。 

SDDBToolを使用して Oracle RTD Databaseを初期化するには、次の手順を実行します。 

1 データベース・サーバーが実行中であることを確認します。 

2 Oracle RTD Databaseとして Oracle Databaseを使用している場合は、Oracle RTDク

ライアント・ツールをインストールしたコンピュータで、ファイル

RTD_HOME¥scripts¥sql¥Oracle¥SDTablespaceMap.txt を編集します。

このファイルによって、Oracle表領域への Real-Time Decision Server のテーブル

の割当てを制御できます。詳細は、ファイルに記載されている指示を参照し

てください。ファイルを編集したら、ファイルを保存して閉じます。 
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3 Oracle RTDクライアント・ツールをインストールしたコンピュータで、

RTD_HOME¥scripts¥SDDBTool.cmdを実行して SDDBToolを起動します。次

にデータベースのタイプを選択します。  

4 次のデータベース設定を入力します。 

� データベースのホスト 

� データベースのポート 

� データベース名（Oracle Databaseの場合は、データベース名でなく SIDを入力しま

す） 

� データベースのランタイム・ユーザー 

� データベースの管理ユーザー 

� データベースの管理ユーザーのパスワード 

注意注意注意注意: ここで指定するデータベースの管理ユーザーには、

データベースに対してテーブルおよびストアド・プロシージャを

作成する権限が必要です。ランタイム・ユーザーは、実行時にシ

ステム・データへのアクセスに使用します。 

Oracle Databaseの場合は、データベースのランタイム・ユーザー

と管理ユーザーは同じユーザーになります。  

5 「Next」をクリックします。 

6 「Initialize」または「Upgrade」を選択します。「Initialize」を選択すると、Oracle 
RTDの実行に必要なデータおよびデータソースが作成されます。「Upgrade」
を選択すると、以前のバージョンから現行バージョンにアップグレードされ

ます。 

Oracle RTD Databaseに Oracle Databaseを使用しているときに、サンプルの CrossSell インライン・サー

ビスを使用する予定がない場合は、データベースの初期化の完了後に、データベース・ユーザー

から Resourceロールを取り消すことができます。サンプルの CrossSellインライン・サービスの

詳細は、次の項を参照してください。 

 

2.3 CrossSell サンプル・データの移入（オプション）サンプル・データの移入（オプション）サンプル・データの移入（オプション）サンプル・データの移入（オプション） 
Oracle RTDには、CrossSell というサンプルのインライン・サービスが付属しています。このサンプ

ル・インライン・サービスを使用するには、Oracle RTD Databaseに CrossSellCustomers と

CrossSellResponses という 2つのテーブルを作成して、データを移入する必要があります。こ

れを行うには、Oracle RTDクライアント・ツールをインストールした Windowsコンピュータで、ス

クリプト InitAppDBを実行します。InitAppDBは、サンプル・インライン・サービスと同じ場

所にあります。コマンド・プロンプトを使用して、データベースのタイプに該当するスクリプト

を実行します。 

� Oracle RTD Databaseに SQL Server を使用している場合は、

RTD_HOME¥examples¥CrossSell¥etc¥data¥SQLServer¥InitAppDBを実行します。 
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� Oracle RTD Databaseに Oracle Databaseを使用している場合は、

RTD_HOME¥examples¥CrossSell¥etc¥data¥Oracle¥InitAppDBを実行します。 

� Oracle RTD Databaseに DB2を使用している場合は、

RTD_HOME¥examples¥CrossSell¥etc¥data¥DB2¥InitAppDBを実行します。 

このスクリプトには、次のパラメータが必要です。 

InitAppDB RTD_HOME db_host db_port db_name db_runtime_user 
db_admin_user db_admin_password 

各パラメータの内容は次のとおりです。 

RTD_HOMEは、Oracle RTDのファイルがインストールされているディレクトリのフルパスです。 

db_hostは、データベース・サーバーをホスティングするコンピュータの名前です。 

db_portは、データベースのポート番号です。 

db_nameはデータベースの名前です。Oracle Databaseの場合は SIDです。 

db_runtime_user は、システムのランタイム・ユーザーのユーザー名です。 

db_admin_user は、データベースに対してテーブルおよびストアド・プロシージャを作成す

る権限を持つユーザーの名前です。 

db_admin_passwordは、管理ユーザーのパスワードです。 

注意注意注意注意:  Oracle Databaseの場合は、db_runtime_userと db_admin_user は同じユーザーになりま

す。  

Oracle Databaseを Oracle RTD Databaseに使用する場合は、InitAppDB スクリプトの実行後に、デー

タベース・ユーザーから Resourceロールを取り消すことができます。 

 

2.4 Oracle Real-Time Decisions でのでのでのでの SSL の使用の使用の使用の使用 
Oracle RTDへのクライアント接続に SSLを使用し（推奨）、そこで Oracle RTDのデフォルトのキー

ストアおよびトラストストアを使用する場合は、キーストアとトラストストアのパスワードを最

初に変更する必要があります。これを行うには，次の手順を実行します。 

1 次の keytoolコマンドを実行して、キーストアのパスワードを変更します。 
JAVA_HOME/bin/keytool –storepasswd –new new_password –keystore 
RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。

new_password の箇所には、Oracle RTDのキーストアに使用する新しいパスワードを指

定します。 

キーストアの既存のパスワードが要求されたら、tc-sslと入力します。 
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2 次の keytoolコマンドを実行して、トラストストアのパスワードを変更しま

す。 

JAVA_HOME/bin/keytool –storepasswd –new new_password –keystore 
RTD_HOME/etc/ssl/sdtrust.store 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。

new_password の箇所には、Oracle RTDのトラストストアに使用する新しいパスワード

を指定します。 

トラストストアの既存のパスワードが要求されたら、tc-sslと入力します。 

3 次の keytoolコマンドを実行して、サーバーの秘密鍵のパスワードを変更し

ます。 

JAVA_HOME/bin/keytool -keypasswd -alias tc-ssl -keypass tc-ssl  
-new new_password -keystore RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。

new_password の箇所には、サーバーの秘密鍵に使用するパスワードを指定します。 

キーストアのパスワードが要求されたら、手順 1で指定したキーストアのパスワード

を入力します。 
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3 Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の OC4J の構成の構成の構成の構成 
Oracle RTD は、Oracle Application Server の Oracle Containers for J2EE（OC4J）コンポーネントで実行され

ます。スタンドアロン・バージョンの OC4Jと Oracle Application Server に同梱されたバージョンの

OC4Jのどちらでも使用できます。 

Oracle RTDは、UNIXと Windowsどちらのプラットフォームの OC4Jでもサポートされます。次の手

順では、OC4Jに Real-Time Decision Server をインストールする方法について説明します。 

注意注意注意注意: Real-Time Decision Server は UNIXでも Windowsでも実行

されますが、Oracle RTDクライアント・ツールは、Windowsプラッ

トフォームでしか実行できません。  

この章の内容は次のとおりです。 

� 3.1 サーバー・プロパティの構成 

� 3.2 Oracle RTD Databaseの JDBCプロバイダの作成 

� 3.3 OC4Jへの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのインストール 

� 3.4 Oracle Real-Time Decisions の起動 

� 3.5 OC4Jからの Oracle Real-Time Decisions アプリケーションのアンインストール 

� 3.6 Real-Time Decision Server の SSLの構成（推奨） 

� 3.7 OC4Jに対する JConsole の設定 

� 3.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更 

 

3.1 サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成 
この後の項の手順を実行して、Oracle RTDに対して OC4Jを構成します。作業を開始する前に、OC4J
が稼動していないことを確認してください。 

3.1.1 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成 

1 使用しているオペレーティング・システムに対応する手順を実行します。 

a. Windows の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME¥bin¥oc4j.cmd を探し、それを開

いて編集します。:oc4j 行の後に、次の 4行を新しく挿入します。

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号として使用する値を入力

します（例、12345）。 
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set JVMARGS=%JVMARGS% -Dcom.sun.management.jmxremote=true 
set JVMARGS=%JVMARGS% 
-Dcom.sun.management.jmxremote.port=jmx_remote_port 
set JVMARGS=%JVMARGS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 
set JVMARGS=%JVMARGS% -Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false 

保存してファイルを閉じます。 

ヒントヒントヒントヒント: メモリー不足のようなエラーを減らすには、この時点で JVMメモリーを

増やしておきます。これを行うには、oc4j.cmdファイルに次のような行を追加

します。 

set JVMARGS=%OC4J_JVM_ARGS% -Xms512M -Xmx1024M 

b. UNIX の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME/bin/oc4j を探し、それを開いて編集

します。echo "Starting OC4J from $J2EE_HOME ..."行の後に、

次の 4行を新しく挿入します。jmx_remote_port には、JConsoleのポー

ト番号として使用する値を入力します（例、12345）。 

JVMARGS=$JVMARGS -Dcom.sun.management.jmxremote=true 
JVMARGS=$JVMARGS -Dcom.sun.management.jmxremote. 
port=jmx_remote_port 
JVMARGS=$JVMARGS -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 
JVMARGS=$JVMARGS -Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false 

AIX ベースのシステムに OC4J をインストールした場合は、次の行も追加します。 

JVMARGS=$JVMARGS -Djava.net.preferIPv4Stack=true 

保存してファイルを閉じます。 

注意注意注意注意: この手順を実行するには、OC4J_HOME/bin/oc4jファイルに対する実行権

限の付与が必要になる場合があります。 

ヒントヒントヒントヒント: メモリー不足のようなエラーを減らすには、この時点で JVMメモリーを

増やしておきます。これを行うには、oc4jファイルに次のような行を追加します。 

OC4J_JVM_ARGS=$OC4J_JVM_ARGS -Xms512M -Xmx1024M 

2 ファイルOC4J_HOME/j2ee/home/config/default-web-site.xmlを探し、

その名前をrtd-web-site.xmlに変更して同じ場所にコピーします。名前変

更後のファイルの内容を次のように変更します。 

<web-site>タグで、port属性を 8080に設定します。 

<web-site>タグで、display-name属性を OC4J 10g (10.1.3) RTD Web Site
に設定します。 

<web-app>タグをすべて削除します。 

<access-log>タグで、path属性を../log/rtd-web-access.logに設定しま

す。 
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次に例を示します。 

<?xml version="1.0"?> 
<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema
/web-site-10_0.xsd"  port="8080" display-name="OC4J 10g (10.1.3) RTD Web 
Site" schema-major-version="10" schema-minor-version="0" > 
<default-web-app application="default" name="defaultWebApp" 
root="/j2ee" /> 
<access-log path="../log/rtd-web-access.log" split="day" /> 
</web-site> 

保存してファイルを閉じます。 

3 ファイル OC4J_HOME/j2ee/home/config/server.xmlを探し、それを開

いて編集します。<web-site default="true" 
path="./default-web-site.xml" />の後に、次の行を追加します。 

<web-site path="./rtd-web-site.xml" /> 

保存してファイルを閉じます。 

4  Oracle RTD Databaseに SQL Server と DB2のいずれかを使用する場合は、次のよ

うにして、データベースの JDBC jar ファイルを OC4Jの applibディレクトリ

にコピーします。 

a. SQL Server の場合の場合の場合の場合: ディレクトリ RTD_HOME/lib/jdbc/にあるファイル

sqljdbc.jar を、ディレクトリ OC4J_HOME/j2ee/home/applib にコ

ピーします。 

b. DB2 の場合の場合の場合の場合: RTD_HOME/lib/jdbc/にあるファイル db2jcc.jarおよび

db2jcc_license_cu.jar を、ディレクトリ

OC4J_HOME/j2ee/home/applibにコピーします。 
3.1.2 Oracle Application Server のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成のサーバー・プロパティの構成 

1 ファイル ORACLE_AS_HOME/opmn/conf/opmn.xmlを探し、それを開いて

編集します。default_group、oc4j_instance（たとえば home）、

start-parametersの各タグの下にある、java-options タグの value属

性の最後に次の行を追加します。 

-Dcom.sun.management.jmxremote=true -Dcom.sun.management.jmxremote. 
port=jmx_remote_port -Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate= 
false -Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false 

これらのテキストは必ず 1行で入力してください。このドキュメントからテキストを

コピーする場合は、改行があったらすべて削除します。jmx_remote_portには、

JConsoleのポート番号として使用する値を入力します（例、12345）。  
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次に例を示します。 

<ias-component id="default_group"> 
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled"> 
    <module-data> 
      <category id="start-parameters"> 
        <data id="java-options" value="...-Dcom.sun.management. 
jmxremote=true -Dcom.sun.management.jmxremote.port=12345 -Dcom.sun. 
management.jmxremote.authenticate=false -Dcom.sun.management. 
jmxremote.ssl=false "/> 

注意注意注意注意: 前述の例では、 –Dcom.sun.management.jmxremote=true の前に表示され

る...は、この例では紹介しないその他の Javaオプションのパラメータを表します。 

AIXベースのシステムに Oracle Application Server をインストールした場合は、次の Java
オプションも追加します。 

-Djava.net.preferIPv4Stack=true 

注意注意注意注意: この Javaオプションと前述のオプションの間には、必ず空白を挿入してください。 

保存してファイルを閉じます。  

2 ファイル ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/config/ 
default-web-site.xmlを探し、その名前をrtd-web-site.xmlに変更し

て同じ場所にコピーします。   

注意注意注意注意: oc4j_instanceという値は、Oracle RTDをデプロイする予定の特定の OC4J イ
ンスタンスを表します。たとえば、Oracle RTD をデフォルトの OC4Jインスタンスにデ

プロイする予定の場合、このパスは

ORACLE_AS_HOME/j2ee/home/config/default-web-site.xml になります。 

3 名前変更したファイルの内容を次のように変更します。 

<web-site>タグで、port属性を 8080に設定します。 

<web-site>タグで、display-name属性を OC4J 10g (10.1.3) RTD Web Site
に設定します。 

<web-app>タグをすべて削除します。 

<access-log>タグで、path属性を../log/rtd-web-access.logに設定しま

す。 

次に例を示します。 

<?xml version="1.0"?> 
<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema
/web-site-10_0.xsd"  port="8080" display-name="OC4J 10g (10.1.3) RTD Web 
Site" schema-major-version="10" schema-minor-version="0" > 
<default-web-app application="default" name="defaultWebApp" 
root="/j2ee" /> 
<access-log path="../log/rtd-web-access.log" split="day" /> 
</web-site> 

保存してファイルを閉じます。 
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4 ファイル ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/config/ 
server.xml を探し、それを開いて編集します。<web-site default= 
"true" path="./default-web-site.xml" />の後に、次の行を追加しま

す。 

<web-site path="./rtd-web-site.xml" /> 

保存してファイルを閉じます。 

5  Oracle RTD Databaseに SQL Server と DB2のいずれかを使用する場合は、次のよ

うにして、データベースの JDBC jar ファイルを OC4Jの applibディレクトリ

にコピーします。 

a. SQL Server の場合の場合の場合の場合: ディレクトリ RTD_HOME/lib/jdbc/にあるファイル

sqljdbc.jar を、ディレクトリ

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applibにコピーします。 

b. DB2 の場合の場合の場合の場合: RTD_HOME/lib/jdbc/にあるファイル db2jcc.jarおよび

db2jcc_license_cu.jar を、ディレクトリ

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applibにコピーします。 

 

3.2 Oracle RTD Database のののの JDBC プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成 
Application Server Controlという OC4Jの管理コンソールを使用して、Oracle RTD Databaseに JDBCプロ

バイダを作成します。Application Server Controlの使用方法の詳細は、OC4Jのドキュメントを参照し

てください。  

先に進む前に、OC4Jが稼動していないことを確認してください。 

1 OC4Jサーバーを起動します。スタンドアロン・バージョンの OC4Jを使用し

ている場合は、コマンド・プロンプトを開き、OC4J_HOME/binに移動して、

コマンド oc4j –startを実行します。OC4Jを Oracle Application Server の一部と

して使用している場合は、opmnctlを使用して OC4Jを管理します。詳細は、

『Oracle Containers for J2EE構成および管理ガイド』を参照してください。 

2 oc4jadminユーザーとして Application Server Controlにログインします。

Application Server Controlには、http://oc4j_host:port/emからアクセスで

きます。OC4Jのスタンドアロン・バージョンでは、通常、ポート番号は 8888
です。 

3 「管理管理管理管理」タブに進み、「サービス」の下の「JDBC リソースリソースリソースリソース」タスクをクリッ

クします。「接続プール」の下の「作成作成作成作成」をクリックして、Oracle RTD Database
用の新しい接続プールを作成します。 

注意注意注意注意: OC4Jを Oracle Application Server の一部として使用している場合は、最初に「グルー

プ」の下の「ホームホームホームホーム」をクリックしてから、「管理管理管理管理」タブに進みます。 

4 「接続プールの作成 - アプリケーション」ページで、「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」

に「デフォルト」が選択され、「接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ」に「新規接続プール」

が選択されていることを確認します。「続行続行続行続行」をクリックします。 

5 「接続プールの作成」ページで、「名前名前名前名前」に「RTDConnectionPool」と入

力します。 
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6 「コネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラス」に、次のいずれかを入力します。 

� SQL Server の場合の場合の場合の場合: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 
� Oracle Database の場合の場合の場合の場合: oracle.jdbc.driver.OracleDriver 
� DB2 の場合の場合の場合の場合: com.ibm.db2.jcc.DB2Driver 
注意注意注意注意: Oracle RTD Databaseに Oracle Databaseを使用する場合は、「コネクション・ファコネクション・ファコネクション・ファコネクション・ファ

クトリ・クラスクトリ・クラスクトリ・クラスクトリ・クラス」に oracle.jdbc.driver.OracleDriverを入力する必要があり

ます。デフォルト値の oracle.jdbc.pool.OracleDataSourceは使用しないでく

ださい。 

7 「JDBC URL」に、次のいずれかを入力します。 

� SQL Server の場合の場合の場合の場合: 
jdbc:sqlserver://db_host:db_port;databaseName=db_name 

� Oracle Database の場合の場合の場合の場合: jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid 
� DB2 の場合の場合の場合の場合: jdbc:db2://db_host:db_port/db_name 

db_hostは Oracle RTD Databaseを実行するサーバーの名前、db_portはデータ

ベース・サーバーへの接続に使用するポート番号、db_nameは Oracle RTD Database
インスタンスの名前（rtdなど）、sidはサーバーで実行される Oracle Database
インスタンスを指定する Oracleシステム識別子です。 

8 「資格証明」の下の「ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」に、Oracle RTD Databaseインスタンスに対

してシステム管理権限を持つデータベース・ユーザーの名前を入力します。

次に、対応するパスワードを指定します。クリアテキスト形式のパスワード

を指定するか、または間接的パスワードを指定するかの詳細は、『Oracle 
Application Server Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照してください。 

9 「終了終了終了終了」をクリックします。 

10 「JDBCリソース」ページの「データソース」で、「作成作成作成作成」をクリックして新

しいデータソースを定義します。 

11 「データ・ソースの作成 - アプリケーションとタイプ」ページで、「アプリアプリアプリアプリ

ケーションケーションケーションケーション」に「デフォルト」が選択され、「データ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプ」に「マ

ネージド・データソース」が選択されていることを確認します。「続行続行続行続行」を

クリックします。 

12 「データ・ソースの作成 - 管理データ・ソース」ページで、「名前名前名前名前」に「RTD_DS」、
「JNDI ロケーションロケーションロケーションロケーション」に「jdbc/SDDS」をそれぞれ入力し、「接続プール接続プール接続プール接続プール」で

「RTDConnectionPool」を選択します。その他のオプションはデフォルトの

ままにします。「終了終了終了終了」をクリックします。 

13 「JDBCリソース」ページの「データソース」テーブルで、RTD_DS データソー

スについて「接続テスト接続テスト接続テスト接続テスト」をクリックします。次の手順に従って RTD_DSデー

タソースをテストします。 

a. Oracle RTD Databaseに Oracle Databaseを使用する場合は、デフォルトの設定

を維持したまま「テストテストテストテスト」をクリックします。 

b. Oracle RTD Databaseに SQL Server または DB2を使用する場合は、「SQL 文文文文」

を「select * from SDAPPS」に変更して、「テストテストテストテスト」をクリックしま

す。 
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接続が確立されなかった場合は、OC4Jを再起動してデータソースを再度テストします。

それでも接続に失敗する場合は、接続プールが正しく設定されているかどうか確認し

てください。 

 

3.3 OC4Jへのへのへのへの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのインスアプリケーションのインスアプリケーションのインスアプリケーションのインス

トールトールトールトール 
Application Server Controlを使用して、OC4Jに Oracle RTD をインストールします。作業を開始する前

に、OC4Jが起動していることを確認してください。 

1 oc4jadminユーザーとして Application Server Controlにログインします。

Application Server Controlには、http://oc4j_host:port/emからアクセスで

きます。 

2 OC4Jのホーム・ページで、「管理管理管理管理」タブをクリックします。  

注意注意注意注意: OC4Jを Oracle Application Server の一部として使用している場合は、最初に「グルー

プ」の下の「ホームホームホームホーム」をクリックしてから、「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」タブに進みます。 

3 「デプロイデプロイデプロイデプロイ」をクリックします。「デプロイ: アーカイブの選択」ページの「アー

カイブ」で、アーカイブのある場所を参照し RTD_HOME/package/RTD.ear
を指定します。次に、「デプロイ・プラン」で、「新規デプロイ・プランを新規デプロイ・プランを新規デプロイ・プランを新規デプロイ・プランを

自動的に作成します。自動的に作成します。自動的に作成します。自動的に作成します。」が選択されていることを確認し、「次へ次へ次へ次へ」をクリッ

クします。 

4 「デプロイ: アプリケーション属性」ページで、「アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名アプリケーション名」に

「OracleRTD」と入力し、「サイトへのサイトへのサイトへのサイトへの Web モジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインド」に

「rtd-web-site」を選択します。「次へ次へ次へ次へ」をクリックします。 

5 「デプロイ: デプロイ設定」ページで、「デプロイデプロイデプロイデプロイ」をクリックします。デプ

ロイが完了するまで、数分かかる場合があります。URLに
http://server_name:8080/uiを指定して Decision Center に進み、Oracle RTD
が実行中かどうかをチェックします。 

 

3.4 Oracle Real-Time Decisions の起動の起動の起動の起動 
OC4Jを起動すると、Oracle RTDが自動的に起動されます。OC4Jと無関係に Oracle RTDを起動する

には、Application Server Controlを次のように使用します。 

1 oc4jadminユーザーとして Application Server Controlにログインします。

Application Server Controlには、http://oc4j_host:port/emからアクセスで

きます。 

2 「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」タブに進みます。「アプリケーション」テーブルで、

「OracleRTD」を選択し、「起動起動起動起動」をクリックします。「ステータス」列の上

向きの緑の矢印は、アプリケーションが起動されていることを示します。 

注意注意注意注意: OC4Jを Oracle Application Server の一部として使用している場合は、最初に「グルー

プ」の下の「ホームホームホームホーム」をクリックしてから、「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」タブに進みます。 
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3.5 OC4Jからのからのからのからの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアンアンアンアン

インストールインストールインストールインストール 
Application Server Controlを使用して、OC4Jから Oracle RTDをアンインストールできます。作業を開

始する前に、OC4Jが起動していることを確認してください。 

1 oc4jadminユーザーとして Application Server Controlにログインします。

Application Server Controlには、http://oc4j_host:port/emからアクセスで

きます。  

2 「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」タブに進みます。「アプリケーション」テーブルで、

「OracleRTD」を選択し、「停止停止停止停止」をクリックします。「確認」ページで、「はははは

いいいい」をクリックします。「ステータス」列の下向きの赤の矢印は、アプリケー

ションが停止されていることを示します。 

注意注意注意注意: OC4Jを Oracle Application Server の一部として使用している場合は、最初に「グルー

プ」の下の「ホームホームホームホーム」をクリックしてから、「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」タブに進みます。 

3 「アンデプロイアンデプロイアンデプロイアンデプロイ」をクリックし、「アプリケーションのアンデプロイ」ペー

ジで「はいはいはいはい」をクリックします。 

この手順では、OC4Jから Oracle RTDがアンインストールされますが、オペレーティング・システ

ムから Oracle RTDのファイルが削除されるわけではありません。Oracle RTDのファイルは、手動で

削除する必要があります。 

 

3.6 Real-Time Decision Server のののの SSL の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨） 
この項に記述する手順に従って、Real-Time Decision Server へのすべてのクライアント接続に対して

SSLを設定します。作業を開始する前に、第2.4項の手順に従って、Oracle RTDのデフォルトのキー

ストアのパスワードを変更したことを確認します。  

注意注意注意注意: 独自のキーストアを使用する場合は、第2.4項の手順を実行する必要はありません。 

1 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、使用しているオペレーティング・シ

ステムに対応する手順を実行します。Oracle Application Server を使用する場合は、

手順 2に進みます。 

a. Windows の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME¥bin¥oc4j.cmd を探し、それを開

いて編集します。各%JAVA_HOME%¥bin¥java 行の前に、次の行を新しく

挿入します。 

cd %J2EE_HOME% 

b. UNIX の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME/bin/oc4j.sh を探し、それを開いて

編集します。各$JAVA_HOME/bin/java 行の前に、次の行を新しく挿入

します。 

cd $J2EE_HOME 

2 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、OC4J_HOME/jlibに移動します。

Oracle Application Server を使用する場合は、ORACLE_AS_HOME/jlibに移動し

ます。ファイル jssl-1_1.jar の名前を jssl-1_1.jar.notused に変更

します。 



   

インストレーションおよび管理ガイド 32 

3 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、OC4J_HOME/j2ee/home/config
に移動します。Oracle Application Server を使用する場合は、

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/configに移動します。ファイ

ル rtd-web-site.xml のコピーを作成し、コピーしたファイルの名前を

rtd-secure-web-site.xml に変更します。 

4 編集のために rtd-secure-web-site.xmlを開き、次のように変更します。 

a. <web-site>タグで、port属性を 8443に設定します。 

b. <web-site>タグに secure属性を追加して trueに設定します。secure
属性が存在している場合は trueに設定します。 

c. <web-site>タグで、display-name属性を OC4J 10g (10.1.3) RTD 
Secure Web Site に設定します。 

d. 各<web-app>タグに shared属性を追加して trueに設定します。

shared属性が存在している場合は trueに設定します。 

e. <access-log>タグで、path 属性

を../log/rtd-secure-web-access.log に設定します。 

f. </web-site>タグの直前に次の行を追加します。RTD_HOMEは、実際の

Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

<ssl-config keystore="RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore" 
keystore-password="your_keystore_password" 
needs-client-auth="false" />    

次に例を示します。 

<?xml version="1.0" ?> 
<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema
/web-site-10_0.xsd" port="8443" secure="true" display-name="OC4J 10g 
(10.1.3) Secure Default Web Site" schema-major-version="10" 
schema-minor-version="0" > 

<default-web-app application="default" name="defaultWebApp" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="ls" load-on-startup="true" 
root="/ls" shared="true" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="rtis" load-on-startup="true" 
root="/rtis" shared="true" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="soap" load-on-startup="true" 
root="/soap" shared="true" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="ui" load-on-startup="true" 
root="/ui" shared="true" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="schema" load-on-startup="true" 
root="/schema" shared="true" /> 
  <web-app application="OracleRTD" name="cactus" load-on-startup="true" 
root="/cactus" shared="true" /> 
  <access-log path="../log/rtd-secure-web-access.log" split="day" /> 
<ssl-config keystore="RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore" 
keystore-password="my_password" needs-client-auth="false" /> 
</web-site> 

Oracle RTDのデフォルトのキーストアではなく独自のキーストアを使用する場合は、

RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystoreの箇所に、独自のキーストアのパスを指

定します。 
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5 ファイル OC4J_HOME/j2ee/home/config/server.xmlを探し、それを開

いて編集します。行<web-site default="true" path="./ 
default-web-site.xml" />の後に、次の行を新しく挿入します。 

<web-site path="./rtd-secure-web-site.xml" /> 

6 OC4Jを再起動します。 

注意注意注意注意: 真にセキュアな環境を実現するには、通常の HTTP
ポートを無効にして、すべてのクライアント接続が SSLポートを

経由するように設定する必要もあります。これを行うには，次の

手順を実行します。 

1. JConsoleを使用して、「OracleRTD」→「SDPropertyManager」→「Misc 
MBean」を選択し、WebServerPort 属性を HTTPポートから SSLポー

トに変更します。次に、HTTPSEnabled 属性を trueに設定します。

詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

2. アプリケーション・サーバーのツールを使用して、Webサーバー

の HTTPポートを無効にします。詳細は、スタンドアロン OC4J
または Oracle Application Serverのドキュメントを参照してくださ

い。 

7 独自のキーストアおよびトラストストアを使用する場合は、次の追加手順を

実行して、Decision Studioおよび Load Generator に対して SSLを有効にします。

Oracle RTDのデフォルトのキーストアおよびトラストストアを使用する場合

は、この手順を実行する必要はありません。 

a. RTD_HOME¥eclipse¥eclipse.ini を開いて編集します。 

b. -Djava.net.ssl.trustStore="..¥etc¥ssl¥sdtrust.store"とい

う行を探します。 

c. ..¥etc¥ssl¥sdtruststore を、使用するトラストストア・ファイル

のフルパスに置き換えます。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

e. RTD_HOME¥scripts¥sdexec.cmdを開いて編集します。 

f. ファイルの下部にある、先頭が%SD_START%になっている行を探します。

ファイルの終わり近くにある、-Djavax.net.ssl.trustStore= 
"%SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtrust.store"という文字列を探します。 

g. %SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtruststoreを、使用するトラストストア・

ファイルのフルパスに置き換えます。 

h. ファイルを保存して閉じます。 

3.6.1 SSL 構成構成構成構成のテストのテストのテストのテスト 

SSLポートが正しく機能していることを確認するには、URLに
http://server_name:ssl_port/uiを指定してDecision Centerに進みます。SSLポートが正しく

機能している場合は、ブラウザにログイン画面「Welcome to Decision Center」が表示されます。 
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Webブラウザには、「Do you want to accept this certificate?」のようなメッセージが表示される場合もあ

ります。このメッセージが生成されるのは、Oracle RTD のデフォルトのキーストアに同梱されてい

る自己署名証明書について、ブラウザが認識していないことが理由です。この自己署名証明書は、

開発環境とテスト環境には適していますが、本番環境には使用しないことをお薦めします。 

本番環境では、自己署名証明書を、Verisignや Thawteのような信頼できる認証局（CA）が発行する

証明書に置き換えることをお薦めします。この証明書は、Sun社のキーツール・ユーティリティで

生成された証明書リクエストを CAに送信することによって発行されます。証明書リクエストの生

成、および CAからキーストアへの証明書のインポートの手順は、

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/tooldocs/solaris/keytool.html を参照してください。 

 

3.7 OC4J に対するに対するに対するに対する JConsole の設定の設定の設定の設定 
次の手順を実行して、JConsole管理ツールを設定します。作業を開始する前に、OC4Jが稼動して

いないことを確認してください。 

1 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、使用しているオペレーティング・シ

ステムに対応する手順を実行します。 

a. Windows の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME¥bin¥oc4j.cmd を探し、それを開

いて編集します。次の行を探します。 

set JVMARGS=%JVMARGS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 

この行の値を trueに変更します。保存してファイルを閉じます。 

b. UNIX の場合の場合の場合の場合: ファイル OC4J_HOME/bin/oc4j を探し、それを開いて編集

します。次の行を探します。 

JVMARGS=$JVMARGS :-Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 

この行の値を trueに変更します。保存してファイルを閉じます。 

2 Oracle Application Server を使用する場合は、ファイル ORACLE_AS_HOME/opmn/ 
conf/opmn.xml を探し、それを開いて編集します。文字列

-Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=falseを探し、そ

の値を trueに設定します。保存してファイルを閉じます。 

3 OC4Jが実行されているコンピュータで、JDKのインストール・ディレクトリ

を探します。OC4J によって使用されている JDK インストールに移動します。 

a. スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、ファイルJDK_HOME/jre/lib/ 
management/jmxremote.password.template のコピーを作成し、そ

の名前を jmxremote.passwordに変更します。JDKのインストール場所

がわからない場合は、オペレーティング・システム環境変数の JAVA_HOME
をチェックします。 

b. Oracle Application Server を使用する場合は、ファイル ORACLE_AS_HOME/ 
jdk/jre/lib/management/jmxremote.password.templateのコピ

ーを作成し、その名前を jmxremote.passwordに変更します。 
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注意注意注意注意: Oracle Application Server が AIXベースのシステムで実行されている場合は、第

1.3.2項で説明しているように、ダウンロードされているのは IBM Java 5 SR2 JDKで

す。この構成の場合は、ORACLE_AS_HOME ではなく、IBM Java 5 SR2のインストー

ル・ディレクトリに移動します。次に、jmx.remote.password.template ファ

イルにナビゲートします。 

4 jmxremote.password ファイルを開いて編集します。ファイルの末尾に進

み、次の 2行の前にある番号記号（#）を削除します。 

 
monitorRole QED 
controlRole R&D 
 

これらは、1行で 1組の資格証明を表しています。つまり、最初がユーザー名

で、その後がそれに対応するパスワードです。新しいユーザー名およびパス

ワードを、別の行に追加することもできます。デフォルトのユーザー名であ

る monitorRoleと controlRoleをそのまま使用する場合は、デフォルトの

パスワードを新しいパスワードに変更してください。 

デフォルトでは、ユーザー名 monitorRoleには JConsole MBeanの読取り権限のみが

付与され、ユーザー名 controlRole には JMX MBeanの完全な制御権限が付与されて

います。この後の手順では、これらのデフォルト権限の変更方法について説明します。 

5 資格証明ごとに権限を設定するには、同じディレクトリにある

jmxremote.accessファイルを開いて編集します。次に、キーワードの

readonlyおよび readwriteを使用して、資格証明ごとにアクセス・レベル

を指定します。次に例を示します。 

monitorRole readonly 
controlRole readwrite 

追加した新しい資格証明に対する権限は、必ず jmxremote.password ファイルに追

加してください。 

6 jmxremote.password ファイルには、パスワードがクリアテキスト形式で

含まれているため、このファイルに対するアクセス権限をファイル所有者に

制限する必要があります。これを行うには、次のようにしてアクセス権限を

変更します。 

a. Windows の場合の場合の場合の場合: 
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/security-windows.htmlに記載さ

れている手順に従います。 

b. UNIX の場合の場合の場合の場合: コマンド chmod 600 jmxremote.passwordを実行します。 

JConsoleのセキュリティの詳細は、

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/agent.html#PasswordAccessを参照してくだ

さい。 

重要重要重要重要: jmxremote.password ファイルに対するファイ

ル・アクセス権限を変更する必要があります。この手順はスキッ

プしないでください。 
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7 OC4Jを起動します。 

これで、JConsoleを実行し、jmxremote.passwordファイルに定義されたユーザー名およびパス

ワードを使用してログインできるようになります。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を

参照してください。 

 

3.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更 
Oracle RTDアプリケーションのポート番号を変更するには、OC4Jと Oracle RTD両方でポート番号を

変更する必要があります。 

3.8.1 OC4J でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更 

1 OC4Jを停止します。 

2 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、ファイル

OC4J_HOME/j2ee/home/config/rtd-web-site.xmlを探し、それを開い

て編集します。Oracle Application Server を使用する場合は、ファイル

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/config/rtd-web-site.xmlを
探し、それを開いて編集します。 

3 <web-site>タグで、port属性を新しいポート番号に設定します。 

4 Oracle RTDへのクライアント接続に SSLを使用する場合は、

rtd-secure-web-site.xmlに対して手順 2と 3を繰り返します。 

5 OC4Jを起動します。 

3.8.2 Oracle RTD でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更 

1 JDKのインストール・ディレクトリから jconsole を実行して、JConsoleを起

動します。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

2 「Remote」タブをクリックして、次の内容を入力します。 

a. 「Host」に、Real-Time Decision Server を実行しているコンピュータの名前を

入力します。 

b. 「Port」に、JMXのリモート・ポート番号（たとえば、12345）を入力し

ます。 

c. 「User Name」および「Password」に、JConsoleの設定時に指定した資格証

明を入力します。詳細は、第3.7項「OC4Jに対する JConsole の設定」を参

照してください。 

d. 「Connect」をクリックします。 

3 「MBeans」タブをクリックして、「Oracle RTD」→「SDPropertyManager」→「Misc」
MBeanに移動します。 

4 「WebServerPort」を新しいポート番号に変更してから[Enter]を押します。 

5 JConsoleを終了します。 

6 Oracle RTDを再起動します。 
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4 Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の WebSphere の構成の構成の構成の構成 
Oracle RTDは、UNIXと Windowsどちらのプラットフォームの IBM WebSphereアプリケーション・サ

ーバーでもサポートされます。次の各項では、WebSphereに Real-Time Decision Server をインストー

ルする方法について説明します。  

注意注意注意注意: Real-Time Decision Server は UNIXでも Windowsでも実行

されますが、Oracle RTDクライアント・ツールは、Windowsプラッ

トフォームでしか実行できません。  

この章の内容は次のとおりです。 

� 4.1 サーバー・プロパティの構成 

� 4.2 Oracle RTD Databaseの JDBCプロバイダの作成 

� 4.3 WebSphereへの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのインストール 

� 4.4 Oracle Real-Time Decisions の起動 

� 4.5 WebSphereからの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのアンインストール 

� 4.6 Real-Time Decision Server の SSLの構成（推奨） 

� 4.7 WebSphereに対する JConsoleの設定 

� 4.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更 

 

4.1 サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成 
Integrated Solutions ConsoleというWebSphereの管理コンソールを使用して、サーバー・プロパティを

構成します。Integrated Solutions Consoleの使用方法の詳細は、WebSphereのドキュメントを参照して

ください。  

1 WebSphereを起動します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→→→→「プログラムプログラムプログラムプログラム」でサー

バーを起動できます。UNIXでは、

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/bin に移動して、

次のコマンドを実行します。 
startServer.sh app_server_name -username admin_user  
-password admin_password 

次に例を示します。 

startServer.sh AppServer1 -username admin -password mypswd 
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2 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

Integrated Solutions Consoleのポート番号が不明な場合は、
WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/config/cells/ 
host_nameにある virtualhosts.xml ファイルで確認できます。 

3 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application servers」を選択します。 

4 Oracle RTDを実行するアプリケーション・サーバーの名前（たとえば、

「server1」）をクリックします。「Server Infrastructure」の下の「Java and Process 
Management」を開き、「Process Definition」を選択します。 

5 「Additional Properties」の下の「Java Virtual Machine」をクリックします。 

6 AIXベースのシステムに WebSphereをインストールした場合は、次の手順に

従って、汎用的な JVM引数にパラメータを追加します。 

a. 「General Properties」の下の「Generic JVM arguments」フィールドに、次の

文字列を入力します。 

-Djava.net.preferIPv4Stack=true 

このフィールドにすでに値が入っている場合は、既存の値の後に空白を追加して、

新しい文字列を追加します。 

b. 「OK」をクリックします。 

「OK」をクリックすると、「Initial Heap Size」および「Maximum Heap Size」に値を

入力する必要があるというエラーが表示される場合があります。このエラーが表

示されたら、使用しているシステムでの必要に応じて、これらの値を設定します

（たとえば、「Initial Heap Size」を 512に設定し、「Maximum Heap Size」を 2048
に設定します）。 

7 「Process Definition」ページで「Java Virtual Machine」をクリックして、「Additional 
Properties」の下の「Custom Properties」をクリックします。 

8 「New」をクリックします。 

9 「Name」に「org.eclipse.emf.ecore.EPackage.Registry.INSTANCE」
と入力します。 

10 「Value」に「com.sigmadynamics.emf.util.SDEMFRegistry」と入力し

ます。 

11 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

12 次のカスタム・プロパティを追加する手順に従って、JConsole MBeanの表示を

調整します。 

a. 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application servers」を選択します。 

b. Oracle RTDを実行するアプリケーション・サーバーの名前（たとえば、

「server1」）をクリックします。「Server Infrastructure」の下の「Administration」
を開き、「Administration Services」を選択します。 
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c. 「Additional Properties」の下の「Custom Properties」をクリックして、「New」
をクリックします。 

d. 「Name」に「com.ibm.websphere.mbeans.disableRouting」と入力

します。 

e. 「Value」に「<on>OracleRTD:*</on>」と入力します。 

f. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

Oracle RTDアプリケーションのデフォルトのポートとして、WebSphereプロファイルの

デフォルトの HTTP転送ポートを使用する場合は、手順13と14をスキップして手順15
に進みます。Oracle RTDに新しい HTTP転送ポートを追加する場合は、手順13に進みま

す。 

13 Oracle RTDに新しい HTTP転送チェーンを追加するには、次の手順を実行しま

す。 

a. 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application servers」を選択します。 

b. Oracle RTDを実行するアプリケーション・サーバーの名前（たとえば、

「server1」）をクリックします。「Container Settings」の下の「Web container 
settings」を開き、「Web container transport chains」を選択します。 

c. 「New」をクリックします。 

d. 「Transport chain name」に「OracleRTD_chain」と入力します。 

e. 「Transport chain template」で

「WebContainer(templates/chains|webcontainer-chains.xml#Chain_1)」を選択し

ます。「Next」をクリックします。 

f. 「Port name」に「OracleRTD_port」などの値を入力します。 

g. 「Host」は、デフォルト値*のままにします。 

h. 「Port」に、Oracle RTDで使用するポート番号を入力します。デフォルト

では、Oracle RTD アプリケーションはポート 8080で実行されます。 

i. 「Next」をクリックし、「Finish」をクリックして、「Save」をクリック

します。 

14 手順13で新しい HTTP転送ポートを追加した場合は、次の手順に従って、新し

いホストのエイリアスを作成します。それ以外の場合は、手順 15に進みます。 

a. 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Virtual Hosts」を選択します。 

b. 「default_host」をクリックします。「Additional Properties」の下の「Host 
Aliases」をクリックします。 

c. 「New」をクリックします。「Host」はデフォルト値*のままにし、「Port」
には Oracle RTDのポート番号を入力します。 

d. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

15 Oracle RTDアプリケーションのポートとして 8080を使用していない場合は、

Oracle RTDでポート番号を更新する必要があります。詳細は、第4.8.2項「Oracle 
RTDでのポート番号の変更」を参照してください。第4.2項、第4.3項、第4.4項
および第4.7項のタスクを完了するまでは、第4.8.2項で説明する手順を実行す

ることはできません。 
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16 WebSphereを再起動します。 

 

4.2 Oracle RTD Database のののの JDBC プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成 
Integrated Solutions Consoleを使用して、Oracle RTD Databaseに JDBCプロバイダを作成します。作業を

開始する前に、WebSphereが起動していることを確認してください。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラプログラプログラプログラムムムム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Resources」を開き、「JDBC」を開いて「JDBC Providers」
を選択します。 

3 スコープが正しく（Node=host_nameNode_number に）設定されていることを確

認して、「New」をクリックします。 

4 「Database type」に、「User-defined」を選択します。 

5 「Implementation class name」に、次のいずれかを入力します。 

a. SQL Server の場合の場合の場合の場合: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServer 
ConnectionPoolDataSource 

b. Oracle Database の場合の場合の場合の場合: oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPool 
DataSource 

c. DB2 の場合の場合の場合の場合: com.ibm.db2.jcc.DB2ConnectionPoolDataSource 
6 「Name」に「RTDDataProvider」と入力して、「Next」をクリックします。 

7 「Class path」に、次のいずれかを入力します。 

a. SQL Server の場合の場合の場合の場合: RTD_HOME/lib/jdbc/sqljdbc.jar 
b. Oracle Database の場合の場合の場合の場合: RTD_HOME/lib/jdbc/ojdbc14.jar 
c. DB2 の場合の場合の場合の場合: RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc.jar;RTD_HOME/lib/ 

jdbc/db2jcc_license_cu.jar 
RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

8 「Next」をクリックし、「Finish」をクリックして、「Save」をクリックしま

す。 

9 「JDBC Providers」ページで、「RTDDataProvider」をクリックします。「Additional 
Properties」の下の「Data sources」をクリックします。 

10 「New」をクリックし、「Component-managed authentication alias and XA authentication 
alias」の下で、「create a new J2C authentication alias」をクリックします。 

11 「New」をクリックして、次の値を入力します。 

a. 「Alias」に「RTDDS_auth」と入力します。 

b. 「User ID」に、データベースのランタイム・ユーザーの名前を入力します。 
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c. 「Password」に、そのデータベース・ユーザーに対応するパスワードを入

力します。パスワードは空白にできません。 

これらの値を入力したら、「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

12 ロケータ・リンクを使用して「Data sources」ページに戻り、「New」をクリッ

クします。次の値を入力します。 

a. 「Data source name」に、「RTD_DS」などの値を入力します。 

b. 「JNDI name」に「SDDS」と入力します。Oracle RTDがデータベースにア

クセスできるようにするには、JNDI名を SDDSにする必要があります。 

c. 「Component-managed authentication alias and XA authentication」に、

「RTDDS_auth」を選択します。 

これらの値を入力したら、「Next」をクリックします。 

13 「Summary」ページで「Finish」をクリックして、「Save」をクリックします。 

14 作成したデータソースの名前（たとえば、「RTD_DS」）をクリックします。 

15 Oracle RTD Databaseに SQL Server を使用する場合は、次の手順に従い、データ

ソースのプロパティを設定します。 

a. 「Additional Properties」の下の「Custom properties」をクリックします。 

b. 「Select All」アイコンをクリックし、「Delete」をクリックして既存のカ

スタム・プロパティをすべて削除します。 

c. 「New」をクリックし、「Name」に「databaseName」と入力して、「Value」
にデータベースの名前を入力します。「OK」をクリックします。 

d. 「New」をクリックし、「Name」に「portNumber」と入力して、「Value」
にデータベースのポート番号（通常は 1433）を入力します。「OK」をク

リックします。 

e. 「New」をクリックし、「Name」に「serverName」と入力して、「Value」
にデータベース・サーバーの名前を入力します。「OK」をクリックします。 

f. 「Save」をクリックします。 

16 Oracle RTD Databaseに Oracle Databaseを使用する場合は、次の手順に従い、デー

タソースのプロパティを設定します。 

a. ページの下部にスクロールして、Oracleデータソースのプロパティ・セク

ションを探します。 

b. 「URL」に「jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid」と入力し

ます。 

例: jdbc:oracle:thin:@dbhost.company.com:1521:orcl 

c. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

17 Oracle RTD Databaseに DB2を使用する場合は、次の手順に従い、データソース

のプロパティを設定します。 

a. ページの下部にスクロールして、DB2 Universalデータソースのプロパ

ティ・セクションを探します。 
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b. 「Database name」に、データベースの名前を入力します。 

c. 「Driver type」に「4」と入力します。 

d. 「Server name」に、データベース・サーバーの名前を入力します。 

e. 「Port number」に、データベースのポート番号を入力します。 

f. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

18 WebSphereを再起動してから Integrated Solutions Consoleを再起動します。 

19 「Resources」を開き、「JDBC」を開いて「Data Sources」を選択します。 

「RTD_DS」を選択して「Test Configuration」をクリックします。接続に失敗した場合

は、データソースの設定が正しいことを確認してから、データソースを再度テストし

ます。 

 

4.3 WebSphere へのへのへのへの Oracle Real-Time Decisions アプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの

インストールインストールインストールインストール 
Integrated Solutions Consoleを使用して、WebSphereに Oracle RTDをインストールします。作業を開始

する前に、WebSphereが起動していることを確認してください。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Applications」を開いて「Enterprise Applications」を選択し

ます。 

3 ivtAppや queryなどのサンプル・アプリケーションを削除します。これを

行うには，次の手順を実行します。 

a. サンプル・アプリケーションを選択します。 

b. 「Stop」をクリックします。 

c. 「Uninstall」をクリックします。 

d. 「Save」をクリックします。 

4 「Install」をクリックします。 

5 新しいアプリケーション・セクションの「Path」に

「RTD_HOME/package/RTD.ear」と入力するか、このパスを指定します。

RTD_HOME は、実際の Oracle RTD のインストール・パスに置き換えてください。 

6 「Next」をクリックし、もう一度「Next」をクリックして、さらに「Next」を

クリックします。 

7 「Map resource references to resources 」の下で、「Use default method (many-to-one 
mapping)」を選択します。 

8 前の項で作成した J2C認証を選択します（RTDDS_auth）。「Select All」アイ

コンをクリックし、「Apply」をクリックします。 
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9 モジュールごとに、「Target Resource JNDI Name」を「SDDS」に設定します。  

10 「Next」をクリックし、もう一度「Next」をクリックします。  

11 「Finish」をクリックして、「Save」をクリックします。 

 

4.4 Oracle Real-Time Decisions の起動の起動の起動の起動 
WebSphereに Oracle RTDをインストールしても、デフォルトでは Oracle RTDは起動されません。

Integrated Solutions Consoleを使用して、Oracle RTDを起動できます。作業を開始する前に、

WebSphereが起動していることを確認してください。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Applications」を開いて「Enterprise Applications」をクリッ

クします。  

3 「OracleRTD」を選択して「Start」をクリックします。Oracle RTDが起動するま

で、数分かかる場合があります。 

4 URLに http://server_name:8080/ui を指定して Decision Center に進み、

Oracle RTDが実行中かどうかをチェックします。 

Oracle RTDを一度起動した後は、WebSphereを起動および停止すると、Oracle RTDは自動的に起動お

よび停止されます。WebSphereと無関係に Oracle RTDを起動および停止するには、Integrated Solutions 
Consoleを使用します。 

 

4.5 WebSphere からのからのからのからの Oracle Real-Time Decisions アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

のアンインストールのアンインストールのアンインストールのアンインストール 
Integrated Solutions Consoleを使用して、WebSphereから Oracle RTDをアンインストールできます。作

業を開始する前に、WebSphereが起動していることを確認してください。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Applications」を開いて「Enterprise Applications」を選択し

ます。 

3 「OracleRTD」を選択して「Stop」をクリックします。 

4 「Uninstall」をクリックして、「Save」をクリックします。 

この手順では、WebSphereから Oracle RTDがアンインストールされますが、オペレーティング・シ

ステムから Oracle RTDのファイルが削除されるわけではありません。Oracle RTDのファイルは、手

動で削除する必要があります。 
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4.6 Real-Time Decision Server のののの SSL の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨） 
この項に記述する手順に従って、Real-Time Decision Server へのすべてのクライアント接続に対して

SSLを設定します。作業を開始する前に、第2.4項の手順に従って、Oracle RTDのデフォルトのキー

ストアおよびトラストストアのパスワードを変更したことを確認します。また、WebSphereが起動

されていることを確認してください。 

注意注意注意注意: 独自のキーストアおよびトラストストアを使用する場合は、第2.4項の手順を実行する必要は

ありません。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Security」を開き、「SSL certificate and key management」を

選択します。 

3 「Related Items」の下の「Key stores and certificates」をクリックします。 

4 次の手順に従って、Oracle RTD のキーストアを作成します。 

a. 「New」をクリックします。 

b. 「Name」に「OracleRTD_KeyStore」と入力します。 

c. 「Path」に「RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore」と入力します。

また、Oracle RTD のデフォルトのキーストアを使用しない場合は、独自の

キーストアのパスを入力します。 

d. 「Password」および「Confirm password」に、キーストアのパスワードを

入力します。Oracle RTDのデフォルトのキーストアを使用する場合は、第

2.4項で作成したパスワードを入力します。 

e. 「Type」に「JKS」と入力します。 

f. 「OK」をクリックします。 

5 次の手順に従って、Oracle RTD のトラストストアを作成します。 

a. 「Key stores and certificates」ページで「New」をクリックします。 

b. 「Name」に「OracleRTD_TrustStore」と入力します。 

c. 「Path」に「RTD_HOME/etc/ssl/sdtrust.store」と入力します。ま

た、Oracle RTD のデフォルトのトラストストアを使用しない場合は、独自

のトラストストアのパスを入力します。 

d. 「Password」および「Confirm password」に、トラストストアのパスワー

ドを入力します。Oracle RTD のデフォルトのトラストストアを使用する場

合は、第2.4項で作成したパスワードを入力します。 

e. 「Type」に「JKS」と入力します。 

f. 「OK」をクリックします。 
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6 「SSL certificate and key management」ページに戻り、次の手順に従って、Oracle 
RTDの SSL構成を作成します。 

a. 「Related Items」の下の「SSL configurations」をクリックします。 

b. 「New」をクリックします。 

c. 「Name」に「OracleRTD_SSL」と入力します。 

d. 「Transport chain name」で「OracleRTD_TrustStore」を選択します。 

e. 「Keystore name」で「OracleRTD_KeyStore」を選択します。 

f. 「Get certificate aliases」をクリックします。 

g. 「OK」をクリックします。 

7 次の手順に従って、転送チェーンの HTTPSポートを設定します。 

a. 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application servers」を選択します。 

b. Oracle RTDをインストールしたアプリケーション・サーバーの名前（たと

えば、「server1」）をクリックします。 

c. 「Container Settings」の下の「Web Container Settings」を開き、「 Web container 
transport chains」を選択します。 

d. 「WCInboundDefaultSecure」をクリックします。 

e. 「Transport Channels」の下の TCPインバウンド・チャネルの名前をクリッ

クします（たとえば、「TCP inbound channel (TCP 4)」）。 

f. 「Related Items」の下の「Ports」をクリックします。 

g. 「WC_defaulthost_secure」をクリックします。 

h. 「Port」を 8443に変更します。 

i. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

8 次の手順に従って、仮想ホストの HTTPSポートを設定します。 

a. 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Virtual Hosts」を選択します。 

b. 「default_host」をクリックします。 

c. 「Additional Properties」の下の「Host Aliases」をクリックします。 

d. ポート「9443」で「*」をクリックします。 

e. 「Port」を 8443に変更します。 

f. 「OK」をクリックします。 

9 次の手順に従って、手順 6で作成した Oracle RTDの SSLの構成を使用するよう

に、HTTPSポートを設定します。 

a. 左側のツリーで、「Security」を開き、「SSL certificate and key management」
を選択します。 

b. 「Configuration settings」の下の「Manage endpoint security configurations」を

クリックします。 
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c. 「Local Topology」の下で「Inbound」→「cell_name」→「nodes」→「node_name」
→「servers」→「server_name」と開いて、「WC_defaulthost_secure」をク

リックします。 

d. 「Specific SSL configuration for this endpoint」の下の「Override inherited values」
を選択して、「SSL configuration」で「OracleRTD_SSL」を選択します。 

e. 「Update certificate alias list」をクリックします。 

f. 「Certificate alias in key store」で、キーストアのパスワードを選択します。 

g. 「Apply」をクリックします。 

10 「Save」をクリックします。 

11 WebSphereを再起動します。 

注意注意注意注意: 真にセキュアな環境を実現するには、通常の HTTP
ポートを無効にして、すべてのクライアント接続が SSLポートを

経由するように設定する必要もあります。これを行うには，次の

手順を実行します。 

1. JConsoleを使用して、「OracleRTD」→「SDPropertyManager」→「Misc 
MBean」を選択し、WebServerPort 属性を HTTPポートから SSLポー

トに変更します。次に、HTTPSEnabled 属性を trueに設定します。

詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

2. アプリケーション・サーバーのツールを使用して、Webサーバー

の HTTPポートを無効にします。詳細は、WebSphereのドキュメン

トを参照してください。 

12 独自のキーストアおよびトラストストアを使用する場合は、次の追加手順を

実行して、Decision Studioおよび Load Generator に対して SSLを有効にします。

Oracle RTDのデフォルトのキーストアおよびトラストストアを使用する場合

は、この手順を実行する必要はありません。 

a. RTD_HOME¥eclipse¥eclipse.ini を開いて編集します。 

b. -Djava.net.ssl.trustStore="..¥etc¥ssl¥sdtrust.store"とい

う行を探します。 

c. ..¥etc¥ssl¥sdtruststore を、使用するトラストストア・ファイル

のフルパスに置き換えます。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

e. RTD_HOME¥scripts¥sdexec.cmdを開いて編集します。 

f. ファイルの下部にある、先頭が%SD_START%になっている行を探します。

ファイルの終わり近くにある、-Djavax.net.ssl.trustStore= 
"%SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtrust.store"という文字列を探します。 

g. %SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtruststoreを、使用するトラストストア・

ファイルのフルパスに置き換えます。 

h. ファイルを保存して閉じます。 
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4.6.1 SSL 構成のテスト構成のテスト構成のテスト構成のテスト 

SSLポートが正しく機能していることを確認するには、URLに
http://server_name:ssl_port/uiを指定してDecision Centerに進みます。SSLポートが正しく

機能している場合は、ブラウザにログイン画面「Welcome to Decision Center」が表示されます。 

Webブラウザには、「Do you want to accept this certificate?」のようなメッセージが表示される場合もあ

ります。このメッセージが生成されるのは、Oracle RTD のデフォルトのキーストアに同梱されてい

る自己署名証明書について、ブラウザが認識していないことが理由です。この自己署名証明書は、

開発環境とテスト環境には適していますが、本番環境には使用しないことをお薦めします。 

本番環境では、自己署名証明書を、Verisignや Thawteのような信頼できる認証局（CA）が発行する

証明書に置き換えることをお薦めします。この証明書は、Sun社のキーツール・ユーティリティで

生成された証明書リクエストを CAに送信することによって発行されます。証明書リクエストの生

成、および CAからキーストアへの証明書のインポートの手順は、

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/tooldocs/solaris/keytool.html を参照してください。 

 

4.7 WebSphere に対するに対するに対するに対する JConsole の設定の設定の設定の設定 
この後の項の手順を実行して、JConsole管理ツールを設定します。 

4.7.1 WebSphere のブートストラップ・ポート番号の確認のブートストラップ・ポート番号の確認のブートストラップ・ポート番号の確認のブートストラップ・ポート番号の確認 

WebSphereのブートストラップ・ポート番号は、JConsoleにアクセスするために、JMXリモート・

ポートとして使用されます。JConsoleへのアクセスを設定するために、ポートの値を知っておく必

要があります。次の手順に従って、ブートストラップ・ポート番号の値を探し、必要に応じてそ

れを変更します。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application servers」を選択します。 

3 Oracle RTD が実行されているアプリケーション・サーバーの名前（たとえば、

「server1」）をクリックします。「Communications」の下の「Ports」をクリッ

クします。 

4 「Ports」テーブルの「BOOTSTRAP_ADDRESS」エントリを探すと、ブートスト

ラップ・ポートの値を見つけることができます。この値をメモして、以降の

項で JConsoleポートにそれを使用することも、このブートストラップ・ポー

ト番号を変更することもできます。ブートストラップ・ポート番号を変更す

るには、次の手順を実行します。 

a. 「BOOTSTRAP_ADDRESS」をクリックします。 

b. 「Port」に、JConsoleで使用するポート番号を入力します（たとえば、

12345）。 

c. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 
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d. WebSphereを再起動します。 

4.7.2 JConsole のバッチ・ファイルの設定のバッチ・ファイルの設定のバッチ・ファイルの設定のバッチ・ファイルの設定    

Windows オペレーティング・システムの場合は、startJConsole.batというバッチ・ファイル

を作成して、次の内容を含めます。 

set WAS_HOME=WEBSPHERE_HOME¥AppServer 
set USER_HOME=WEBSPHERE_HOME¥AppServer¥profiles¥profile_name 
set WAS_HOST=localhost 
set WAS_BOOTSTRAP_PORT=jmx_remote_port 

"%WAS_HOME%¥java¥bin¥jconsole" 
-J-Djava.class.path="%WAS_HOME%¥runtimes¥com.ibm.ws.admin.client_6.1.0.ja
r;%WAS_HOME%¥java¥lib¥tools.jar" 
-J-Dcom.ibm.CORBA.ConfigURL=file:%USER_HOME%¥properties¥sas.client.props 
-J-Dcom.ibm.SSL.ConfigURL=file:%USER_HOME%¥properties¥ssl.client.props 
service:jmx:iiop://%WAS_HOST%:%WAS_BOOTSTRAP_PORT%/jndi/JMXConnector 

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号（たとえば、12345）を入力します。WebSphere
では、JMX リモート・ポートは常に、WebSphere のブートストラップ・ポートと一致しています。

WEBSPHERE_HOMEは、実際の WebSphereのインストール・パスに置き換え、profile_name は、

実際の WebSphereプロファイルの名前（たとえば、AppSrv01）に置き換えてください。    

ヒントヒントヒントヒント: ファイルの最後の JConsoleコマンド（“%WAS_HOME%¥java¥bin¥jconsole...”）で、す

べてが 1行に記述されていることを必ず確認してください。 

Linux またはまたはまたはまたは AIX ベースのシステムベースのシステムベースのシステムベースのシステムの場合は、startJConsole.sh というバッチ・ファイルを作

成して、次の内容を含めます。 

#!/bin/sh 
WAS_HOME=WEBSPHERE_HOME/AppServer 
USER_HOME=WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name 
WAS_HOST=localhost 
WAS_BOOTSTRAP_PORT=jmx_remote_port 

$WAS_HOME/java/bin/jconsole 
-J-Djava.class.path=$WAS_HOME/runtimes/com.ibm.ws.admin.client_6.1.0.jar:
$WAS_HOME/java/lib/tools.jar 
-J-Dcom.ibm.CORBA.ConfigURL=file:$USER_HOME/properties/sas.client.props 
-J-Dcom.ibm.SSL.ConfigURL=file:$USER_HOME/properties/ssl.client.props 
service:jmx:iiop://$WAS_HOST:$WAS_BOOTSTRAP_PORT/jndi/JMXConnector 

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号（たとえば、12345）を入力します。WebSphere
では、JMX リモート・ポートは常に、WebSphere のブートストラップ・ポートと一致しています。

WEBSPHERE_HOMEは、実際の WebSphereのインストール・パスに置き換え、profile_name は、

実際の WebSphereプロファイルの名前（たとえば、AppSrv01）に置き換えてください。    

ヒントヒントヒントヒント: ファイルの最後の JConsoleコマンド（$WAS_HOME/java/bin/jconsole...）で、すべ

てが 1行に記述されていることを必ず確認してください。また、startJConsole.shファイルに、

適切な実行権限が設定されていることを確認してください。 
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Solaris オペレーティング・システムの場合は、startJConsole.sh というバッチ・ファイルを作

成して、次の内容を含めます。 

#!/bin/sh 
WAS_HOME=WEBSPHERE_HOME/AppServer 
USER_HOME=WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name 
WAS_HOST=localhost 
WAS_BOOTSTRAP_PORT=jmx_remote_port 

$WAS_HOME/java/bin/jconsole 
-J-Djava.class.path=$WAS_HOME/runtimes/com.ibm.ws.admin.client_6.1.0.jar:
$WAS_HOME/java/lib/tools.jar:$WAS_HOME/java/lib/jconsole.jar 
-J-Dcom.ibm.CORBA.ConfigURL=file:$USER_HOME/properties/sas.client.props 
-J-Dcom.ibm.SSL.ConfigURL=file:$USER_HOME/properties/ssl.client.props 
service:jmx:iiop://$WAS_HOST:$WAS_BOOTSTRAP_PORT/jndi/JMXConnector 

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号（たとえば、12345）を入力します。WebSphere
では、JMX リモート・ポートは常に、WebSphere のブートストラップ・ポートと一致しています。

WEBSPHERE_HOMEは、実際の WebSphereのインストール・パスに置き換え、profile_name は、

実際の WebSphereプロファイルの名前（たとえば、AppSrv01）に置き換えてください。    

ヒントヒントヒントヒント: ファイルの最後の JConsoleコマンド（$WAS_HOME/java/bin/jconsole...）で、すべ

てが 1行に記述されていることを必ず確認してください。また、startJConsole.shファイルに、

適切な実行権限が設定されていることを確認してください。 

4.7.3 JConsole ユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Users and Groups」を開き、「Manage Users」を選択します。 

3 「Create」をクリックして、作成する JConsole ユーザーの情報を入力します。

たとえば、「User ID」に「jmx_admin」、「First name」に「JMX」、「Last name」
に「Admin」と入力して、パスワードを入力します。 

4 「Create」をクリックします。 

5 左側のツリーで、「Users and Groups」を開き、「Administrative User Roles」を

選択します。 

6 「Add」をクリックして、次の値を入力します。 

a. 「User」に、手順 3で入力したユーザーIDを入力します。 

b. 「Role(s)」で「Administrator」を選択します。 

7 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

これで、JConsoleを実行し、作成したユーザー名およびパスワードを使用してログインできるよう

になります。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

 



   

インストレーションおよび管理ガイド 50 

4.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更 
Oracle RTDアプリケーションのポート番号を変更するには、WebSphereと Oracle RTD 両方でポート

番号を変更する必要があります。 

4.8.1 WebSphere でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更    

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Servers」を開いて「Application server」を選択します。 

3 Oracle RTD が実行されているアプリケーション・サーバーの名前（たとえば、

「server1」）をクリックします。「Container Settings」の下の「Web container settings」
を開き、「 Web container transport chains」を選択します。 

4 変更するポート番号に対応する転送チェーンの名前をクリックします。たと

えば、Oracle RTDの新しい転送チェーンを設定する場合は、「OracleRTD_chain」
をクリックします。Oracle RTD アプリケーションがこのアプリケーション・

サーバー・プロファイルにデフォルトの転送チェーンを使用している場合は、

「WCInboundDefault」をクリックします。 

5 TCPインバウンド・チャネルのリンクをクリックします（たとえば、「TCP 
inbound channel (TCP 6)」）。 

6 「Related Items」の下の「Ports」をクリックします。 

7 変更するポート番号の名前（たとえば、「OracleRTD_port」や「WC_defaulthost」）
をクリックします。 

8 「Port」に、Oracle RTDで使用する新しいポート番号を入力します。 

9 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。  

10 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Virtual Hosts」を選択します。 

11 「default_host」をクリックします。「Additional Properties」の下の「Host Aliases」
をクリックします。 

12 Oracle RTDポートの前の値に対応する「*」リンクをクリックします。 

13 「Port」に、Oracle RTDで使用する新しいポート番号を入力します。 

14 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

15 WebSphereを再起動します。 

4.8.2 Oracle RTD でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更 

1 WebSphereがインストールされているコンピュータで、第4.7.2項「JConsoleの
バッチ・ファイルの設定」で作成したバッチ・スクリプトを実行します。 

2 第4.7.3項「JConsoleユーザーの作成」で作成した JConsoleユーザー（たとえば、

jmx_admin）としてログインします。 

3 「MBeans」タブをクリックして、「Oracle RTD」→「SDPropertyManager」→「Misc」
MBeanに移動します。 
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4 「WebServerPort」を、Oracle RTDアプリケーションの新しいポート番号に変更

してから[Enter]を押します。 

5 JConsoleを終了します。 

6 Oracle RTDを再起動します。 
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5 Oracle Real-Time Decisions 用の用の用の用の WebLogic の構成の構成の構成の構成 
Oracle RTDは、UNIXと Windowsどちらのプラットフォームの BEA WebLogicアプリケーション・サー

バーでもサポートされます。次の各項では、WebLogicに Real-Time Decision Server をインストールす

る方法について説明します。 

注意注意注意注意: Real-Time Decision Server は UNIXでも Windowsでも実行

されますが、Oracle RTDクライアント・ツールは、Windowsプラッ

トフォームでしか実行できません。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 5.1 サーバー・プロパティの構成 

� 5.2 Oracle RTD Databaseの JDBCプロバイダの作成 

� 5.3 WebLogic への Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのインストール 

� 5.4 Oracle Real-Time Decisions の起動 

� 5.5 WebLogic からの Oracle Real-Time Decisionsアプリケーションのアンインストール 

� 5.6 Real-Time Decision Server の SSLの構成（推奨） 

� 5.7 WebLogic に対する JConsoleの設定 

� 5.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更 

 

5.1 サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成サーバー・プロパティの構成 
WebLogic Server Administration Consoleという WebLogicの管理コンソールを使用して、サーバー・プロ

パティを構成します。WebLogic Server Administration Console の使用方法の詳細は、WebLogicのドキュ

メントを参照してください。  

1 次の手順に従って、WebLogicを起動します。 

� Windows の場合の場合の場合の場合: BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.cmdの WebLogic起動スクリプトを使用します。 

� UNIX の場合の場合の場合の場合: BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.shの WebLogic起動スクリプトを使用します。 
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注意注意注意注意: AIXベースのシステムで WebLogicを実行している場

合、WebLogicを起動する前に次の手順を実行する必要があります。 

1. BEA_HOME/Weblogic92/common/bin/commEnv.sh ファイ

ルを開いて編集します。 

2. 次の行を追加します。 
JAVA_OPTIONS="$JAVA_OPTIONS -Dcom.sun.xml.name 
space.QName.useCompatibleSerialVersionUID=1.0" 
3. ファイルを保存して閉じます。 

詳細は、http://e-docs.bea.com/platform/suppconfigs/configs/ibm_aix/ 
ibm_aix53_92.html#97122で、AIXベースのシステムで WebLogicを実

行したときの既知の問題に関する記述を参照してください。 

2 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 

3 次の手順に従って、Oracle RTDアプリケーションのポートの新しいチャネルを

作成します。 

a. 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Servers」を選択します。 

b. Oracle RTDをデプロイする予定のサーバーの名前（たとえば、

「AdminServer」）をクリックします。  

c. 「Protocols」タブをクリックして、「Channels」サブタブをクリックしま

す。 

d. 「New」をクリックします。「New」ボタンを有効にするには、最初に「Lock 
& Edit」をクリックする必要があります。 

e. 「Name」に「OracleRTD_port」などの値を入力します。「Protocol」で

「t3」（デフォルト）を選択して、「Next」をクリックします。 

f. 「Listen Port」および「External Listen Port」に、Oracle RTDで使用するポー

ト番号を入力します。デフォルトでは、Oracle RTDアプリケーションは

ポート 8080で実行されます。 

g. 「Finish」をクリックします。 

h. Oracle RTDアプリケーションのポートとして8080を使用していない場合は、

Oracle RTDでポート番号を更新する必要があります。詳細は、第5.8.2項
「Oracle RTDでのポート番号の変更」を参照してください。第5.2項、第5.3
項および第5.7項のタスクを完了するまでは、第5.8.2項で説明する手順を

実行することはできません。 
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4 WebLogicを停止します。 

� Windows では、新しいコマンド・ウィンドウを開いて、次のコマンドを実行しま

す。 

BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥bin¥ 
stopWebLogic.cmd 

� UNIX では、新しいターミナル・ウィンドウを開いて、次のコマンドを実行します。 
BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/stopWebLogic.sh 

5 Windowsに WebLogicをインストールした場合は、次の手順を実行します。 

a. ファイル BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥bin¥ 
startWebLogic.cmdのバックアップ・コピーを作成します。 

b. startWebLogic.cmdを開いて編集します。ファイルの先頭に、次の行

を新しく挿入します。 

set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dorg.eclipse.emf.ecore.EPackage. 
Registry.INSTANCE=com.sigmadynamics.emf.util.SDEMFRegistry 
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Djavax.xml.parsers. 
SAXParserFactory=com.sun.org.apache.xerces.internal.jaxp.SAXParser
FactoryImpl 
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dcom.sun.management. 
jmxremote=true 
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
port=your_jmx_remote_port 
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
ssl=false 

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号（たとえば、12345）を入力しま

す。    

c. 前の項で説明した JAVA_OPTIONS に加えて、JDBC jarファイルへのパス

を classpathの設定に追加する必要があります。jarファイルの名前は、Oracle 
RTD Databaseに使用するデータベースのタイプによって異なります。 

SQL Server の場合、次の行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
sqljdbc.jar; 

Oracle Databaseの場合、次の行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
ojdbc14.jar; 

DB2の場合、次の 2行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
db2jcc.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
db2jcc_license_cu.jar; 
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RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

6 UNIXに WebLogicをインストールした場合は、次の手順を実行します。 

a. ファイル BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.sh のバックアップ・コピーを作成します。 

b. startWebLogic.sh を開いて編集します。ファイルの先頭に、次の行を

新しく挿入します。 

JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dorg.eclipse.emf.ecore.EPackage. 
Registry.INSTANCE=com.sigmadynamics.emf.util.SDEMFRegistry" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Djava.awt.headless=true" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Djavax.xml.parsers. 
SAXParserFactory=com.sun.org.apache.xerces.internal.jaxp.SAXParser
FactoryImpl" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dcom.sun.management.jmxremote=true" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dcom.sun.management.jmxremote. 
port=your_jmx_remote_port" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false" 
JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dcom.sun.management.jmxremote. 
ssl=false" 
SAVE_JAVA_OPTIONS="" 

jmx_remote_port には、JConsoleのポート番号（たとえば、12345）を入力しま

す。    

AIXベースのシステムに WebLogicをインストールした場合は、

SAVE_JAVA_OPTIONS=””の前に次の行を追加します。 

JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Djava.net.preferIPv4Stack=true" 

c. 前の項で説明した JAVA_OPTIONS に加えて、JDBC jarファイルへのパス

を classpathの設定に追加する必要があります。jarファイルの名前は、Oracle 
RTD Databaseに使用するデータベースのタイプによって異なります。 

SQL Server の場合、次の行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/sqljdbc.
jar" 

Oracle Databaseの場合、次の行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ojdbc14.
jar" 

DB2の場合、次の 2行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc. 
jar" 
EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc_ 
license_cu.jar" 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 



   

インストレーションおよび管理ガイド 56 

d. ファイルを保存して閉じます。 

7 変更した起動スクリプトを使用して、次の手順に従って、WebLogicを起動し

ます。 

� Windows の場合: BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.cmd 

� UNIX の場合: BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.sh 

 

5.2 Oracle RTD Database のののの JDBC プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成プロバイダの作成  
WebLogic Server Administration Console を使用して、Oracle RTD Databaseに JDBCプロバイダを作成しま

す。作業を開始する前に、WebLogicが起動していることを確認してください。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 

2 左側のツリーで、「Services」を開き、「JDBC」を開いて「Data Sources」を

選択します。 

3 「New」をクリックします。「New」ボタンを有効にするには、最初に「Lock 
& Edit」をクリックする必要があります。 

4 「JDBC Data Source Properties」ページで、次の手順を実行します。 

a. 「Name」に「RTD_DS」と入力します。 

b. 「JNDI Name」に「SDDS」と入力します。 

c. 「Database Type」で「Other」を選択します。 

d. 「Database Driver」が「Other」に設定されていることを確認し、「Next」
をクリックします。 

5 「Transaction Options」ページで「Supports Global Transactions」の選択を解除し

て、「Next」をクリックします。 

6 「Connection Properties」ページで、次の手順を実行します。 

a. 「Database Name」に、第2.2項で作成した Oracle RTD Databaseの名前を入力

します。 

b. 「Host Name」に、データベース・サーバーをホスティングするコンピュー

タの名前を入力します。 

c. 「Port」に、データベースへの接続に使用されるデータベース・サーバー

のポート番号を入力します（SQL Serverの場合は 1433、Oracle Databaseの
場合は 1521、DB2の場合は 50000）。 

d. 「Database User Name」に、データベースのランタイム・ユーザーの名前

を入力します。 
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e. 「Password」に、データベースのランタイム・ユーザーのパスワードを入

力して、「Next」をクリックします。 

7 「Test Database Connection」ページの「Driver Class Name」に、接続プールの物

理データベース接続を作成するために使用される JDBC ドライバ・クラスの完

全なパッケージ名を入力します（このドライバ・クラスは、デプロイ先のサー

バーの classpathに設定されている必要があります）。 

� SQL Server: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 
� Oracle Database: oracle.jdbc.driver.OracleDriver 
� DB2: com.ibm.db2.jcc.DB2Driver  

8 「URL」に、接続先のデータベースの URLを入力します。URLの書式は、デー

タベースのタイプによって異なります。 

� SQL Server: jdbc:sqlserver://db_host:db_port 
� Oracle Database: jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid 
� DB2: jdbc:db2://db_host:db_port/db_name  

9 「Properties」フィールドに、JDBCドライバで必要なプロパティとその値を入

力します。指定する必要があるプロパティは、データベースのタイプによっ

て異なります。 

� SQL Server の場合、プロパティ user=db_user_name および

DatabaseName=db_nameを個別の行に入力します。 

� Oracle Database の場合、プロパティ user=db_user_nameを入力します。 

� DB2 の場合、プロパティ user=db_user_name を入力します。 

10 ページの下部にスクロールして、「Test Table」に「SDAPPS」と入力します。 

11 「Test Configuration」をクリックします。テストに失敗した場合は、戻って設

定を確認します。テストが成功した場合は、「Next」をクリックします。 

12 データソースを使用可能にするサーバー（たとえば、「AdminServer」）を選

択します。この手順は、データソースの構成を完了する前に実行する必要が

あります。 

13 「Finish」をクリックします。 

14 「Activate Changes」をクリックします。 

 

5.3 WebLogicへのへのへのへのOracle Real-Time Decisionsアプリケーションのイアプリケーションのイアプリケーションのイアプリケーションのイ

ンストールンストールンストールンストール 
WebLogic Server Administration Console を使用して、WebLogicに Oracle RTD をインストールします。作

業を開始する前に、WebLogicが起動していることを確認してください。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 
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2 左側のツリーで、「Deployments」をクリックします。 

3 「Install」をクリックします。「Install」ボタンを有効にするには、最初に「Lock 
& Edit」をクリックする必要があります。 

4 RTD.earファイルを展開したファイル・パス（たとえば、RTD_HOME/ 
package/expanded）を選択して、「Next」をクリックします。第2.1項で、

RTD.ear ファイルは展開されています。 

5 「Install this deployment as an application」を選択して、「Next」をクリックしま

す。 

6 「Optional Settings」ページで、「Name」に「OracleRTD」と入力します。「Next」
をクリックします。 

7 設定を確認して「Finish」をクリックします。 

8 「Save」をクリックして、「Activate Changes」をクリックします。 

9 WebLogicを再起動します。 

10 再度 WebLogic Server Administration Console にアクセスします。 

11 左側のツリーで、「Deployments」をクリックします。 

12 デプロイのリストで、アプリケーション OracleRTD の「State」列が「Active」
になっていることを確認します。ステータスが「Prepared」になっている場合

は、Oracle RTD を起動する必要があります。問題が発生した場合、WebLogicの
ログでエラーをチェックし、問題を解決して WebLogicを再起動します。 

13 URLに http://server_name:8080/ui を指定して Decision Center に進み、

Oracle RTDが実行中かどうかをチェックします。Decision Center のログイン・

ページが表示されます。 

Decision Center では、認証がまだ有効になっていません。認証を有効にするには、第6
章「Oracle Real-Time Decisionsの認証の構成」を参照してください。 

 

5.4 Oracle Real-Time Decisions の起動の起動の起動の起動 
WebLogicにOracle RTDをインストールしても、デフォルトではOracle RTDは起動されません。Weblogic 
Server Administration Console を使用して、Oracle RTDを起動できます。作業を開始する前に、WebLogic
が起動していることを確認してください。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 

2 左側のツリーで、「Deployments」をクリックします。  

3 「OracleRTD」を選択して「Start」をクリックします。最初に「Lock & Edit」を

クリックする必要があります。 
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Oracle RTDを一度起動した後は、WebLogicを起動および停止すると、Oracle RTDは自動的に起動お

よび停止されます。WebLogicと無関係に Oracle RTDを起動および停止するには、Weblogic Server 
Administration Consoleを使用します。 

 

5.5 WebLogicからのからのからのからのOracle Real-Time Decisionsアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの

アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール 
WebLogic Server Administration Console を使用して、WebLogicから Oracle RTDをアンインストールでき

ます。作業を開始する前に、WebLogicが起動していることを確認してください。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 

2 左側のツリーで、「Deployments」をクリックします。 

3 「OracleRTD」を選択して、「Stop」→「Force Stop Now」をクリックします。

アクションの確認が要求されたら、「Yes」をクリックします。 

4 「OracleRTD」を選択して「Delete」をクリックします。アクションの確認が要

求されたら、「Yes」をクリックします。 

5 「Activate Changes」をクリックします。 

この手順では、WebLogicから Oracle RTDがアンインストールされますが、オペレーティング・シス

テムから Oracle RTDのファイルが削除されるわけではありません。Oracle RTDのファイルは、手動

で削除する必要があります。 

 

5.6 Real-Time Decision Server のののの SSL の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨）の構成（推奨） 
この項に記述する手順に従って、Real-Time Decision Server へのすべてのクライアント接続に対して

SSLを設定します。作業を開始する前に、第2.4項の手順に従って、Oracle RTDのデフォルトのキー

ストアおよびトラストストアのパスワードを変更したことを確認します。また、WebLogicが起動さ

れていることを確認してください。 

注意注意注意注意: 独自のキーストアおよびトラストストアを使用する場合は、第2.4項の手順を実行する必要は

ありません。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 
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2 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Servers」を選択します。 

3 Administration Server の名前（通常は「AdminServer」）をクリックします。最初

に「Lock & Edit」をクリックする必要があります。 

4 「General」タブで「SSL Listen Port Enabled」を選択し、「SSL Listen Port」に

「8443」と入力します。  

5 「Keystores」タブをクリックして、次の値を入力します。 

a. 「Keystores」で「Custom Identity and Custom Trust」を選択しま

す。 

b. 「Custom Identity Keystore」に

「RTD_HOME/etc/ssl/sdserver.keystore」と入力します。また、

Oracle RTDのデフォルトのキーストアを使用しない場合は、独自のキース

トアのパスを入力します。 

c. 「Custom Identity Keystore Type」に「JKS」と入力します。 

d. 「Custom Identity Keystore Passphrase」および「Confirm Custom Identity 
Keystore Passphrase」に、キーストアのパスワードを入力します。Oracle 
RTDのデフォルトのキーストアを使用する場合は、第2.4項で作成したパ

スワードを入力します。 

e. 「Custom Trust Keystore」に「RTD_HOME/etc/ssl/sdtrust.store」と

入力します。また、Oracle RTD のデフォルトのトラストストアを使用しな

い場合は、独自のトラストストアのパスを入力します。 

f. 「Custom Trust Keystore Type」に「JKS」と入力します。 

g. 「Custom Trust Keystore Passphrase」および「Confirm Custom Trust Keystore 
Passphrase」に、トラストストアのパスワードを入力します。Oracle RTD
のデフォルトのトラストストアを使用する場合は、第2.4項で作成したパ

スワードを入力します。 

6 「SSL」タブをクリックして、次の値を入力します。 

a. 「Identity and Trust Locations」で「Keystores」を選択します。 

b. 「Private Key Alias」、「Private Key Passphrase」および「Confirm Private Key 
Passphrase」に、キーストアのパスワードを入力します。Oracle RTDのデ

フォルトのキーストアを使用する場合は、第2.4項で作成したパスワード

を入力します。 

7 「Save」をクリックして、「Activate Changes」をクリックします。 

8 WebLogicを再起動します。 
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注意注意注意注意: 真にセキュアな環境を実現するには、通常の HTTP
ポートを無効にして、すべてのクライアント接続が SSLポートを

経由するように設定する必要もあります。これを行うには，次の

手順を実行します。 

1. JConsoleを使用して、「OracleRTD」→「SDPropertyManager」→「Misc 
MBean」を選択し、WebServerPort 属性を HTTPポートから SSLポー

トに変更します。次に、HTTPSEnabled 属性を trueに設定します。

詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

2. アプリケーション・サーバーのツールを使用して、Webサーバー

の HTTPポートを無効にします。詳細は、WebLogicのドキュメン

トを参照してください。 

9 独自のキーストアおよびトラストストアを使用する場合は、次の追加手順を

実行して、Decision Studioおよび Load Generator に対して SSLを有効にします。

Oracle RTDのデフォルトのキーストアおよびトラストストアを使用する場合

は、この手順を実行する必要はありません。 

a. RTD_HOME¥eclipse¥eclipse.ini を開いて編集します。 

b. -Djava.net.ssl.trustStore="..¥etc¥ssl¥sdtrust.store"とい

う行を探します。 

c. ..¥etc¥ssl¥sdtruststore を、使用するトラストストア・ファイル

のフルパスに置き換えます。 

d. ファイルを保存して閉じます。 

e. RTD_HOME¥scripts¥sdexec.cmdを開いて編集します。 

f. ファイルの下部にある、先頭が%SD_START%になっている行を探します。

ファイルの終わり近くにある、-Djavax.net.ssl.trustStore= 
"%SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtrust.store"という文字列を探します。 

g. %SD_ROOT%¥etc¥ssl¥sdtruststoreを、使用するトラストストア・

ファイルのフルパスに置き換えます。 

h. ファイルを保存して閉じます。 

5.6.1 SSL 構成のテスト構成のテスト構成のテスト構成のテスト 

SSLポートが正しく機能していることを確認するには、URLに
http://server_name:ssl_port/uiを指定してDecision Centerに進みます。SSLポートが正しく

機能している場合は、ブラウザにログイン画面「Welcome to Decision Center」が表示されます。 

Webブラウザには、「Do you want to accept this certificate?」のようなメッセージが表示される場合もあ

ります。このメッセージが生成されるのは、Oracle RTD のデフォルトのキーストアに同梱されてい

る自己署名証明書について、ブラウザが認識していないことが理由です。この自己署名証明書は、

開発環境とテスト環境には適していますが、本番環境には使用しないことをお薦めします。 
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本番環境では、自己署名証明書を、Verisignや Thawteのような信頼できる認証局（CA）が発行する

証明書に置き換えることをお薦めします。この証明書は、Sun社のキーツール・ユーティリティで

生成された証明書リクエストを CAに送信することによって発行されます。証明書リクエストの生

成、および CAからキーストアへの証明書のインポートの手順は、

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/tooldocs/solaris/keytool.html を参照してください。 

 

5.7 WebLogic に対するに対するに対するに対する JConsole の設定の設定の設定の設定 
次の手順を実行して、JConsole管理ツールを設定します。作業を開始する前に、WebLogicが稼動し

ていないことを確認してください。 

1 使用しているオペレーティング・システムに対応する手順を実行します。 

a. Windowsに WebLogicをインストールした場合は、
BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥bin¥ 
startWebLogic.cmdを開いて編集します。次の行を探します。 

set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false 

この行の値を trueに変更します。保存してファイルを閉じます。 

b. UNIXに WebLogicをインストールした場合は、startWebLogic.shを開い

て編集します。次の行を探します。 

JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -Dcom.sun.management.jmxremote. 
authenticate=false" 

この行の値を trueに変更します。保存してファイルを閉じます。 

2 BEA_HOME/jdkversion/jre/lib/management に移動します。そこで、

jmxremote.password.templateファイルのコピーを作成し、その名前を

jmxremote.password に変更します。 

注意注意注意注意: WebLogicが HP-UXまたは AIXベースのシステムで実行されている場合は、

JDK_HOME/jre/lib/managementに移動します。JDK_HOMEは、WebLogicアプリケー

ション・サーバーで使用される JDKのインストール・ディレクトリです。これらのプ

ラットフォームで WebLogic に使用する JDK の詳細は、第1.3.4項を参照してください。 

3 jmxremote.password ファイルを開いて編集します。ファイルの末尾に進

み、次の 2行の前にある番号記号（#）を削除します。 

monitorRole QED 
controlRole R&D 
 

これらは、1行で 1組の資格証明を表しています。つまり、最初がユーザー名で、そ

の後がそれに対応するパスワードです。ユーザー名 monitorRoleには JConsole MBean
の読取り権限のみが付与され、ユーザー名 controlRoleには JMX MBeanの完全な制

御権限が付与されています。パスワードを新しいパスワードに変更してください。新

しいユーザー名およびパスワードを、別の行に追加することもできます。 
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4 また、資格証明ごとに権限を設定することもできます。これを行うには、同

じディレクトリにある jmxremote.accessファイルを開いて編集します。次

に、キーワードの readonlyおよび readwriteを使用して、資格証明ごとに

アクセス・レベルを指定します。次に例を示します。 

monitorRole readonly 
controlRole readwrite 

追加した新しい資格証明は、必ず jmxremote.password ファイルに追加してくださ

い。 

5 jmxremote.password ファイルには、パスワードがクリアテキスト形式で

含まれているため、このファイルに対するアクセス権限をファイル所有者に

制限する必要があります。これを行うには、次のようにしてアクセス権限を

変更します。 

a. Windows の場合の場合の場合の場合:  
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/security-windows.htmlに記載さ

れている手順に従います。 

b. UNIX の場合の場合の場合の場合: コマンド chmod 600 jmxremote.passwordを実行します。 

JConsoleのセキュリティの詳細は、

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/agent.html#PasswordAccessを参照してくだ

さい。 

重要重要重要重要: jmxremote.password ファイルに対するファイ

ル・アクセス権限を変更する必要があります。この手順はスキッ

プしないでください。 

6 WebLogicを起動します。 

これで、JConsoleを実行し、jmxremote.passwordファイルに定義されたユーザー名およびパス

ワードを使用してログインできるようになります。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を

参照してください。 

 

5.8 Oracle Real-Time Decisions のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更のポート番号の変更 
Oracle RTDアプリケーションのポート番号を変更するには、WebLogicと Oracle RTD両方でポート番

号を変更する必要があります。 

5.8.1 WebLogic でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 
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2 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Servers」を選択します。 

3 Oracle RTDが実行されているサーバーの名前（たとえば、「AdminServer」）を

クリックします。  

4 「Protocols」タブをクリックして、「Channels」サブタブをクリックします。 

5 Oracle RTDのチャネルの名前（たとえば、「OracleRTD_port」）をクリックし

ます。 

6 「Enabled」を選択解除します。最初に「Lock & Edit」をクリックする必要が

あります。  

7 「Listen Port」に、Oracle RTD で使用する新しいポート番号を入力します。 

8 「Enabled」を選択します。 

9 「Save」をクリックして、「Activate Changes」をクリックします。 

10 WebLogicを再起動します。 

5.8.2 Oracle RTD でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更でのポート番号の変更 

1 JDKのインストール・ディレクトリから jconsole を実行して、JConsoleを起

動します。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

2 「Remote」タブをクリックして、次の内容を入力します。 

a. 「Host」に、Real-Time Decision Server を実行しているコンピュータの名前を

入力します。 

b. 「Port」に、JMXのリモート・ポート番号（たとえば、12345）を入力し

ます。 

c. 「User Name」および「Password」に、JConsoleの設定時に指定した資格証

明を入力します。詳細は、第5.7項「WebLogicに対する JConsoleの設定」を

参照してください。 

d. 「Connect」をクリックします。 

3 「MBeans」タブをクリックして、「Oracle RTD」→「SDPropertyManager」→「Misc」
MBeanに移動します。 

4 「WebServerPort」を新しいポート番号に変更してから[Enter]を押します。 

5 JConsoleを終了します。 

6 Oracle RTDを再起動します。 
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6 Oracle Real-Time Decisions の認証の構成の認証の構成の認証の構成の認証の構成 
Oracle RTDは、サーバー（クラスタ）とインライン・サービスの両方のレベルで認証が行われます。

Oracle RTD で使用可能な認証は、Windows Authentication、Oracle RTD Platform Authentication、Oracle Siebel 
Object Manager Authentication の 3種類です。デフォルトでは、認証は有効になっていません。この章

の指示に従って、Oracle RTDの認証を有効にして構成します。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 6.1 Oracle Real-Time Decisions のセキュリティの概要 

� 6.2 Windows Authenticationの構成 

� 6.3 Oracle RTD Platform Authenticationの構成 

� 6.4 Oracle Siebel Object Manager Authentication の構成 

� 6.5 ユーザーおよびグループへの権限の割当て 

� 6.6 認証タイプの変更 

 

6.1 Oracle Real-Time Decisions のセキュリティの概要のセキュリティの概要のセキュリティの概要のセキュリティの概要 
Oracle RTDのセキュリティには、サーバー全体のセキュリティ、インライン・サービス（アプリケー

ション・レベル）のセキュリティ、Decision Center のパースペクティブ（ビュー）での追加レベル

のセキュリティの 3つのレベルがあります。また、各データソースには、データベースのユーザー

名およびパスワードに基づく追加のセキュリティ・レベルがあります。 

サーバー全体のセキュリティは、SecurityManager MBeanを使用して構成します。JConsoleを使用し

て、Oracle RTD ユーザーに権限コードを設定できます。詳細は、第10.5項「Oracle Real-Time Decisions
のセキュリティの管理」を参照してください。 

インライン・サービスのセキュリティは、個々のインライン・サービスに対して構成します。イ

ンライン・サービスのセキュリティは、Decision Studio を使用して構成します。詳細は、『Oracle 
Real-Time Decisions Decision Studioリファレンス・ガイド』を参照してください。 

パースペクティブレベルのセキュリティも、Decision Studioで構成します。詳細は、『Oracle Real-Time 
Decisions Decision Studioリファレンス・ガイド』を参照してください。 

重要なのは、3つのセキュリティ・レベルをすべて構成するということです。そうしないと、問題

が発生する可能性があります。たとえば、あるユーザーが Decision Center でデプロイするためのサー

バー全体の権限を持っていても、インライン・サービスおよびパースペクティブのレベルでデプ

ロイするための正しい権限がない場合は、そのユーザーはインライン・サービスでの表示および

編集ができません。 
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この項では、次の追加的なセキュリティ項目について説明します。 

� 6.1.1 Oracle RTD のデフォルトのアカウントおよびパスワード  

� 6.1.2 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイル 

� 6.1.3 Oracle RTD の Cookie 

6.1.1 Oracle RTD のデフォルトのアカウントおよびパスワードのデフォルトのアカウントおよびパスワードのデフォルトのアカウントおよびパスワードのデフォルトのアカウントおよびパスワード 

デフォルトでは、Oracle RTDには次のデフォルトのアカウントおよびパスワードがあります。 

� OC4Jまたは WebLogicを使用している場合は、第3.7項および第5.7項で説明しているように、

jmxremote.passwordファイルを使用して JConsoleの認証を設定します。このファイルには、

monitorRole と controlRole という、2つのデフォルトのアカウントが含まれています。

これらのアカウントのデフォルトのパスワードは、それぞれ QEDと R&Dです。 

� Oracle RTDへのクライアント接続に SSLを使用する場合は、キーストア、トラストストア、お

よびサーバーの秘密鍵のデフォルトのパスワードは tc-sslです。Oracle RTDのデフォルトの

キーストアおよびトラストストアを使用する場合は、Oracle RTDに SSLを使用する前に、これ

らのパスワードを変更する必要があります。詳細は、第2.4項を参照してください。 

6.1.2 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイルの構成ファイルおよびログ・ファイルの構成ファイルおよびログ・ファイルの構成ファイルおよびログ・ファイル 

次の各項では、Oracle RTDの構成ファイルおよびログ・ファイルの名前と場所について、アプリケー

ション・サーバーのタイプ別に説明します。これらのファイル間で情報の整合性を維持するには、

オペレーティング・システムなどのツールを使用して、ファイルが含まれる親ディレクトリに対

して適切なファイル権限を設定し、侵入者がアクセスできないようにする必要があります。 

6.1.2.1 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイル（スタンドアロンの構成ファイルおよびログ・ファイル（スタンドアロンの構成ファイルおよびログ・ファイル（スタンドアロンの構成ファイルおよびログ・ファイル（スタンドアロン OC4J）））） 

構成ファイル: 

OC4J_HOME/j2ee/home/applications/OracleRTD/etc/sdconfig-cluster.xml 

OC4J_HOME/j2ee/home/applications/OracleRTD/etc/sdconfig-machine.xml 

OC4J_HOME/j2ee/home/applications/OracleRTD/etc/sdconfig-tmpl.xml 

OC4J_HOME/j2ee/home/applications/OracleRTD/etc/sdlog4j.xml 

ログ・ファイル: 

OC4J_HOME/j2ee/home/application/OracleRTD/log/server.log 
OC4J_HOME/j2ee/home/application-deployments/OracleRTD/application.log 

OC4J_HOME/j2ee/home/log/server.log 

OC4J_HOME/j2ee/home/log/oc4j/log.xml 
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Oracle RTDの server.log（太字表記）は、Oracle RTD の主要なログであり、問題をトラブルシュー

ティングするときに主として使用するログです。 

6.1.2.2 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（Oracle Application Server）））） 

構成ファイル: 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD/etc/ 
sdconfig-cluster.xml 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD/etc/ 
sdconfig-machine.xml 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD/etc/ 
sdconfig-tmpl.xml 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD/etc/sdlog4j.xml 

ログ・ファイル: 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/application-deployments/ 
OracleRTD/home_default_group_1/application.log 

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD/log/server.log 
ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/og/home_default_group_1/server.log  

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/log/home_default_group_1/oc4j/log.xml 

ORACLE_AS_HOME/opmn/logs/opmn.log 

ORACLE_AS_HOME/opmn/logs/default_group~home~default_group~1.log 

Oracle RTDの server.log（太字表記）は、Oracle RTD の主要なログであり、問題をトラブルシュー

ティングするときに主として使用するログです。 

6.1.2.3 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（WebSphere）））） 

構成ファイル: 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/installedApps/host_node_ 
cell_name/OracleRTD.ear/etc/sdconfig-cluster.xml 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/installedApps/host_node_ 
cell_name/OracleRTD.ear/etc/sdconfig-machine.xml 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/installedApps/host_node_ 
cell_name/OracleRTD.ear/etc/sdconfig-tmpl.xml 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/installedApps/host_node_ 
cell_name/OracleRTD.ear/etc/sdlog4j.xml  
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ログ・ファイル: 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/logs/server1/startServer. 
log 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/logs/server1/stopServer.log 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/logs/server1/SystemOut.log 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/logs/server1/SystemErr.log 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/logs/fdcc/server1/ 
server1_*.txt (error logs) 

WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/installedApps/host_node_ 
cell_name/OracleRTD.ear/log/server.log 

Oracle RTDの server.log（太字表記）は、Oracle RTD の主要なログであり、問題をトラブルシュー

ティングするときに主として使用するログです。 

6.1.2.4 Oracle RTD の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（の構成ファイルおよびログ・ファイル（WebLogic）））） 

構成ファイル: 

RTD_HOME/package/expanded/etc/sdconfig-cluster.xml 

RTD_HOME/package/expanded/etc/sdconfig-machine.xml 

RTD_HOME/package/expanded/etc/sdconfig-tmpl.xml 

RTD_HOME/package/expanded/etc/sdlog4j.xml 

ログ・ファイル: 

BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/servers/server_name/logs/ 
server_name.log 

BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/servers/server_name/logs/ 
profile_name.log 

RTD_HOME/package/expanded/log/server.log 

Oracle RTDの server.log（太字表記）は、Oracle RTD の主要なログであり、問題をトラブルシュー

ティングするときに主として使用するログです。 

6.1.2.5 構成ファイルおよびログ・ファイル（構成ファイルおよびログ・ファイル（構成ファイルおよびログ・ファイル（構成ファイルおよびログ・ファイル（Oracle RTD クライアント・ツール）クライアント・ツール）クライアント・ツール）クライアント・ツール） 

構成ファイル: 

RTD_HOME/client/clientHttpEndPoints.properties 

RTD_HOME/client/clientHttpsEndPoints.properties 
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ログ・ファイル: 

RTD_HOME/scripts/SDDBTool.log 

RTD_HOME/log/client.log 

RTD_HOME/log/loadgen.csv 

RTD_HOME/log/server.log 

6.1.3 Oracle RTD のののの Cookie 

Oracle RTDでは、永続的でない Cookieを 1つ生成し、ログイン・セッションの間、クライアント・

コンピュータに格納します。この Cookieには個人を特定できる情報は含まれていませんが、Oracle 
RTDでユーザーがリクエストのたびにログインしなくてもいいように、セッション情報が格納さ

れています。詳細は次のとおりです。 

Cookie 名名名名: sdLoginTicket 

パスパスパスパス: /ui 

説明説明説明説明: Oracle RTD のセッション・テーブル・インデックスを BASE64 でエンコードした文字列表現、

およびユーザー資格証明の SHA-1ハッシュとランダムの 4 バイトが含まれています。Real-Time 
Decision Server は、セッションを特定するためのセッション・テーブルを使用してチケットを検証

し、セッションの有効期限が切れていないことを確認した後、セッションに同じハッシュが含ま

れていることを確認します。 

 

6.2 Windows Authentication の構成の構成の構成の構成 
Real-Time Decision Server が稼動しているコンピュータで、この項の手順に従って、Oracle RTDに

Windows Authenticationを構成します。Oracle RTDに Windows Authentication を使用するには、Real-Time 
Decision Server が Windowsコンピュータで稼動している必要があります。 

1 http://free.tagish.net/jaas/から Tagishauthユーティリティをダウンロードします。

必ずバージョン 1.0.3をダウンロードしてください。 

2 tagishauth.jarを展開して、それを RTD_HOME¥libに置きます。 

3 NTSystem.dll を同じディレクトリに展開します。 

4 Windowsの PATH環境変数を編集して、NTSystem.dll の場所

（RTD_HOME¥lib）を入れます。RTD_HOME は、実際の Oracle RTDのインストー

ル・パスに置き換えてください。NTSystem.dllの場所は、システム PATH
の最初に追加する必要があります。NTSystem.dll のフォルダの場所のみを

追加します。実際のファイル名は含めないでください。次に例を示します。 

C:¥OracleBI¥RTD¥lib 

5 Real-Time Decision Server を OC4Jで実行している場合は、ファイル

tagishauth.jarを RTD_HOME¥libから OC4J_HOME¥j2ee¥home¥applib
にコピーします。その後で OC4Jを再起動します。 
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6 Real-Time Decision Server を WebSphereで実行している場合は、次の手順を実行

します。 

a. http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー

名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラプログラプログラプログラ

ムムムム」から Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

b. 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Shared Libraries」を選択しま

す。 

c. 「New」をクリックします。共有ライブラリの名前（Tagish Libなど）

を入力して、「Classpath」に「RTD_HOME¥lib¥tagishauth.jar」と入

力します。RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き

換えてください。「OK」をクリックします。 

d. 左側のツリーで、「Applications」を開き、「Enterprise Applications」を開

いて「OracleRTD」を選択します。    

e. 画面の下部にスクロールして、「Additional Properties」を開いて「Libraries」
をクリックします。 

f. 「Add」をクリックします。ドロップダウン・リストから共有ライブラリ

の名前を選択して、「OK」をクリックします。 

g. 「Save」をクリックします。 

7 Real-Time Decision Server を WebLogicで実行している場合は、次の手順を実行し

ます。 

a. BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥bin 
 に移動し、startWebLogic_RTD.cmdファイルを開いて編集します。 

b. ファイルの先頭に、次の行を新しく追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥ 
tagishauth.jar 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

c. ファイルを保存して閉じます。 

8 Oracle RTDを起動します。 

9 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

10 「OracleRTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Windows Authenticator Properties」」」」
MBeanに移動します。ここで、WindowsAuthenticatorDomain プロパティを、ド

メイン名またはコンピュータ名に設定します。 

11 「OracleRTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Security Properties」MBeanに
移動します。ここで、AuthenticationProviderClass プロパティを

com.sigmadynamics.server.security.WindowsAuthenticatorに設

定し、AuthenticationEnabled プロパティを trueに設定します。 
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Windows Authenticationを使用する場合は、Windowsオペレーティング・システムを使用して、Oracle RTD
のユーザーおよびグループを作成します。次に、Oracle RTD の権限を、JConsoleを使用するユーザー

およびグループに割り当てます。詳細は、第6.5項「ユーザーおよびグループへの権限の割当て」

を参照してください。 

 

6.3 Oracle RTD Platform Authentication の構成の構成の構成の構成 
この各項の手順に従って、Oracle RTDに Oracle RTD Platform Authenticationを構成して、この認証タイ

プのユーザーとグループを管理します。 

Oracle RTD Platform Authenticationを設定するには、次の手順を実行します。 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「OracleRTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Security Properties」MBeanに
移動します。 

4 AuthenticationEnabled プロパティを trueに設定します。  

5 AuthenticationProviderClass プロパティを com.sigmadynamics.server. 
security.DBAuthenticatorに設定します。 

Oracle RTD Platform Authenticationのユーザーおよびグループを管理するには、次の手順を実行しま

す。 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「OracleRTD」→「SDManagement」→「SecurityManager」MBeanに移動します。 

4 新しい Oracle RTDユーザーを作成するには、createUser()操作を使用します。

ユーザーの作成にこの方法を使用するのは、Oracle RTD Platform Authenticationを
使用する場合のみです。 

5 新しいセキュリティ・グループを作成するには、createGroup()操作を使用しま

す。Oracle RTDグループにユーザーを追加するには、addUserToGroup()操作を

使用します。 

 

6.4 Oracle Siebel Object Manager Authentication の構成の構成の構成の構成  
次の各項では、Oracle RTDに Siebel Object Manager Authenticationを構成する方法について説明しま

す。 

� 6.4.1 アプリケーション・サーバー用の jar ファイルへのアクセスの設定 

� 6.4.2 Oracle RTD での認証の有効化  
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6.4.1 アプリケーション・サーバー用のアプリケーション・サーバー用のアプリケーション・サーバー用のアプリケーション・サーバー用の jar ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定    

次の各項の手順に従い、アプリケーション・サーバー用の Siebel jar ファイルへのアクセスを設定

します。jarファイルにアクセスを設定する手順を完了したら、第6.4.2項「Oracle RTDでの認証の有

効化」に進みます。 

6.4.1.1 OC4J 用の用の用の用の jar ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定 

1 ディレクトリ SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥CLASSES で、Siebel.jar、
SiebelJI_Common.jar、SiebelJI_enu.jar の各ファイルを探して、適

切なディレクトリにコピーします。 

� スタンドアロン OC4Jの場合: OC4J_HOME/j2ee/home/applib 
� Oracle Application Server の場合: ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/ 

applib 
Siebel 7.5.3では、3 つの jar ファイルがすべて必要です。Siebel 7.7、7.8 および 8.0では、

SiebelJI.jar と SiebelJI_enu.jar のみが必要です。 

2 OC4Jを再起動します。 

6.4.1.2 WebSphere 用の用の用の用の jar ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Environment」を開いて「Shared Libraries」を選択します。

右側で、「New」をクリックします。 

3 「Name」に「Siebel Lib」と入力し、「Classpath」に次の値を入力します。 

SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥CLASSES¥SiebelJI.jar; 
SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥CLASSES¥SiebelJI_common.jar; 
SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥CLASSES¥SiebelJI_enu.jar 

SIEBEL_HOME は、実際の Siebel Server のインストール・パスに置き換えてください。 

各 classpathコンポーネントは、別々の行に入力する必要があります。Siebel 7.5.3 では、

3つの jar ファイルがすべて必要です。Siebel 7.7、7.8および 8.0では、SiebelJI.jar
と SiebelJI_enu.jar のみが必要です。 

Siebel Serverが WebSphereとは別のコンピュータにインス

トールされている場合、これらの jarファイルは、WebSphereがイ

ンストールされているコンピュータの場所にコピーする必要が

あります。Classpathの値は、WebSphereコンピュータ上の jar ファ

イルを指すようにします。 

4 「OK」をクリックします。  
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5 左側のツリーで、「Applications」を開き、「Enterprise Applications」を選択し

て「OracleRTD」を選択します。    

6 画面の下部で、「Additional Properties」をクリックして「Libraries」をクリッ

クします。「Add」をクリックします。    

7 ドロップダウン・リストから「Siebel Lib」を選択して、「OK」をクリックし

ます。 

8 「Save」をクリックします。 

6.4.1.3 WebLogic 用用用用のののの jar ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定    

1 BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥binに移動し、

startWebLogic.cmdファイルを開いて編集します。 

2 ファイルの先頭に、次の行を新しく追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥ 
CLASSES¥SiebelJI.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥ 
CLASSES¥SiebelJI_common.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;SIEBEL_HOME¥siebsrvr¥ 
CLASSES¥SiebelJI_enu.jar; 

SIEBEL_HOME は、実際の Siebel Server のインストール・パスに置き換えてください。 

各 classpathコンポーネントは、別々の行に入力する必要があります。Siebel 7.5.3 では、

3つの jar ファイルがすべて必要です。Siebel 7.7、7.8および 8.0では、SiebelJI.jar
と SiebelJI_enu.jar のみが必要です。  

注意注意注意注意: Siebel ServerがWebLogicとは別のコンピュータにイン

ストールされている場合、これらの jarファイルは、WebLogicがイ

ンストールされているコンピュータの場所にコピーする必要が

あります。Classpathの値は、WebLogicコンピュータ上の jar ファイ

ルを指すようにします。 

3 ファイルを保存して閉じます。 

6.4.2 Oracle RTD での認証の有効化での認証の有効化での認証の有効化での認証の有効化 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「OracleRTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Security Properties」MBeanに
移動します。 

4 AuthenticationEnabled プロパティを trueに設定します。  

5 AuthenticationProviderClass プロパティを com.sigmadynamics.server. 
security.SiebelAuthenticator に設定します。 
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6 「OracleRTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Siebel Authenticator Properties」
MBeanに移動します。 

7 「SiebelAdminPassword」および「SiebelAdminUser」に、有効な Siebel Serverユ
ーザーの資格証明を入力します。 

8 「SiebelConnectString」に、Siebel Serverへの有効な接続文字列を入力します。

次に例を示します。 

Siebel.TCPIP.None.None://111.22.33.44:2321/Siebel782/SMObjMgr_enc 

接続文字列のフォーマットの詳細は、Siebel Server のドキュメントを参照してください。 

注意注意注意注意: 本番システムで、より高度なセキュリティを実現す

るには、Siebel Object Manager への接続に RSA暗号化を使用する必

要があります。これを行うには、Siebel Serverを RSA用に構成し、

その RSA構成を反映させるために、「OracleRTD」→

「SDClusterPropertyManager」→「Siebel Authenticator Properties」MBean
の SiebelConnectString属性を更新します。詳細は、Siebel Server のド

キュメントを参照してください。 

Siebel Object Manager Authenticationを使用する場合は、Oracle Siebel Server を使用して、Oracle RTDのユ

ーザーおよびグループを作成します。次に、Oracle RTDの権限を、JConsoleを使用するユーザーお

よびグループに割り当てます。詳細は、第6.5項「ユーザーおよびグループへの権限の割当て」を

参照してください。 

 

6.5 ユーザーおよびグループへの権限の割当てユーザーおよびグループへの権限の割当てユーザーおよびグループへの権限の割当てユーザーおよびグループへの権限の割当て 
JConsoleを使用して、ユーザーおよびグループに権限を割り当てます。Windows Authentication、Oracle 
RTD Platform Authentication、Siebel Object Manager Authentication のいずれを使用しているかに関係なく、

次の手順で説明する方法を使用します。 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「OracleRTD」→「SDManagement」→「SecurityManager」MBeanに移動します。 

4 assignPermission() 操作を使用して、ユーザーまたはグループに権限を追加し

ます。assignPermission()操作を使用するときには、ユーザーまたはグループの

名前と権限コードを指定します。権限コードは次のとおりです。 

� 0: 管理者 

� 1: サービスを開く 

� 2: 読取り用サービスを開く 

� 3: Studioからサービスをデプロイする 

� 4: サービスをダウンロードする 
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� 6: Studioから統合点を実行する 

また、listPermissionCodes()操作を使用して、使用可能な権限を一覧表示することもで

きます。 

注意注意注意注意: 権限コード 5（Load Generator から統合点を実行する）は、このリリースではサポー

トされていません。 

 

6.6 認証タイプの変更認証タイプの変更認証タイプの変更認証タイプの変更 
Oracle RTDでは、Windows Authentication、Oracle RTD Platform Authenticationまたは Siebel Object Manager 
Authentication を使用することができます。次の手順で JConsoleを使用して、Oracle RTDで使用する

認証のタイプを変更できます。 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「Oracle RTD」→「SDClusterPropertyManager」→「Security Properties」MBeanに
移動します。  

4 AuthenticationEnabled が trueに設定されていることを確認します。  

5 必要に応じて、AuthenticationProviderClass を変更します。 

� Windows Authentication: com.sigmadynamics.server.security. 
WindowsAuthenticator 

� Oracle RTD Platform Authentication: com.sigmadynamics.server.security. 
DBAuthenticator  

� Siebel Object Manager Authentication: com.sigmadynamics.server.security. 
SiebelAuthenticator 

選択する認証のタイプは、前の各項で説明した手順を使用して構成する必要がありま

す。  

認証タイプを変更したら、この認証タイプのユーザーおよびグループに、適切な権限を必ず割り

当ててください。詳細は、第6.5項「ユーザーおよびグループへの権限の割当て」を参照してくだ

さい。 
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7 Oracle Real-Time Decisions のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成のデータ・アクセスの構成 
Oracle RTDの外部データへのアクセスには、JDBCデータソースが使用されます。データソースは

アプリケーション・サーバーに固有のものであり、インライン・サービスのサプライヤとして使

用される新しい JDBCデータソースを識別するために使用されます。これらのデータソースは、

RDBMSデータベースであることも、ODBCで識別されるデータソースであることもあります。サ

ポートされるエンタープライズ・データソースのバージョンの詳細は、『System Requirements and 
Supported Platforms for Oracle Real-Time Decisions』を参照してください。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 7.1 OC4Jでの追加の JDBCデータソースの作成 

� 7.2 WebSphereでの追加の JDBCデータソースの作成 

� 7.3 WebLogic での追加の JDBCデータソースの構成 

� 7.4 新しいエンタープライズ・データソースのテスト 

 

7.1 OC4J での追加のでの追加のでの追加のでの追加の JDBC データソースの作成データソースの作成データソースの作成データソースの作成 
Real-Time Decision Server を OC4Jで実行する場合は、この項の手順に従い、インライン・サービスが

外部データにアクセスできるように JDBC データソースを構成します。 

7.1.1 データソース用のデータソース用のデータソース用のデータソース用の JDBC jar ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定ファイルへのアクセスの設定 

この項の手順に従い、OC4Jにデータソース用の JDBC jarファイルへのアクセスを設定します。jar
ファイルの名前は、データソースとして追加するデータベースのタイプによって異なります。 

1 スタンドアロン OC4Jを使用する場合は、適切な jarファイルを

OC4J_HOME/j2ee/home/applib にコピーします。Oracle Application Server を
使用する場合は、適切な jar ファイルを

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applibにコピーします。次に示

すデータソースに適した jar ファイルをコピーします。 

a. SQL Server の場合、ディレクトリ RTD_HOME/lib/jdbc にあるファイル

sqljdbc.jar をコピーします。 

b. DB2 の場合、RTD_HOME/lib/jdbcにあるファイル db2jcc.jar および

db2jcc_license_cu.jar をコピーします。 

c. Teradata の場合、ファイル terajdbc4.jar、tdgssjava.jarおよび

tdgssconfig.jar をコピーします。 

これらのファイルは、Teradataの Webサイト（http://www.teradata.com）からダウンロ

ードできます。jar ファイルのバージョンが 3.3.0.2以上であることを確認してくだ

さい。  

d. Oracle BI EE の場合、ファイル bijdbc.jar をコピーします。 

このファイルは、ご使用の Oracle BI EEインストールにあります。 
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2 OC4Jを再起動します。 

Oracle Databaseまたは Oracle Siebel Analytics Server データソースを追加する場合は、jar ファイルをコ

ピーする必要はありません。 

7.1.2 OC4J での接続プールとデータソースの作成での接続プールとデータソースの作成での接続プールとデータソースの作成での接続プールとデータソースの作成 

Application Server Controlを使用して、OC4Jに接続プールとデータソースを作成できます。作業を開

始する前に、OC4Jが起動していることを確認してください。 

1 oc4jadminユーザーとして Application Server Controlにログインします。

Application Server Controlには、http://oc4j_host:port/emからアクセスで

きます。OC4Jのスタンドアロン・バージョンでは、通常、ポート番号は 8888
です。 

2 「管理管理管理管理」タブをクリックします。「サービス」の下の「JDBC リソースリソースリソースリソース」タス

クをクリックします。「接続プール」の下の「作成作成作成作成」をクリックして、エン

タープライズ・データベース用の新しい接続プールを作成します。 

注意注意注意注意: OC4Jを Oracle Application Server の一部として使用している場合は、最初に「グルー

プ」の下の「ホームホームホームホーム」をクリックしてから、「管理管理管理管理」タブに進みます。 

3 「接続プールの作成 - アプリケーション」ページで、「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」

に「デフォルト」が選択され、「接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ」に「新規接続プール」

が選択されていることを確認します。「続行続行続行続行」をクリックします。 

注意注意注意注意: 追加するエンタープライズ・データソースが Oracle RTD Databaseと同じタイプの

データベースである場合、「接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ接続プール・タイプ」には「既存の接続プールから新規

の接続プール」を選択します。次に、「既存の接続プール既存の接続プール既存の接続プール既存の接続プール」リストから

「RTDConnectionPool」を選択します。 

4 「接続プールの作成」ページの「名前名前名前名前」に「db_name_Pool」（たとえば、

「mydatabase_Pool」）を入力します。 

5 「コネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラスコネクション・ファクトリ・クラス」に、次のいずれかを入力します。 

� SQL Server: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 
� Oracle Database: oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

注意注意注意注意: Oracle Databaseデータソースを追加する場合は、「コネクション・ファクトコネクション・ファクトコネクション・ファクトコネクション・ファクト

リ・クラスリ・クラスリ・クラスリ・クラス」に oracle.jdbc.driver.OracleDriverを入力する必要があり

ます。デフォルト値の oracle.jdbc.pool.OracleDataSourceは使用しない

でください。 

� DB2: com.ibm.db2.jcc.DB2Driver  

� Teradata: com.ncr.teradata.TeraDriver 
� Oracle BI EE: oracle.bi.jdbc.AnaJdbcDriver 
� Siebel Analytics Server: sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver 

6 「JDBC URL」に、次のいずれかを入力します。 

� SQL Server: jdbc:sqlserver://db_host:db_port;databaseName=db_name 
� Oracle Database: jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid 
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� DB2: jdbc:db2://db_host:db_port/db_name  
� Teradata: jdbc:teradata://db_host/DATABASE=db_name 
� Oracle BI EE: jdbc:oraclebi:// server_name:9703/ 

user=bi_user_name;password=bi_password;catalog=catalog_name; 
注意注意注意注意: カタログ名はオプションです。  

� Siebel Analytics Server: jdbc:odbc:SAS_DSN_name 
注意注意注意注意: Siebel Analytics Server データソースを追加するには、最初に Siebel Analytics 
ODBC データソース名（SAS_DSN_name）を作成して構成する必要があります。

詳細は、『Siebel Analytics Server Administration Guide』を参照してください。Siebel 
Analytics Server データソース名には、空白を含めることはできません。  

7 「資格証明」の下の「ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」に、エンタープライズ・インスタンスの

ランタイム権限を持つデータベース・ユーザーの名前を指定します。次に、

対応するパスワードを指定します。クリアテキスト形式のパスワードを指定

するか、または間接的パスワードを指定するかの詳細は、『Oracle Application 
Server Containers for J2EEセキュリティ・ガイド』を参照してください。 

Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server データソースを追加する場合は、データベー

ス・ユーザー名ではなく、Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server の資格証明を指定し

ます。 

8 「終了終了終了終了」をクリックします。 

9 「JDBCリソース」ページの「データソース」で、「作成作成作成作成」をクリックして新

しいデータソースを定義します。 

10 「データ・ソースの作成 - アプリケーションとタイプ」ページで、「アプリアプリアプリアプリ

ケーションケーションケーションケーション」に「デフォルト」が選択され、「データ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプ」に「マ

ネージド・データソース」が選択されていることを確認します。「続行続行続行続行」を

クリックします。 

注意注意注意注意: 追加するエンタープライズ・データソースが Oracle RTD Databaseと同じタイプの

データベースである場合、「データ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプデータ・ソース・タイプ」には「既存のデータソースか

ら新規データソース」を選択します。次に、「既存のデータソース既存のデータソース既存のデータソース既存のデータソース」リストから「SDDS」
を選択します。 

11 「データ・ソースの作成 - 管理データ・ソース」ページで、次の手順を実行

します。 

a. 「名前名前名前名前」に、データソースの名前（たとえば、データベースの名前）を

入力します。 

b. 「JNDI ロケーションロケーションロケーションロケーション」に、任意の jndi_name を入力します。指定した

jndi_nameは、Oracle RTDがデータソースを参照するために使用されま

す。 

c. 「接続プール接続プール接続プール接続プール」に、「db_name_Pool」を選択します。 

d. 「終了終了終了終了」をクリックします。 

12 「JDBCリソース」ページの「データソース」テーブルで、追加したエンター

プライズ・データソースについて「接続テスト接続テスト接続テスト接続テスト」をクリックします。  
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注意注意注意注意: Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server データソースを追加する場合、接続テスト

は実行しないでください。 

次の手順に従ってデータソースをテストします。 

a. Oracle Databaseデータソースを追加する場合は、デフォルトの設定を維持

したまま「テストテストテストテスト」をクリックします。 

b. SQL Server、DB2または Teradataデータソースを追加する場合は、「SQL文文文文」

を「select * from your_table_name」（your_table_nameはデー

タベース内の既存のテーブル名）に変更して、「テストテストテストテスト」をクリックし

ます。 

接続が確立されなかった場合は、OC4Jを再起動してデータソースを再度テストします。

それでも接続に失敗する場合は、接続プールが正しく設定されているかどうか確認し

てください。 

7.1.3 Oracle RTD への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加 

OC4Jで接続プールとデータソースを作成した後、Oracle RTDに新しいデータソースを追加する必

要があります。そのためには、4つの異なる XMLファイルにリソース参照を追加する必要があり

ます。作業を開始する前に、OC4Jが稼動していないことを確認してください。 

1 Oracle RTDをスタンドアロン OC4Jで実行する場合は、ディレクトリ

OC4J_HOME/j2ee/home/applications/OracleRTD に移動します。Oracle 
RTDを Oracle Application Serverで実行する場合は、

ORACLE_AS_HOME/j2ee/oc4j_instance/applications/OracleRTD に

移動します。  

このディレクトリは、RTD.earファイルをアプリケーションとしてデプロイしたと

きにファイルが展開された場所です。 

a. ファイル./rtis/WEB-INF/web.xml を探し、それを開いて編集します。

ファイルの下部にスクロールします。SDDS_RTIS のリソース参照を定義

しているセクションをコピーして、既存のセクションの後ろに貼り付け

ます。コピーしたセクションで、文字列 SDDSを、第7.1.2項の手順 11で
入力した JNDI名（jndi_name）に置き換えます。次に例を示します。 

<resource-ref id="jndi_name_RTIS"> 
<res-ref-name>jndi_name</res-ref-name> 
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
<res-auth>Container</res-auth> 
<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 

変更を保存して、ファイルを閉じます。 

b. ファイル./soap/WEB-INF/web.xmlを探し、それを開いて編集します。

ファイルの下部にスクロールします。SDDS_Axisのリソース参照を定義

しているセクションをコピーして、既存のセクションの後ろに貼り付け

ます。コピーしたセクションで、文字列 SDDSを、第7.1.2項の手順 11で
入力した JNDI名（jndi_name）に置き換えます。次に例を示します。 
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<resource-ref id="jndi_name_Axis"> 
<res-ref-name>jndi_name</res-ref-name> 
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
<res-auth>Container</res-auth> 
<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 

変更を保存して、ファイルを閉じます。 

2 ディレクトリ OC4J_HOME/j2ee/home/application-deployments/ 
OracleRTDに移動します。この場合、applications ディレクトリではな

く、application-deployments ディレクトリに移動することに注意して

ください。 

a. ファイル./rtis/WEB-INF/orion-web.xml を探し、それを開いて編集

します。ファイルの下部にスクロールします。SDDS のリソース参照マッ

ピングを定義している行をコピーして、既存の行の後ろに貼り付けます。

コピーした行で、文字列 SDDSを、第7.1.2項の手順 11で入力した JNDI名
（jndi_name）に置き換えます。次に例を示します。 

<resource-ref-mapping name="jndi_name" location="jndi_name"/> 

変更を保存して、ファイルを閉じます。 

b. ファイル./soap/WEB-INF/orion-web.xml を探し、それを開いて編集

します。ファイルの下部にスクロールします。SDDS のリソース参照マッ

ピングを定義している行をコピーして、既存の行の後ろに貼り付けます。

コピーした行で、文字列 SDDSを、第7.1.2項の手順 11で入力した JNDI名
（jndi_name）に置き換えます。次に例を示します。 

<resource-ref-mapping name="jndi_name" location="jndi_name"/> 

変更を保存して、ファイルを閉じます。 

3 OC4Jを起動します。 

 

7.2 WebSphere での追加のでの追加のでの追加のでの追加の JDBC データソースの作成データソースの作成データソースの作成データソースの作成 
Real-Time Decision Server を WebSphereで実行する場合は、この項の手順に従い、インライン・サー

ビスが外部データにアクセスできるように JDBCデータソースを構成します。 

7.2.1 WebSphere でのデータ・プロバイダとデータソースの作成でのデータ・プロバイダとデータソースの作成でのデータ・プロバイダとデータソースの作成でのデータ・プロバイダとデータソースの作成 

Integrated Solutions Consoleを使用して、WebSphereにデータ・プロバイダとデータソースを作成でき

ます。作業を開始する前に、WebSphereが起動していることを確認してください。 

1 追加するエンタープライズ・データソースが Teradataデータソースである場

合は、最初にファイル terajdbc4.jar、tdgssjava.jar および

tdgssconfig.jar を RTD_HOME/lib/jdbc にコピーする必要があります。

これらのファイルは、Teradataの Webサイト（http://www.teradata.com）からダウ

ンロードできます。jar ファイルのバージョンが 3.3.0.2以上であることを確認

してください。 
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2 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

3 左側のツリーで、「Resources」を開き、「JDBC」を開いて「JDBC Providers」
を選択します。 

4 スコープが正しく（Node=host_nameNode_number に）設定されていることを確

認して、「New」をクリックします。 

5 「Database type」に、「User-defined」を選択します。 

6 「Implementation class name」に、次のいずれかを入力します。 

a. SQL Server: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServer 
ConnectionPoolDataSource 

b. Oracle Database: oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPool 
DataSource 

c. DB2: com.ibm.db2.jcc.DB2ConnectionPoolDataSource 
d. Teradata: com.ncr.teradata.TeraConnectionPoolDataSource 

7 「Name」に、このプロバイダの名前（たとえば、データベースの名前）を入

力します。任意の説明を入力することもできます（推奨）。「Next」をクリッ

クします。 

8 「Class path」に、次のいずれかを入力します。 

a. SQL Server: RTD_HOME/lib/jdbc/sqljdbc.jar 
b. Oracle Database: RTD_HOME/lib/jdbc/ojdbc14.jar 
c. DB2: RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc.jar;RTD_HOME/lib/jdbc/ 

db2jcc_license_cu.jar 
d. Teradata: RTD_HOME/lib/jdbc/terajdbc4.jar;RTD_HOME/lib/ 

jdbc/tdgssjava.jar;RTD_HOME/lib/jdbc/tdgssconfig.jar 
RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

9 「Next」をクリックし、「Finish」をクリックして、「Save」をクリックしま

す。 

10 次の手順に従って、データソースの J2C認証エントリを作成します。 

a. 左側のツリーで、「Security」を開き、「Secure administration, applications, and 
infrastructure」を選択します。 

b. 「Authentication」の下の「Java Authentication and Authorization Service」を開

き、「J2C authentication data」を選択します。「New」をクリックします。 

c. 「Alias」に、認証エントリとして識別可能な名前（たとえば、

db_name_auth）を入力します。 

d. 「User ID」と「Password」に、エンタープライズ・データベースのユーザー

名とパスワードを入力します。 

e. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 



   

インストレーションおよび管理ガイド 82 

11 左側のツリーで、「Resources」を開き、「JDBC」を開いて「JDBC Providers」
を選択します。このデータベースに追加した JDBCプロバイダの名前をク

リックします。 

12 「Additional Properties」の下の「Data sources」をクリックします。 

13 次の手順に従って、新しいデータソースを作成します。 

a. 「New」をクリックします。 

b. 「Data source name」に、データソースとして識別可能な名前（たとえば、

db_name_DS）を入力します。 

c. 「JNDI name」に、「Data source name」で指定した同じ値を入力します。

この値は、データソース・オブジェクトでインポートを実行する際に

Decision Studio に表示されます。 

d. 「Component-managed authentication alias and XA authentication」に、手順 10
で作成した J2C認証のエイリアスを選択します。 

e. 「Next」をクリックし、「Finish」をクリックして、「Save」をクリック

します。 

14 追加したデータソースの名前をクリックします。 

15 SQL Server データソースを追加する場合は、次の手順に従い、データソースの

プロパティを設定します。 

a. 「Additional Properties」の下の「Custom properties」をクリックします。 

b. 「Select All」アイコンをクリックし、「Delete」をクリックして既存のカ

スタム・プロパティをすべて削除します。 

c. 「New」をクリックし、「Name」に「databaseName」と入力して、「Value」
にデータベースの名前を入力します。「OK」をクリックします。 

d. 「New」をクリックし、「Name」に「portNumber」と入力して、「Value」
にデータベースのポート番号（通常は 1433）を入力します。「OK」をク

リックします。 

e. 「New」をクリックし、「Name」に「serverName」と入力して、「Value」
にデータベース・サーバーの名前を入力します。「OK」をクリックします。 

f. 「Save」をクリックします。 

16 Oracle Databaseデータソースを追加する場合は、次の手順に従い、データソー

スのプロパティを設定します。 

a. ページの下部にスクロールして、Oracleデータソースのプロパティ・セク

ションを探します。 

b. 「URL」に「jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid」と入力し

ます。 

例: jdbc:oracle:thin:@dbhost.company.com:1521:orcl 

c. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 
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17 DB2データソースを追加する場合は、次の手順に従い、データソースのプロ

パティを設定します。 

a. ページの下部にスクロールして、DB2 Universalデータソースのプロパ

ティ・セクションを探します。 

b. 「Database name」に、データベースの名前を入力します。 

c. 「Driver type」に「4」と入力します。 

d. 「Server name」に、データベース・サーバーの名前を入力します。 

e. 「Port number」に、データベースのポート番号を入力します。 

f. 「OK」をクリックして、「Save」をクリックします。 

18 Teradataデータソースを追加する場合は、次の手順に従い、データソースのプ

ロパティを設定します。 

a. 「Additional Properties」の下の「Custom properties」をクリックします。 

b. 「DSName」をクリックし、「Value」に Teradata データベース・サーバー・

ホストの名前を入力して、「OK」をクリックします。 

c. 「databaseName」をクリックし、「Value」に Teradataデータベースの名前

を入力して、「OK」をクリックします。 

d. 「Save」をクリックします。 

7.2.2 Oracle RTD への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加 

WebSphereでデータ・プロバイダとデータソースを作成した後、Oracle RTDに新しいデータソース

を追加する必要があります。そのためには、次の手順に従って、2つの異なる web.xmlファイル

にリソース参照を追加する必要があります。 

1 次のファイルを開いて編集します。
WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/config/ 
cells/server_name/applications/OracleRTD.ear/deployments/ 
OracleRTD/rtis.war/WEB-INF/web.xml 

2 次の手順に従って、新しい<resource-ref>エントリを作成します。 

a. Oracle RTD Database（SDDS）の既存の<resource-ref>エントリをコピー

して、その直後に貼り付けます。  

b. SDDSエントリと同様に、識別可能な値（末尾に_RTISを付加）を入力し

て id属性を変更します。id の値はファイル内で一意である必要があり

ます。  

c. 第7.2.1項の手順 13で指定した JNDI名を入力して、<res-ref-name>タグ

を変更します。 

Teradataデータソース用の新しい<resource-ref>エントリの例を次に示します。 

<resource-ref id=”TeradataDS_RTIS”> 
  <res-ref-name>TeradataDS</res-ref-name> 
  <res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
  <res-auth>Container</res-auth> 
  <res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 
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3 新しいエントリの入力が完了したら、ファイルを保存して閉じます。 

4 次のファイルを開いて編集します。
WEBSPHERE_HOME/AppServer/profiles/profile_name/config/ 
cells/server_name/applications/OracleRTD.ear/deployments/ 
OracleRTD/soap.war/WEB-INF/web.xml 

5 次の手順に従って、新しい<resource-ref>エントリを作成します。 

a. Oracle RTD Database（SDDS）の既存の<resource-ref>エントリをコピー

して、その直後に貼り付けます。 

b. SDDSエントリと同様に、識別可能な値（末尾に_Axisを付加）を入力し

て id属性を変更します。id の値はファイル内で一意である必要があり

ます。 

c. 第7.2.1項の手順 13で指定した JNDI名を入力して、<res-ref-name>タグ

を変更します。 

Teradataデータソース用の新しい<resource-ref>エントリの例を次に示します。 

<resource-ref id=”TeradataDS_Axis”> 
  <res-ref-name>TeradataDS</res-ref-name> 
  <res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
  <res-auth>Container</res-auth> 
  <res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 

6 新しいエントリの入力が完了したら、ファイルを保存して閉じます。 

7.2.3 WebSphere でのリソース参照の更新でのリソース参照の更新でのリソース参照の更新でのリソース参照の更新 

web.xmlファイルにリソース参照を追加した後、Integrated Solutions Consoleを使用して、WebSphere
でリソース参照を構成する必要があります。作業を開始する前に、WebSphereが起動していること

を確認してください。 

1 http://websphere_host:port/ibm/console から Integrated Solutions 
Consoleにアクセスします。ログイン・プロンプトで、管理者のユーザー名と

パスワードを入力します。Windowsでは、「スタートスタートスタートスタート」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」から

Integrated Solutions Consoleにアクセスすることもできます。 

2 左側のツリーで、「Applications」を開いて「Enterprise Applications」を選択し

ます。「Oracle RTD」をクリックします。 

3 「References」の下の「Resource references」をクリックします。 

4 リソース参照が表示されるテーブルまでスクロール・ダウンし、web.xml
ファイルに追加した 2つのエントリを探します。 

5 各エントリの「Target Resource JNDI Name」に、第7.2.1項の手順 13で指定した

JNDI名を設定します。 

6 両方のエントリを選択し、「Specify authentication method」にスクロール・アッ

プして、「Use default method (many-to-one mapping)」を選択します。次に、

「Authentication」データ・エントリに、第7.2.1項の手順 10で作成した J2C認証

エントリを選択します。 

7 「Apply」をクリックします。 
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8 テーブルの下部にスクロールして「OK」をクリックし、「Save」をクリック

します。 

7.2.4 別のデータソースの追別のデータソースの追別のデータソースの追別のデータソースの追加加加加 

同じタイプのデータソースを新たに追加する場合は、第7.2.1項の手順 10以降を実行します。特定

のデータベース・タイプに対して JDBCプロバイダをすでに作成している場合は、新たに JDBC プ

ロバイダを作成する必要はありません。 

異なるタイプのデータソースを新たに追加する場合は、すべての手順を繰り返す必要があります。  

 

7.3 WebLogic での追加のでの追加のでの追加のでの追加の JDBC データソースの構成データソースの構成データソースの構成データソースの構成 
Real-Time Decision Server を WebLogicで実行する場合は、この項の手順に従い、インライン・サービ

スが外部データにアクセスできるように JDBCデータソースを構成します。 

7.3.1 データソース用のデータソース用のデータソース用のデータソース用の JDBC jar ファイルへのパスの設定ファイルへのパスの設定ファイルへのパスの設定ファイルへのパスの設定 

1 追加するエンタープライズ・データソースが Teradataデータソースである場

合は、ファイルterajdbc4.jar、tdgssjava.jarおよびtdgssconfig.jar
を RTD_HOME/lib/jdbcにコピーします。これらのファイルは、Teradataの
Webサイト（http://www.teradata.com）からダウンロードできます。jarファイル

のバージョンが 3.3.0.2以上であることを確認してください。 

2 追加するエンタープライズ・データソースが Oracle BI EEデータソースである

場合は、ファイル bijdbc.jarを RTD_HOME/lib/jdbcにコピーします。

このファイルは、ご使用の Oracle BI EEインストールにあります。 

3 WebLogicを Windowsで実行する場合は、次の手順に従い、データソース用の

JDBC jarファイルへのパスを classpathの設定に追加します。 

a. ファイル BEA_HOME¥user_projects¥domains¥domain_name¥ 
bin¥startWebLogic.cmd を開いて編集します。 

b. ファイル上部に classpathを設定する適切な行を挿入して、データソース

用の JDBC jarファイルへのパスを追加します。jar ファイルの名前は、デー

タソースとして追加するデータベースのタイプによって異なります。 

SQL Server の場合、次の行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
sqljdbc.jar; 

Oracle Databaseの場合、次の行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
ojdbc14.jar; 
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DB2の場合、次の 2行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
db2jcc.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
db2jcc_license_cu.jar; 

Teradataの場合、次の 3行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
terajdbc4.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
tdgssjava.jar; 
set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
tdgssconfig.jar; 

Oracle BI EEの場合、次の行を追加します。 

set EXT_PRE_CLASSPATH=%EXT_PRE_CLASSPATH%;RTD_HOME¥lib¥jdbc¥ 
bijdbc.jar; 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

注意注意注意注意: Siebel Analytics Server データソースを追加する場合は、行を挿入する必要はあ

りません。 

c. ファイルを保存して閉じます。 

d. WebLogicを再起動します。 

4 WebLogicを UNIXで実行する場合は、次の手順に従い、データソース用の JDBC 
jar ファイルへのパスを classpathの設定に追加します。 

a. ファイル BEA_HOME/user_projects/domains/domain_name/bin/ 
startWebLogic.sh を開いて編集します。  

b. ファイル上部に classpathを設定する適切な行を挿入して、データソース

用の JDBC jarファイルへのパスを追加します。jar ファイルの名前は、デー

タソースとして追加するデータベースのタイプによって異なります。 

SQL Server の場合、次の行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/sqljdbc.
jar" 

Oracle Databaseの場合、次の行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ojdbc14.
jar" 

DB2の場合、次の 2行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc. 
jar" 
EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/db2jcc_ 
license_cu.jar" 
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Teradataの場合、次の 3行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ 
terajdbc4.jar" 
EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ 
tdgssjava.jar" 
EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ 
tdgssconfig.jar" 

Oracle BI EEの場合、次の行を追加します。 

EXT_PRE_CLASSPATH="${EXT_PRE_CLASSPATH}:RTD_HOME/lib/jdbc/ 
bijdbc.jar" 

RTD_HOMEは、実際の Oracle RTDのインストール・パスに置き換えてください。 

注意注意注意注意: Siebel Analytics Server データソースを追加する場合は、行を挿入する必要はあ

りません。 

c. ファイルを保存して閉じます。 

d. WebLogicを再起動します。 

7.3.2 WebLogic でのデータソースの作成でのデータソースの作成でのデータソースの作成でのデータソースの作成 

WebLogic Server Administration Console を使用して、WebLogicにデータソースを作成できます。作業を

開始する前に、WebLogicが起動していることを確認してください。 

1 http://weblogic_host:port/console から、Oracle RTDドメインの

WebLogic Server Administration Console にアクセスします。ログイン・プロンプト

で、管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Windowsでは、「スタースタースタースター

トトトト」→「プログラムプログラムプログラムプログラム」→「BEA Products」→「User Projects」→→→→「domain_name」
→「Admin Server Console」から WebLogic Server Administration Console にアクセス

することもできます。 

2 左側のツリーで、「Services」を開き、「JDBC」を開いて「Data Sources」を

選択します。 

3 「New」をクリックします。「New」ボタンを有効にするには、最初に「Lock 
& Edit」をクリックする必要があります。 

4 「JDBC Data Source Properties」ページで、次の手順を実行します。 

a. 「Name」に、データソースとして識別可能な名前（たとえば、

db_name_DS）を入力します。 

b. 「JNDI name」に、「Name」で指定した同じ値を入力します。この値は、

データソース・オブジェクトでインポートを実行する際に Decision Studio
に表示されます。 

c. 「Database Type」に「Other」を設定します。 

d. 「Database Driver」が「Other」に設定されていることを確認し、「Next」
をクリックします。 

5 「Transaction Options」ページで「Supports Global Transactions」の選択を解除し

て、「Next」をクリックします。 
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6 「Connection Properties」ページで、次の手順を実行します。 

a. 「Database Name」に、データベースの名前を入力します。Oracle BI EEデー

タソースを追加する場合は、空でない文字列を入力します。このプロパ

ティは Oracle BI EEでは使用されないため、どのような値でもかまいませ

ん。Siebel Analytics Server データソースを追加する場合は、

「SAS_DSN_name」と入力します。  

注意注意注意注意: Siebel Analytics Server データソースを追加するには、最初に Siebel Analytics ODBC
データソース名（SAS_DSN_name）を作成して構成する必要があります。詳細は、

『Siebel Analytics Server Administration Guide』を参照してください。Siebel Analytics Server
データソース名には、空白を含めることはできません。  

b. 「Host Name」に、データベース・サーバーをホスティングするコンピュー

タの名前を入力します。Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server データソー

スを追加する場合は、Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server をホスティン

グするコンピュータの名前を入力します。 

c. 「Port」に、データベースへの接続に使用されるデータベース・サーバー

のポート番号を入力します（SQL Serverの場合は 1433、Oracle Databaseの
場合は 1521、DB2の場合は 50000、Oracle BI EEおよび Siebel Analytics Server
の場合は 9703）。 

d. 「Database User Name」に、データベースのランタイム・ユーザーの名前

を入力します。Oracle BI EE または Siebel Analytics Server データソースを追加

する場合は、Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server ユーザーの名前を入力

します。 

e. 「Password」に、データベースのランタイム・ユーザーのパスワードを入

力します。Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server データソースを追加する

場合は、Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server ユーザーのパスワードを入

力します。「Next」をクリックします。 

7 「Test Database Connection」ページの「Driver Class Name」に、接続プールの物

理データベース接続を作成するために使用される JDBC ドライバ・クラスの完

全なパッケージ名を入力します（このドライバ・クラスは、デプロイ先のサー

バーの classpathに設定されている必要があります）。 

� SQL Server: com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 
� Oracle Database: oracle.jdbc.driver.OracleDriver 
� DB2: com.ibm.db2.jcc.DB2Driver  

� Teradata: com.ncr.teradata.TeraDriver 
� Oracle BI EE: oracle.bi.jdbc.AnaJdbcDriver 
� Siebel Analytics Server: sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver 

8 「URL」に、接続先のデータベースの URLを入力します。URLの書式は、デー

タソースのタイプによって異なります。 

� SQL Server: jdbc:sqlserver://db_host:db_port 
� Oracle Database: jdbc:oracle:thin:@db_host:db_port:sid 
� DB2: jdbc:db2://db_host:db_port/db_name  
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� Teradata: jdbc:teradata://db_host/DATABASE=db_name 
� Oracle BI EE: jdbc:oraclebi:// server_name:9703/user=bi_user_name; 

password=bi_password;catalog=catalog_name; 
注意注意注意注意: カタログ名はオプションです。  

� Siebel Analytics Server: jdbc:odbc:SAS_DSN_name 
9 「Properties」フィールドに、JDBCドライバで必要なプロパティとその値を入

力します。指定する必要があるプロパティは、データソースのタイプによっ

て異なります。 

� SQL Server の場合、プロパティ user=db_user_name および

DatabaseName=db_nameを個別の行に入力します。 

� Oracle Database の場合、プロパティ user=db_user_nameを入力します。 

� DB2 の場合、プロパティ user=db_user_name を入力します。 

� Teradata の場合、プロパティ username=db_user_nameを入力します。 

� Oracle BI EE の場合、プロパティは必要ありません。「Properties」フィールドは空

白のままにしておきます。 

� Siebel Analytics Server の場合、プロパティ user=SAS_user_nameを入力します。 

10 ページの下部にスクロールします。「Test Table」に、データベース内の既存

のテーブル名を入力します。 

注意注意注意注意: Oracle BI EEまたは Siebel Analytics Server データソースを追加する場合、接続テスト

は実行しないでください。手順 12に進みます。 

11 「Test Configuration」をクリックします。テストに失敗した場合は、戻って設

定を確認します。テストが成功した場合は、「Next」をクリックします。 

12 変更内容を反映させるサーバー（たとえば、「AdminServer」）を選択します。

この手順は、データソースの構成を完了する前に実行する必要があります。 

13 「Finish」をクリックします。 

14 「Activate Changes」をクリックします。 

7.3.3 Oracle RTD への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加への新しいデータソースの追加 

WebLogicでデータソースを作成した後、Oracle RTDに新しいデータソースを追加する必要がありま

す。そのためには、次の手順に従って、soap.war および rtis.war アーカイブ内の web.xml
ファイルにリソース参照を追加する必要があります。 

1 インストール時に RTD.earファイルを展開したディレクトリ

（RTD_HOME/package/expanded）に移動します。 

2 rtis.war アーカイブを開いて web.xml を抽出し、web.xml を開いて編集

します。ファイルの下部にスクロールします。SDDS_RTIS のリソース参照を

定義しているセクションをコピーして、既存のセクションの後ろに貼り付け

ます。コピーしたセクションで、文字列 SDDSを、第7.3.2項の手順 4で入力し

た JNDI名に置き換えます。次に例を示します。 
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<resource-ref id="jndi_name_RTIS"> 
<res-ref-name>jndi_name</res-ref-name> 
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
<res-auth>Container</res-auth> 
<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 

変更内容を保存してファイルを閉じ、ファイルを元の rtis.war に再びアーカイブし

ます。 

3 soap.warアーカイブを開いて web.xml を抽出し、web.xml を開いて編集

します。ファイルの下部にスクロールします。SDDS_Axisのリソース参照を

定義しているセクションをコピーして、既存のセクションの後ろに貼り付け

ます。コピーしたセクションで、文字列 SDDSを、第7.3.2項の手順 4で入力し

た JNDI名に置き換えます。次に例を示します。 

<resource-ref id="jndi_name_Axis"> 
<res-ref-name>jndi_name</res-ref-name> 
<res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
<res-auth>Container</res-auth> 
<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 
</resource-ref> 

変更内容を保存してファイルを閉じ、ファイルを元の soap.war に再びアーカイブし

ます。 

 

7.4 新しいエンタープライズ・データソースのテスト新しいエンタープライズ・データソースのテスト新しいエンタープライズ・データソースのテスト新しいエンタープライズ・データソースのテスト 
新しいエンタープライズ・データソースを追加した後、この項の手順に従って、データソースが

正しく構成されていることを確認します。作業を開始する前に、Oracle RTDが起動していることを

確認してください。 

1 RTD_HOME¥eclipseで eclipse.exeを実行して、Decision Studio を起動しま

す。次に、新しいインライン・サービスを作成するか、既存のインライン・

サービスを開きます。詳細は、Decision Studioのヘルプを参照してください。 

2 「Service Metadata」フォルダを開き、「Data Sources」を右クリックして「New 
SQL Data Source」を選択します。 

3 「Display Label」にテストするデータソースの名前を入力して、「OK」をクリッ

クします。 

4 「Import」をクリックします。次に、「JDBC Data Source」ドロップダウン・

リストから、テストするデータソースを選択します。テーブルとビューのリ

ストが、そのデータソースのテーブルとビューの名前で更新されます。 

5 特定のテーブルまたはビューを選択し、「Import」ダイアログ・ボックスの

「Finish」をクリックします。「Data Source」エディタの「Output」テーブルに、

利用可能な列のリストが表示されます。 

6 任意の基本コードを記述し、実行時にそのテーブルから実際の行が取得され

ることを確認します。 
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前述の手順を完了できなかった場合は、データソースの構成設定を確認してから、もう一度実行

してください。 
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8 追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動追加の構成設定とクライアント・ツールの起動 
この章では、Decision Center と Real-Time Decision Server の追加の構成設定について説明します。  

この章の内容は次のとおりです。 

� 8.1 Decision Centerのブラウザの構成 

� 8.2 Real-Time Decision Server のロギングの構成 

� 8.3 Oracle Real-Time Decisions クライアント・ツールへのアクセス 

 

8.1 Decision Center のブラウザの構のブラウザの構のブラウザの構のブラウザの構成成成成 
Decision Centerの Internet Explorerクライアント・ブラウザは、最適なパフォーマンスを得るために、

次のように構成する必要があります。 

1 Internet Explorer で、「ツールツールツールツール」→「インターネットインターネットインターネットインターネット オプションオプションオプションオプション」を選択してオ

プションを設定します。  

2 「詳細設定詳細設定詳細設定詳細設定」タブで、「ショートカットを起動するためにウィンドウを再使ショートカットを起動するためにウィンドウを再使ショートカットを起動するためにウィンドウを再使ショートカットを起動するためにウィンドウを再使

用する用する用する用する」を選択解除します。  

3 ブラウザで Cookieが有効になっていることを確認します。  

 

8.2 Real-Time Decision Server のロギングの構成のロギングの構成のロギングの構成のロギングの構成 
「OracleRTD」→「SDManagement」→「SDLogging」MBeanのログ出力属性は、Log4Jタイプのログ

出力です。詳細は、Log4Jの Webサイト（http://logging.apache.org/log4j）を参照してください。  

ロギングの構成パラメータを変更する手順は次のとおりです。 

1 Oracle RTDを起動します。 

2 JConsoleを起動してログインします。詳細は、第10.1項「JConsoleへのアクセ

ス」を参照してください。 

3 「OracleRTD」→「SDManagement」→「SDLogging」MBeanに移動します。 

4 必要に応じてロギング属性を変更します。 

a. 属性 Priorityおよび InlineServicePriorityをDEBUG、INFO、WARNまたはERROR
に設定することにより、サーバー・ログに記録されるログ・メッセージ

のレベルを指定できます。 

b. 属性 LogFile はサーバー・ログの場所を指定します。デフォルトでは、

RTD_HOME¥log¥server.log に設定されています。 

5 [Enter]を押します。変更内容を取り消す場合は、[Esc]キーを押します。 
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8.3 Oracle Real-Time Decisions クライアント・ツールへのアクセスクライアント・ツールへのアクセスクライアント・ツールへのアクセスクライアント・ツールへのアクセス 
Decision Studio、Decision Center、Load Generator などの Oracle RTDクライアント・ツールを起動してア

クセスするには、次の各項の手順を実行します。JConsole管理ツールの起動方法の詳細は、第10.1
項「JConsoleへのアクセス」を参照してください。 

Decision Center にアクセスするには、Real-Time Decision Server を実行している必要があります。

Decision Studio と Load Generator は、Real-Time Decision Server を実行していなくても、部分的に機能し

ます。 

8.3.1 Decision Studio へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス 

Decision Studio にアクセスするには、Oracle RTD クライアント・ツールをインストールしたクライア

ント・コンピュータで RTD_HOME¥eclipse¥eclipse.exe を実行します。 

8.3.2 Decision Center へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス 

任意のコンピュータから Decision Center にアクセスするには、Webブラウザを起動して、

http://server_name:8080/uiに移動します。 

8.3.3 Load Generator へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス 

Load Generatorにアクセスするには、Oracle RTD クライアント・ツールをインストールしたクライア

ント・コンピュータで RTD_HOME¥scripts¥loadgen.cmd を実行します。 
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9 Oracle Real-Time Decisions の本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイの本番環境へのデプロイ 
インライン・サービスをテストして本番環境にデプロイする準備ができたら、インライン・サー

ビスを 1つ以上の本番用サーバーにデプロイします。システムのハードウェア要件は、オール・

イン・ワン構成を選択したか、フル・デプロイ構成を選択したかによって異なります。システム

構成は、特定の要件やアプリケーション特性に応じて、調整が必要になる場合があります。 

この章の内容は次のとおりです。 

� 9.1 オール・イン・ワン構成 

� 9.2 フル・デプロイ構成 

 

9.1 オール・イン・ワン構成オール・イン・ワン構成オール・イン・ワン構成オール・イン・ワン構成 
オール・イン・ワン構成は、コンセプトの実証やパイロットタイプの実装をサポートします。こ

の構成を使用する目的は、長期的に本番環境のシステムをサポートすることではなく、Inline 
Intelligenceソリューションを導入するメリットを理解することにあります。この構成は、約 100の
アカウント・マネージャ、または約 50のコール・センター・エージェントをサポートします。 

Inline Intelligence™プラットフォーム 最小構成 

J2EEアプリケーション・サーバー OC4J 

OS Windows  
CPU数 2 

CPU 2GHz以上 
RAM 2GB 
HD 100GB 
データベース SQL Server、Oracle Databaseまたは DB2 

 

9.2 フル・デプロイ構成フル・デプロイ構成フル・デプロイ構成フル・デプロイ構成 
フル・デプロイ構成は、本番環境で約 1,500の B2Bアカウント・マネージャまたは約 1,000のコー

ル・センター・エージェントをサポートします。システム構成を決定する要素は多数あります。

たとえば、1秒当たりのピーク時リクエスト数、選択数、モデルの数とサイズ、データソースの数

などがあります。プロフェッショナル・サービス・グループは、ビジネスと技術要件に最も適し

た構成の決定をサポートします。   

サーバー コンポーネント 最小構成 

Decision Server（2） CPU 2 X 2-CPU、2GHz以上、2GB RAM 
 J2EEアプリケーション・

サーバー 
OC4J、WebSphereまたは WebLogic 

 OS Windows、Solaris、AIX、HP-UX 
または Linux 
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サーバー コンポーネント 最小構成 

データベース・サーバー1 CPU 4-CPU、2GHz以上、8GB RAM 
 DBMS SQL Server、Oracle Databaseまたは

DB2 
Learning Server2 CPU 2-CPU、2GHz以上、2GB RAM 
 J2EEアプリケーション・ 

サーバー 
OC4J、WebSphereまたは WebLogic 

 OS Windows、Solaris、AIX、HP-UX 
または Linux 

注意: 

1:  データベース・サーバーの CPUと Decision Server の CPUの比率はほぼ 1:1です。 
2:  Learning Serverの CPUと Decision Server の CPUの比率はほぼ 1:4です。 
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10 JMX を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Real-Time Decisions の管理の管理の管理の管理 
Oracle Real-Time Decisionsでは、J2EE業界標準の Java Management Extensions（JMX）を使用して、管理

サービス、デシジョン・サービス、ラーニング・サービス、およびデプロイされたインライン・

サービスが管理されます。そのため、Java Development Kit 1.5.0.8に同梱されている JConsoleという

JMX管理ツールを使用して Oracle RTDを管理できます。また、サード・パーティによる JMX実装を

使用して Oracle RTDを管理することもできます。このマニュアルでは、JConsoleを使用することを

前提にしています。 

JMX MBeanは、ロギング、インライン・サービス構成、セキュリティ、ユーザーなど、Oracle RTD
のあらゆる側面を管理します。Oracle RTDは、次の 3つのサービスで構成されています。 

管理サービス管理サービス管理サービス管理サービス: Decision Studioを使用して作成される構成からインライン・サービスの生成を管理し

ます。  

デシジョン・サービスデシジョン・サービスデシジョン・サービスデシジョン・サービス: インライン・サービスを実行し、エンタープライズ運用プロセスに統合し

ます。  

ラーニング・サービラーニング・サービラーニング・サービラーニング・サービスススス: インライン・サービスの基盤となる、分析に基づくセルフラーニング・モ

デルを保持します。  

Oracle RTDは、多くの場合、トランザクションの多い環境でパフォーマンスを向上させるために複

数のサーバーやクラスタにデプロイされます。その場合、これらの各サービスでは、コード、ト

ランザクション・データおよび構成を保持するためにリレーショナル・データベースが使用され

ます。  

この章の内容は次のとおりです。 

� 10.1 JConsole へのアクセス 

� 10.2 JMX MBeanの操作と属性 

� 10.3 Oracle Real-Time Decisionsのクラスタ・レベルの管理 

� 10.4 Oracle Real-Time Decisionsのメンバー・レベルの管理 

� 10.5 Oracle Real-Time Decisionsのセキュリティの管理 

� 10.6 インライン・サービスの管理 

� 10.7 デプロイ状態の管理 

� 10.8 ラーニング・サービスの管理 

� 10.9 アラート・サービスの管理 
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10.1 JConsole へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス 
OC4J、Oracle Application Server または WebLogicの場合、JConsoleにアクセスする手順は次のとおりで

す。 

1 JDK_HOME/bin/jconsole を実行します。 

例: C:¥Program Files¥Java¥jdk1.5.0_08¥bin¥jconsole.exe 

コンピュータに複数の JDKをインストールしている場合は、どの JDK_HOME を使用し

てもかまいません。任意の JDKから JConsoleを実行できます。 

注意注意注意注意: UNIXで JConsoleを実行する場合、最初にオペレー

ティング・システムの環境変数 PATHの先頭に JAVA_HOME/bin
を追加する必要があります。 

2 「Remote」タブをクリックして、次の内容を入力します。 

a. 「Host」に、Real-Time Decision Server を実行しているコンピュータの名前を

入力します。 

b. 「Port」に、JMXのリモート・ポート番号（たとえば、12345）を入力し

ます。 

c. 「User Name」および「Password」に、JConsoleの設定時に指定した資格証

明を入力します。詳細は、第3.7項「OC4Jに対する JConsole の設定」およ

び第5.7項「WebLogicに対する JConsoleの設定」を参照してください。 

WebSphereの場合、JConsoleにアクセスする手順は次のとおりです。 

1 WebSphereがインストールされているコンピュータで、第4.7.2項「JConsoleの
バッチ・ファイルの設定」で作成したバッチ・スクリプトを実行します。 

2 第4.7.3項「JConsoleユーザーの作成」で作成した JConsoleユーザー（たとえば、

jmx_admin）としてログインします。 

注意注意注意注意: Oracle RTDを WebSphereで実行する場合、デフォルト

では、JConsoleを WebSphereサーバーと同じコンピュータで実行

する必要があります。この問題は、WebSphereの制限によって発

生します。 

 

10.2 JMX MBean の操作と属性の操作と属性の操作と属性の操作と属性 
Oracle RTD MBeanは、JConsoleの「MBean」タブの「OracleRTD」フォルダからアクセスできます。

これらの MBeanを使用して、Oracle RTDの様々な面を管理できます。各 MBeanは、情報および管理

目的に使用できる属性と操作で構成されます。  
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SDCluster レベルの属性と操作は、クラスタ・レベルの機能を管理できます。MBeanは階層構造になっ

ています。SDCluster の属性には次のものがあります。 

� Properties: SD クラスタのプロパティの構成。  

� Members: クラスタのメンバー。各メンバーはこの属性によって表示されます。メンバーを使用

して、ローカル・サーバー・レベルのプロパティを管理できます。  

� Security: 様々な認証属性を管理できます。この属性の多くは、1つの認証タイプに固有のもの

であり、他の認証タイプには表示されません。  

� InlineServiceManager: デプロイされたインライン・サービスを管理します。  

� DeploymentStates: デプロイ状態の設定と並替えを実行できます。  

� LearningService: ラーニング・サービスの属性を管理します。  

� AlertService: アラート・サービスを管理します。  

 

10.3 Oracle Real-Time Decisions のクラスタ・レベルの管理のクラスタ・レベルの管理のクラスタ・レベルの管理のクラスタ・レベルの管理 
クラスタ・レベルの管理は、サーバーのクラスタ全体に影響を与えるアイテムに使用します。サー

バーを 1つしか使用していない場合でも、クラスタ・レベルの管理はあります。  

10.3.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」について」について」について」について 

「SDManagement」→「SDClusterPropertyManager」MBeanには、次の操作があります。 

java.lang.Void restoreDefault() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的:    Oracle RTDをデフォルトのインストール設定に戻します。このコマンドを

クラスタで実行すると、値がクラスタのデフォルト値に戻されます。 

10.3.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Misc」について」について」について」について 

「SDClusterPropertyManager」→「Misc」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

DisableBatchDBOperations データベースのバッチ操作を指定するブール・スイッチ。

AutoFlushTimeout データベースの書込みバッファの自動フラッシュを指定

する時間間隔（秒）。端数がサポートされます。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

WorkerThreadPoolSize 通常の統合点リクエストの処理ではなく、一般的なメン

テナンス・アクティビティに使用されるスレッド数。メ

ンテナンス・アクティビティには、モデルのメンテナン

ス、セッション時間の操作、およびタイムアウトしたリ

クエストの処理が含まれます。 

IntegrationPointRequestIOFactor 統合点リクエストが、I/O処理に費やす時間、またはこの

VMの外部システムを待機する時間のパーセンテージ。 

IntegrationPointMaxConcurrentJobs 現在実行している統合点リクエストの最大数。通常は 0
に設定する必要があります。この場合、値は次のように

計算されます。Math.ceilは、次に大きい整数値に丸められ

ることを意味します。 
NumCPUs * Math.ceil(1/(1-DSRequestIOFactor)) + 5 

IntegrationPointQueueSize 実行を待機する統合点リクエストの最大数。リクエスト

がこの値を超えると、サーバーで、「Server Too Busy」エ

ラー・メッセージとともにリクエストが終了します。こ

の属性は、サーブレット・コンテナによって割り当てら

れるサーブレット・スレッドの数から

IntegrationPointMaxConcurrentJobsの構成値または計算値を引

いた値以下に設定する必要があります。

IntegrationPointMaxConcurrentJobsの計算値は、「SDConsole」
→「Members」→「Decision Service」で確認できます。 

IntegrationPointGuaranteedRequestTimeout 統合点リクエストに対して保証されるミリ秒単位のレス

ポンス時間（サービス・レベルの保証）。0の場合、統合

点リクエストにはタイムアウトが発生しません。これは、

デバッグにのみ適しています。 

DBOperationLogThresholdMilliSec 指定された時間のしきい値を超えるすべてのデータベー

ス操作が記録されます。 

DCOperationLogThresholdMilliSec 指定された時間のしきい値を超える Decision Center のすべ

てのリクエストが記録されます。 

SystemDSName データソースの JNDI名。 

ModelDSName ラーニング・サービスによって使用されるデータソース

の JNDI名。 

ArchivedModelCatalogRefreshInterval アーカイブされたモデルのカタログのリフレッシュ時間

間隔（秒）。カタログは Discovery Explorerによって使用さ

れます。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

ArchivedModelCacheTimeToLive アーカイブされたモデルがメモリーに保存される最大時

間（秒）。アーカイブされたモデルのキャッシュは、

Discovery Explorerによって使用されます。 

DSQueueThreadCount DSリクエスト・キューをリスニングする JMSスレッドの

数。 

DSSessionIdleTimeoutMillisec デシジョン・サービス・セッションのアイドル・タイム

アウト（ミリ秒）。 

DSManagesSessionAffinity デシジョン・サービスはセッション・アフィニティを管

理します。trueに設定すると、デシジョン・サービスはア

クティブなセッション・キーのマップを維持し、必要な

場合は、統合点リクエストを、キーのセッションを所有

しているクラスタ・ホストに転送します。ホストが 1つの

インストール、およびセッション・アフィニティがアプ

リケーション・サーバーまたは外部のロード・バランサ

によって完全に管理されているインストールでは、無効

にする必要があります。 

CustomLoginLogo ログイン・ページのカスタム・イメージ。 

CustomHeaderLogo メイン・ページのカスタム・イメージ。 

SMTPHost SMTPメール・サーバーのホスト名。現在、アラート通知

の送信にのみ使用されます。 

SMTPPort SMTPメール・サーバーのポート。 

SMTPUser SMTP認証が必要な場合の SMTPメール・サーバーのユー

ザー名。 

SMTPPassword SMTP認証が必要な場合の SMTPメール・サーバーのパス

ワード。 

 

10.3.3 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Cluster」について」について」について」について 

「SDClusterPropertyManager」→「Cluster」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

GenerateDSCookies Decision Server HTTP Cookie を生成します。trueに設定すると、

Decision Server が統合点リクエストを HTTPセッションと関

連付け、Webコンテナはコンテナ固有のセッション・ア

フィニティ Cookieを生成します。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

JGroupProtocols JGroupsチャネルに使用されるプロトコルとプロパティを

定義します。 

JGroupDSProtocols Decision Server の転送チャネルに使用される JGroupsのプロ

トコルとプロパティを定義します。 

SDGroupName クラスタの名前。 

LearningServiceInitialWait 最初にサーバーが起動したときに、ラーニング・サービス

が起動されるまで待機する時間（ミリ秒）。 

LearningServiceRestartWait マシンに障害が発生した後、またはマシンがクラスタから

削除された後、アラート・サービスが再起動されるまで待

機する時間（ミリ秒）。 

AlertServiceInitialWait 最初にサーバーが起動したときに、アラート・サービスが

起動されるまで待機する時間（ミリ秒）。 

AlertServiceRestartWait マシンに障害が発生した後、またはマシンがクラスタから

削除された後、アラート・サービスが再起動されるまで待

機する時間（ミリ秒）。 

OperationalDataCleanupPeriod データベースの操作データ（選択履歴、統計、学習データ・

ストレージ）のクリーンアップの時間間隔（端数の指定も

可能）。 

StatisticsCleanupChunkSize 古い統計レコードを削除する場合に使用するチャンク・サ

イズ。 

ChoiceHistoryCleanupChunkSize 古い選択履歴レコードを削除する場合に使用するチャン

ク・サイズ。 

LearningDataStorageCleanupChunkSize 古い学習データ・ストレージ・レコードを削除する場合に

使用するチャンク・サイズ。 

StatisticsCleanupThrottle 0.1～1の数字を指定します。より大きいスロットル値は、

より高速な処理に対応します。 

ChoiceHistoryCleanupThrottle 0.1～1の数字を指定します。より大きいスロットル値は、

より高速な処理に対応します。 

LearningDataStorageCleanupThrottle 0.1～1の数字を指定します。より大きいスロットル値は、

より高速な処理に対応します。 
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10.3.4 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Deployment」について」について」について」について 

「SDClusterPropertyManager」→「Deployment」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

AppPollingInterval AppFactoryが SDAppsテーブルをポーリングして、新しいア

プリケーションの存在を確認する頻度（秒）。 

 

10.3.5 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Alert Service」について」について」について」について 

「SDClusterPropertyManager」→「Alert Service」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説説説説明明明明    

MailFrom 電子メールのアラート通知の送信元アドレス。 

MailLogo 電子メールのアラート通知のヘッダーに表示するロゴ。

AlertHistoryCleanupIntervalMinutes 古いアラートの有効期限を確認するためにアラート履歴

のアーカイブをスキャンする頻度。分単位で指定します。

AlertDispatcherSleepIntervalMinutes アラート・サービスでアラートを評価する頻度。分単位

で指定します。 

AlertDispatcherErrorSleepIntervalMinutes エラーが発生した場合に、アラート・サービスがアラー

トの評価を再実行する頻度。分単位で指定します。 

 

10.4 Oracle Real-Time Decisions のメンバー・レベルの管理のメンバー・レベルの管理のメンバー・レベルの管理のメンバー・レベルの管理 
10.4.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「SDLogging」について」について」について」について 

「SDManagement」→「SDLogging」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Priority com.sigmadynamics カテゴリの現在のロギング・プラ

イオリティ。有効な値は、DEBUG、ERROR、INFOおよび

WARNです。 

InlineServicePriority インライン・サービスの現在のロギング・プライオリティ。

有効な値は、DEBUG、ERROR、INFOおよび WARNです。 

LogFile 現在のログ・ファイルの場所。 
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ログ・ファイルに記録される値の詳細は、『Oracle Real-Time Decisions Decision Studioリファレンス・

ガイド』のインライン・サービスのトラブルシューティングとデバッグに関する項を参照してく

ださい。  

10.4.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDPropertyManager」→「」→「」→「」→「Performance Monitoring」について」について」について」について 

「SDPropertyManager」→「Performance Monitoring」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

DSPerfCounterEnabled DSパフォーマンス・カウンタの書込みを有効にします。

ただし、ファイルのサイズが大きくなりすぎるため、有効

化したままにはしないでください。 

DSPerfCounterAppend trueの場合、パフォーマンス・データが既存のファイル（存

在する場合）に付加されます。falseの場合、サーバーの再

起動時に既存のファイルが上書きされます。 

DSPerfCounterLogFile DSパフォーマンス・カウントが定期的に付加されるタブ

区切り CSVファイル。MS Excelが利用可能な場合、インス

トールのetcディレクトリにあるds_perf.xlsを使用す

ると、見やすく表示されます。 

DSPerfCounterLogInterval DSパフォーマンス・カウントの更新間隔（ミリ秒）。 

Performance Monitoringの使用方法の詳細は、『Oracle Real-Time Decisions Decision Studio リファレンス・

ガイド』の Performance Monitoringの使用に関する項を参照してください。 

10.4.3 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDPropertyManager」→「」→「」→「」→「Misc」について」について」について」について 

「SDPropertyManager」→「Misc」MBean には、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

DecisionServiceEnabled このインスタンスでデシジョン・サービスを実行するか

どうかを指定します。 

LearningServiceEnabled このインスタンスでラーニング・サービスを実行するか

どうかを指定します。 

AlertServiceEnabled このインスタンスでアラート・サービスを実行するかど

うかを指定します。 

WorkerThreadPoolSize 通常の統合点リクエストの処理ではなく、一般的なメン

テナンス・アクティビティに使用されるスレッド数。メ

ンテナンス・アクティビティには、モデルのメンテナン

ス、セッション時間の操作、およびタイムアウトしたリ

クエストの処理が含まれます。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

NumCPUs このホストの CPU 数。Windows では、ハイパースレッド・

コンピュータの場合、「Windows タスク マネージャ」に

表示されるプロセッサ数の半分を使用します。 

IntegrationPointRequestIOFactor 統合点リクエストが、I/O処理に費やす時間、またはこの

VMの外部システムを待機する時間のパーセンテージ。 

IntegrationPointMaxConcurrentJobs 現在実行している統合点リクエストの最大数。通常は 0
に設定する必要があります。この場合、値は次のように

計算されます。Math.ceilは、次に大きい整数値に丸められ

ることを意味します。NumCPUs * 
Math.ceil(1/(1-DSRequestIOFactor)) + 5 

IntegrationPointQueueSize 実行を待機する統合点リクエストの最大数。リクエスト

がこの値を超えると、サーバーで、「Server Too Busy」エ

ラー・メッセージとともにリクエストが終了します。こ

の属性は、サーブレット・コンテナによって割り当てら

れるサーブレット・スレッドの数から

IntegrationPointMaxConcurrentJobsの構成値または計算値を引

いた値以下に設定する必要があります。

IntegrationPointMaxConcurrentJobsの計算値は、「SDConsole」
→「Members」→「Decision Service」で確認できます。 

WebServerPort Webサーバーのポート。プロパティの変更を有効にする

には、サーバーを再起動する必要があります。このポー

トは、複数の RTDサーバー間の内部通信に使用されます。

HTTPSEnabled Webサーバー・ポートで HTTPSを許可するかどうかを指

定します。プロパティの変更を有効にするには、サーバー

を再起動する必要があります。 

 

10.4.4 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「Server」→「」→「」→「」→「DecisionService」について」について」について」について  

「Server」→「DecisionService」MBeanには、次の読取り専用の属性があります。   

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

MaxAllowedConcurrentRequests 同時に実行できるリクエストの最大数。 

CurrentRequestsRunning 現在実行されているリクエストの数。 

CurrentRequestsQueued 現在実行されずに、待機しているリクエストの数。 

TotalRequests サーバーの起動後に出現したリクエストの合計数。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

TimedOutRequests タイムアウトになったリクエストの合計数。 

RequestsForwarded クラスタ内の別のサーバーに転送されたリクエストの合

計数。 

RequestQueueCapacity 同時に待機できるリクエストの最大数。 

RequestsQueued 実行されるまでに待機する必要があったリクエストの合

計数。 

PeakRequestsQueued 一度でも待機する必要があったリクエストの最大数。 

RequestsWhenQueueFull リクエストのキューが一杯であったため、拒否されたリク

エストの合計数。 

CurrentSessions まだオープンしているデシジョン・サービス・セッション

の数。 

TotalSessions 作成されたデシジョン・サービス・セッションの合計数。

 

10.5 Oracle Real-Time Decisions のセキュリティの管理のセキュリティの管理のセキュリティの管理のセキュリティの管理 
セキュリティ管理の MBeanは、クラスタの認証設定に影響を与えます。「Security Authenticator」で

設定するタイプによって、異なるセキュリティ設定が表示されます。  

10.5.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「SecurityManager」について」について」について」について 

「SDManagement」→「SecurityManager」MBeanには、次の操作があります。 

addGroupMember() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    group Name: メンバーを追加するグループの名前。 

username: 追加するユーザーの名前。 

 目的目的目的目的:        ユーザーまたはグループをグループの直接のメンバーにします。 

assignPermission() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    userOrGroup: 権限を割り当てるユーザー名またはグループ名。 

permCode: 権限のコード。 

目的目的目的目的: 指定されたクラスタの権限を割り当てます。詳細は、第6.5項「ユーザー

およびグループへの権限の割当て」を参照してください。 
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createGroup() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    groupName: 作成するグループの名前。 

description: 新しいグループの説明。  

目的目的目的目的: 新しいセキュリティ・グループを作成します。Oracle RTD Platform 
Authentication のみ。 

createUser() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: username: 作成するユーザーの名前。 

description: 新しいユーザーの説明。 

password: クリア・テキストでのユーザーのパスワード。  

目的目的目的目的: 新しいユーザーを作成します。Oracle RTD Platform Authenticationのみ。 

deleteGroup() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: groupName: 削除するグループの名前。  

目的目的目的目的:    セキュリティ・グループを削除します。Oracle RTD Platform Authenticationと
Siebel Object Manager Authorizationのみ。 

deleteUser() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: username: 削除するユーザーの名前。 

目的目的目的目的: 既存のユーザーを削除します。Oracle RTD Platform Authenticationのみ。 

listDirectGroupMembers() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: groupName: ターゲット・グループの名前。 

includeGroups: Trueまたは False。Trueの場合、メンバー・グループが含まれ

ます。Falseの場合、ユーザーのみが含まれます。  

目的目的目的目的: 指定されたグループのメンバーとしてユーザーおよびグループの名前を

直接返します。 

listDirectlyContainingGroups () 

    パラメータパラメータパラメータパラメータ:    userOrGroup: ターゲット・ユーザーまたはグループの名前。  

目的目的目的目的:    直接のメンバーとして、指定されたユーザーまたはグループが含まれる

グループの名前を返します。 

listDirectPermissions() 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ:    userOrGroup: ターゲット・ユーザーまたはグループの名前。 

目的目的目的目的:    特定のユーザーまたはグループに直接割り当てられた権限を返します。 
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listEffectivePermissions() 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ:    userOrGroup: ターゲット・ユーザーまたはグループの名前。 

目的目的目的目的:    特定のユーザーまたはグループ、あるいはそれらが直接的または間接的

に包含されるグループに直接割り当てられた権限を返します。 

listEveryoneHavingDirectPermissions() 

    パラメータパラメータパラメータパラメータ:    なし 

目的目的目的目的:    権限が直接割り当てられたユーザーおよびグループの名前を返します。 

listGroupNames() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的:    権限を割り当てることができるすべてのグループの名前を返します。 

listPermissionCodes() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的:    すべての使用可能な権限タイプのローカライズされた名前と整数コード

を返します。このコードは、権限タイプの指定を必要とする様々な操作

のオペランドとして使用されます。  

listUserNames() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的: 権限を割り当てることができるすべてのユーザーの名前を返します。 

removeAllDirectPermissions () 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ:    userOrGroup: ターゲット・ユーザーまたはグループの名前。 

目的目的目的目的: 指定されたユーザーまたはグループに直接割り当てられたすべての権限

を削除します。 

removeGroupMember() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: containingGroupName: メンバー・グループを含むグループ。 

memberGroupName: 別のグループのメンバーとして追加されるグループ。  

目的目的目的目的: 包含するグループからユーザーまたはグループを削除します。 

removePermission() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: userOrGroup: ターゲット・ユーザーまたはグループの名前。 

permCode: 削除する権限のコード。 



   

インストレーションおよび管理ガイド 108 

目的目的目的目的:    ユーザーまたはグループに直接割り当てられた権限を削除します。指定

されたユーザーまたはグループが含まれるグループからは権限を削除し

ません。 

renameGroup() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: oldGroupName: グループの以前の名前。 

newGroupName: グループの新しい名前。  

目的目的目的目的:    グループの名前を変更します。 

renameUser() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: oldUserName: ユーザーの以前の名前。 

newUserName: ユーザーの新しい名前。 

目的目的目的目的: ユーザーの名前を変更します。 

setPassword() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: username: ターゲット・ユーザーの名前。 

password: クリア・テキストでの新しいパスワード。  

目的目的目的目的: 特定のユーザーのパスワードを変更します。 

10.5.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Security Properties」について」について」について」について 

「SDClusterPropertyManager」→「Security Properties」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

AuthenticationEnabled falseの場合、パスワードのチェックおよび権限のチェック

が無効になります。 

AuthenticatorLogsInvalidCredentials trueの場合、ログインの失敗が無効な資格証明によるもの

と判断されたときは、必ず Authenticator が短いメッセージ

をログに記録します。 

AuthenticatorLogsFailures trueの場合、Authenticator は、例外スタック・トレースを含

む、すべての失敗したログインに関する詳細をログに記録

します。この詳細レベルは、セキュリティ・プロバイダに

よって、エラーの原因が構成の問題にあると判断された場

合に無条件で表示されます。またこのフラグでは、プロバ

イダによって、エラーの原因が無効な資格証明にあると

誤って判断されたときにも同様の詳細レベルが表示され

ます。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

AuthenticationProviderClass ログインやグループ・メンバーシップ・クエリーを実行し、

オプションでユーザーとグループの定義を管理するクラ

スの名前。com.sigmadynamics.server.security. 
WindowsAuthenticator、
com.sigmadynamics.server.security. 
DBAuthenticator または
com.sigmadynamics.server.security. 
SiebelAuthenticatorを使用します。 

 

10.5.3 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「SecurityAuthenticator」について」について」について」について 

「SDManagement」→「SecurityAuthenticator」MBeanには、次の読取り専用の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

SecurityManager セキュリティ・マネージャ。 

ProviderClass 認証プロバイダ・クラス。 

「SDManagement」→「Security Authenticator」MBeanには、次の操作があります。 

java.lang.String loginUserPassword() 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ:    username: ユーザーの名前。 

   password: クリア・テキストでのユーザーのパスワード。 

目的目的目的目的:    ユーザー名とパスワードを使用してログインし、ログイン・チケットを

取得します。 

java.lang.String getUserName() 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ: ticket: ログインから返されるチケット。 

目的目的目的目的:    ログイン・セッションに関連付けられたユーザー名を取得します。 

java.lang.Boolean isUserInRole() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    ticket: ログインから返されるチケット。 

userOrGroupName: ID または包含関係がそれぞれテストされたユーザーまた

はグループの名前。 

目的目的目的目的:    ログインしたユーザーが指定されたユーザーの場合、または指定された

グループに直接的または間接的に含まれる場合、trueを返します。 

java.lang.Void logout() 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ:    ticket: ログインから返されるチケット。 
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目的目的目的目的:    ログイン・セッションを終了します。 

 

10.6 インライン・サービスの管理インライン・サービスの管理インライン・サービスの管理インライン・サービスの管理 
Inline Service Manager を使用して、クラスタにデプロイされているインライン・サービスを管理しま

す。 

10.6.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「InlineServiceManager」について」について」について」について 

デプロイされた各インライン・サービスは、InlineServiceManager MBeanの下に表示されます。 

「SDManagement」→「InlineServiceManager」MBeanには、次の操作があります。 

removeAllServices () 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的: すべてのインライン・サービス（loaded、loadable、failed）を削除します。 

10.6.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「InlineServiceManager」→「インライン・サービス」→「デプロイ状態」」→「インライン・サービス」→「デプロイ状態」」→「インライン・サービス」→「デプロイ状態」」→「インライン・サービス」→「デプロイ状態」

→「フラグ」について→「フラグ」について→「フラグ」について→「フラグ」について 

InlineServiceManager MBeanを表示するには、インライン・サービスの名前を選択し、デプロイ状態

（たとえば、Development、QAまたは Production）を選択して、特定のフラグ（Failed、Inactive、
Loadable）を選択します。たとえば、「OracleRTD」→「InlineServiceManager」→「CrossSell」→「Production」
→「Loadable」を選択します。 

特定のインライン・サービスの InlineServiceManager MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

ServiceId サービス ID。 

DeploymentState デプロイ状態。 

Flag フラグ。 

LockStatus ロック状態。 

 

特定のインライン・サービスの InlineServiceManager MBeanには、次の操作があります。 

操作名操作名操作名操作名 パラメータパラメータパラメータパラメータ 目的目的目的目的    

unlockService() なし このサービスのロックを解除します。 

removeService() なし このサーバーのインライン・サービスを停止し、

データベースからサービスを削除します。 
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操作名操作名操作名操作名 パラメータパラメータパラメータパラメータ 目的目的目的目的    

flushStatistics() なし このサービスのすべての統計をデータベースに

フラッシュします。 

deleteStatistics() なし データベースでこのサービスのすべての統計を

フラッシュおよび削除します。 

deleteChoiceHistory() なし データベースからこのサービスのすべての選択

履歴を削除します。 

deleteAllOperationalData() なし データベースからこのサービスのすべての操作

データを削除します。これには、選択履歴、統

計およびスタディが含まれます。 

deleteStudy() なし このサービスのスタディを削除します。 

 

10.7 デプロイ状態の管理デプロイ状態の管理デプロイ状態の管理デプロイ状態の管理 
「OracleRTD」→「DeploymentStates」MBeanを表示すると、クラスタで利用可能なデプロイ状態のリ

ストを表示できます。「OracleRTD」→「SDManagement」→「DeploymentStates」MBeanでは、デプロ

イ状態の追加、編集、削除および並替えを実行できます。 

10.7.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDManagement」→「」→「」→「」→「DeploymentStates」について」について」について」について 

「SDManagement」→「DeploymentStates」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

StateObjectNames サーバーで利用可能なすべてのデプロイ状態のリスト。  

「SDManagement」→「Deployment States」MBeanには、次の操作があります。 

addDeploymentState () 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    Name: デプロイ状態の名前。 

AfterDeploymentState: 新しいデプロイ状態が作成される直前のデプロイ状

態の名前（値が渡されていない場合、新しいデプロイ状態はリストの最

初に作成されます）。 

AllowHotSwapping: インライン・サービスのホット・スワップを許可します。

このデプロイ状態にホット・スワップを許可し、その状態でインライン・

サービスを再デプロイすると、既存のセッションがクローズするかタイ

ムアウトになるまで、既存のインライン・サービスはアクティブのまま

になります。新しくデプロイされたインライン・サービスには、新しい

セッションが作成されます。   

目的目的目的目的: 新しいデプロイ状態を作成します。 
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10.7.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「Deployment States」→「状態」について」→「状態」について」→「状態」について」→「状態」について 

特定のデプロイ状態の MBeanを表示するには、「OracleRTD」→「Deployment States」を選択して、

デプロイ状態（Development、QA、Productionなど）を選択します。 

「Deployment States」→「状態」の各 MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Name デプロイ状態の名前。  

Id デプロイ状態の ID。  

AllowHotSwapping デシジョン・サービスのこのデプロイ状態でのインライ

ン・サービスのホット・スワップを許可します。   

「Deployment States」→「状態」の各 MBeanには、次の操作があります。 

remove () 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的: クラスタからデプロイ状態を削除します。 

 

10.8 ラーニング・サービスの管理ラーニング・サービスの管理ラーニング・サービスの管理ラーニング・サービスの管理    

クラスタのラーニング・サービスを管理することにより、ラーニング・モデルのステータスを確

認し、そのモデルの保守を実行できます。 

10.8.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「Server」→「」→「」→「」→「LearningSevice」について」について」について」について 

「Server」→「LearningService」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Studies Learning Serverで実行されているすべてのスタディのリス

ト。スタディをクリックすると、そのスタディのモデルが

表示されます。  

 

10.8.2 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「Learning Server」→「スタディ」について」→「スタディ」について」→「スタディ」について」→「スタディ」について 

「Learning Server」→「スタディ」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Models このスタディに属しているモデル。 
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属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Name スタディの名前。 

「Learning Server」→「スタディ」MBeanには、次の操作があります。 

Delete() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的:    このスタディを削除します。 

10.8.3 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「Study」→「スタディ名」→「モデル」について」→「スタディ名」→「モデル」について」→「スタディ名」→「モデル」について」→「スタディ名」→「モデル」について 

「Study」→「スタディ名」→「モデル」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

Attributes モデルの属性の名前。ここにリストされた名前は、インラ

イン・サービスのセッションの属性名と一致します。 

Name モデルの名前。 

TimeWindows この特定のモデルによって学習された時間範囲のリスト。

「Study」→「スタディ名」→「モデル」MBeanには、次の操作があります。 

Delete() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 

目的目的目的目的: このモデルを削除します。 

DeleteAttributeValue() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    AttributeName: 属性の名前。 

Value: 削除する値。 

目的目的目的目的:    属性の値について収集されたモデルのデータを消去します。 

DeleteAttributeValueRange() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ:    AttributeName: 属性の名前。 

HighestValue: 削除する最も高い値。 

LowestValue: 削除する最も低い値。 

目的目的目的目的:    属性の値の範囲について収集されたモデルのデータを消去します。 

StartNewTimeWindow() 

パラメータパラメータパラメータパラメータ: なし 
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目的目的目的目的:    現在の時間枠を閉じて、新しい時間枠を開始します。この操作は、将来

のモデル学習に悪影響を与える可能性があるため、本番環境では使用し

ないでください。 

 

10.9 アラート・サービスの管理アラート・サービスの管理アラート・サービスの管理アラート・サービスの管理 
「SDClusterPropertyManager」→「Alert Service」MBeanを使用すると、アラート・サービスに関連した

パラメータを調整できます。 

10.9.1 「「「「OracleRTD」→「」→「」→「」→「SDClusterPropertyManager」→「」→「」→「」→「Alert Service」につい」につい」につい」についてててて 

「SDClusterPropertyManager」→「Alert Service」MBeanには、次の属性があります。 

属性属性属性属性    説明説明説明説明    

MailFrom 電子メールのアラート通知の送信元アドレス。 

MailLogo 電子メールのアラート通知のヘッダーに表示するロゴ。 

AlertHistoryCleanupIntervalMinutes 古いアラートの有効期限を確認するためにアラート履歴

のアーカイブをスキャンする頻度。分単位で指定します。

AlertDispatcherSleepIntervalMinutes アラート・サービスでアラートを評価する頻度。分単位

で指定します。 

AlertDispatcherErrorSleepIntervalMinutes エラーが発生した場合に、アラート・サービスがアラー

トの評価を再実行する頻度。分単位で指定します。 
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